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英国貴族のふしだらな命令





　



　　　　１







「──アーティの裏切り者」


　有名ブランド『イリオン』本社はパリ八区フォーブル・サントノーレ通りに建っている。その五階にある応接室で自分を待っていたのが、親友にして『イリオン』の御おん曹ぞう司し、アーティことアルテュール・イリオン一人だとわかった途と端たん、観み月づき玲あきらの心の中に押し込められていた感情はあっけなく理性の壁かべを乗り越こえ、恨うらみ言となって口を衝ついた。


　多分、ほっとしたのだろう。案内された応接室の背の高いアーチ型の扉とびらを前にして、いや、本当は飛行機の窓から放射状に広がるパリの街を目にしたときから、──いや。


　本当の本当は、フリーライターの自分のもとに今回の仕事の話が持ち込まれたその瞬しゆん間かんから玲は言いようのない不安に襲おそわれ、足元が崩くずれるような心こころ許もとなさに怯おびえていたのだ。


　だから久しぶりに顔を合わせた親友の存在に心底ほっとし、ほっとしたら忘れていた怒いかりが込み上げてきたのに違ちがいない。


　玲は今、挨あい拶さつも忘れてアーティをキッと睨にらみつけていた。


「裏切り者？」


　だがアーティは怖こわがるどころか悪びれもせず、蜂はち蜜みつ色の髪かみを揺ゆらして面おも白しろそうに眉まゆを上げると、わざとらしく胸に手を当て考える素そ振ぶりをしてみせる。


「うーん、心当たりが全然ない。俺は日々を真面まじ目めに、誠実に生きてるんだよね」


　──真面目？　誠実？　どこの誰が？


　ふざけんなよこのやろう、と玲は口元を引き攣つらせた。つい一ヶ月前に玲がメインで仕事をしている大手芸能情報誌『ワールド・エンターテイメント』に突とつ然ぜん連れん絡らくを入れてきて、強ごう引いんにこの仕事を押し付けてきたのはどこの誰だ？　目の前にいるアーティだ。


『先日の『イリオン』のイメージモデルへの独どく占せん取材の件ですが、お受けしても構いません。ただし取材は御おん社しやと取引のあるフリーライター、観月玲氏お一人にお願いしたい。余人の同行は許可しません。こちらの希望が通らないようなら、この話はなかったことに』


　何度も取材を申し込んでいた『ワールド・エンターテイメント』にアーティはそんな条件を突つきつけて、この仕事を断れない状じよう況きようへと見事に玲を追い詰つめてくれた。その無茶なやり口といい、親友をこんな危機的状況に陥おとしいれておきながら平然と笑って出で迎むかえる神経といい、この男のどこに真面目さや誠実さが潜ひそんでいるのかと、腹立ち紛まぎれに玲はアーティの足を蹴けりつけた。


「おまえ時々ほんっと意味がわからない！　なんで俺なの!?　何考えてこういう仕事を振ふってくるんだよ？　俺は映画・演劇専門のライターで、モードの方はサッパリだってわかってるだろ？　それに──」


　──それに、あいつには二度と会わないって俺が決めたの知ってる癖くせに。


　キリ、と下した唇くちびるの内側を嚙かみ締しめ、情けなく歪ゆがんだ顔を俯うつむける。そんな玲をどう思ったのか、夏空を思わせる青い瞳ひとみをそっと細めたアーティが「それに」の続きは追及せずに、くしゃりと髪を撫なでてきた。


「アキ、それもう七回目。この仕事が終わるまでにあと何回同じこと言うんだろうな？」


　おまえのせいだと怒ど鳴なってやりたい。けれど、いくらアーティにごり押しされたとはいえ、この仕事を受けたのは自分なのだから文句を言っても仕方がなかった。


「……も、いい」


　室内へと促うながされ、ソファに腰こしを下ろしながら玲は細く溜ため息をついた。


「もう言わないよ、私情も挟はさまない。文句はあるけど真面目にやるさ、仕事だからな」


「期待してるよ。じゃ、打ち合わせを始めよう」


　内線でコーヒーを二つ頼たのんだアーティに目線で了りよう承しようを伝えながら、玲はふと日本人の自分とフランス人のアーティが英語で話していることを奇き妙みように感じた。昔からそうなので普ふ段だんは気にならないが、場所がパリだと何だか少し違い和わ感かんがあるのだ。


「打ち合わせって、俺とおまえだけでしていいのか？　他ほかのスタッフは？」


「今日はもうこんな時間だからね。明日紹しよう介かいするよ、彼らにもそう言ってある」


　壁時計を確かく認にんすると、あと数分で十八時を回るところだった。


　──明日か。


　今夜じゃなくてよかったと肩かたの力をこっそり抜ぬいて、玲は打ち合わせに集中した。








　今回玲がパリを訪おとずれたのは、シュヴァリエと呼ばれる漆しつ黒こくの髪にアイスブルーの瞳を持つ『イリオン』専属のイメージモデルを一ヶ月間、独占取材するためだ。


　玲にこの件を最初に話した『ワールド・エンターテイメント』の橘たちばな編集長は、何としてもこの仕事を成功させるのだと鼻息を荒あらくしていた。


　それも無理はない。


　シュヴァリエと呼ばれるその男性モデルは極度のマスコミ嫌ぎらいで、これまで一度も取材に応じたことがないという変わり種なのである。


　作り物のように冷たく整ったシャープな顔立ちにバランスの取れた長い手足、鋼のような力強さを秘ひめた身体からだを持つ彼は、『イリオン』の不変のテーマ「騎き士し」を見事に体現しているとデビュー時のポスターが評判になり、一いち躍やく時の人となった。


　世間やメディアが一いつ斉せいに彼に注目し、デビュー直後からシュヴァリエのもとには取材の申し込みや問い合わせが殺さつ到とうして『イリオン』の通常業務に支障をきたすほどだったというのは有名な話だ。しかし驚おどろいたことに、彼はそれらをすべて拒きよ絶ぜつしたのだという。顔と名前を売る絶好の機会だったのにもかかわらず。


　トップモデルとなった現在でもメディアを拒きよ否ひする彼の態度は相変わらずで、雇こ用よう主の『イリオン』もその意向を尊重し、彼への取材はシャットアウト、問い合わせにも一いつ切さい応じずプロフィールも明かさないという徹てつ底てい振ぶりを貫つらぬいている。シュヴァリエというのも彼がそう名乗った訳ではなく、芸名さえ公表されないのでメディアやファンの間から自然発生的に生まれた呼び名だ。誰も名前や声を知らず、写真の中でしか会うことが叶かなわない──そんな彼の謎なぞめいた神秘性が人々の好こう奇き心を煽あおったのだろう、彼は瞬またたく間に世界中の関心と人気を集めた。


　だが、隠かくされると余計に知りたくなるのが人の性さがだ。今や時代の寵ちよう児じとなったシュヴァリエの素す性じようを暴あばこうとメディアが躍やつ起きになっていることは、畑はたけ違ちがいの玲も勿もち論ろん知っていた。


　シュヴァリエと『イリオン』が一社とはいえ取材を受ける気になったのも多分そのせいだ。過熱する取材合戦や、面白半分に報じられる謂いわれのない中傷にピリオドを打ちたいのだろう。そのためにはシュヴァリエが表おもて舞ぶ台たいに立つしかないと彼らは判断を下したのだ。


　そんな中で独占取材権を獲かく得とくした『ワールド・エンターテイメント』の盛り上がり方は、まさに凄すさまじいの一言に尽つきた。日本版だけでなくニューヨーク、ロス、パリ、ロンドン版で三号連続の特集記事を組むことが一夜にして決定したほどだ。


『うちだけじゃない、これはおまえにとってもライターとして名を売る絶好のチャンスだ』


　電話口で橘が興奮していたが、その話は玲の胸を熱くさせるどころか冷たい動どう揺ようで満たした。


　玲は二十四歳で、キャリアは六年目に入ったところだ。


　十二歳から十八歳まで英国のパブリック・スクールに留学していたので英語は自在に操あやつれるし、当時寮りようで同室だったアーティと、どちらが先に相手の母国語を習得できるか競っていたので、フランス語にも不自由はない。そのおかげでこうして活動の場を海外へ広げることができ、煉れん瓦がを一つずつ積み上げるように着実にキャリアを積んできた。


　そこへ舞まい込んできた大きな仕事だ、本来なら跳とび上がって喜ぶべきところだが、


『俺、できません』


　相手に見えるはずもないのに、玲は必死に首を横に振った。


　実は玲にとってシュヴァリエは、謎のモデルでも何でもなかった。その気になれば取材なしで幾いくらでも書けるほど、彼のことはよく知っていた。


　彼は、実は英国貴族で、本名は十三世デュランディ公こう爵しやくラルフ・アッシュフォードという。年ねん齢れいは玲と同じく二十四歳。なぜそんなことを知っているのかというと、玲とシュヴァリエは同じパブリック・スクールに在ざい籍せきしていた同窓生だからだ。在学中は親しかったけれど、事情があって、卒業してからは二度と会わないと玲が決めた男だった。


『俺には無理です。ファッション業界は専門外だし、一月下げ旬じゆんにはアカデミー賞ノミネーション発表のためハリウッドへ飛ぶことになってます。その後のスケジュールも埋うまってるし』


　懸けん命めいに並べ立てた言い訳は、しかし事実でもあった。玲のスケジュールは三月まで『ワールド・エンターテイメント』の仕事でほぼ真っ黒だったのだ。しかし橘は無情に告げた。


『その仕事は全部他の奴やつらに割わり振ったから問題ない。おまえは一月半ばにパリへ飛べ』


『そんな！　なんで俺なんですか、この仕事をやりたい人は幾らでもいるでしょう!?』


『取材はおまえ一人でやるんだ。それが『イリオン』の出してきた条件なんだ、こっちに拒否権なんざある訳ないだろ。それにおまえ、これを成功させればライターとしてやっていけるぞ。世界中のどこででも』


　ふいに橘の声から興奮が消え、


『──『ワールド・エンターテイメント・ジャパン』がなくなっても、だ』


　続けられた言葉に玲は瞬しゆん間かん、声をなくした。


　この数年、日本版『ワールド・エンターテイメント』は芸能情報を取り入れたファッション誌や週刊誌、アイドル誌などに押されて売り上げをじりじりと落としていた。まさか廃はい刊かんにはならないだろうが、その可能性を考こう慮りよしてチャンスを摑つかめと橘が玲の背中を押しているのは明白だ。


　あぁもう、と玲は我知らず溜め息をついた。


　シュヴァリエの記事が『ワールド・エンターテイメント』の誌面を飾かざれば一時的でも売り上げの回復が見込めるはずだ。それを機に盛り返す算段も橘の胸にはあるだろう。そして、橘が玲のライターとしての将来を思いやってくれるように、『ワールド・エンターテイメント』の存続を玲も心から願っている。


『この仕事、受けるな？　玲』


　本音を言えば嫌いやだった。いくら仕事とはいえシュヴァリエ──ラルフには会いたくない。


　しかし橘は、玲にライターとして生きる道を開いてくれた、いわば恩師のような人で、同時に母方の叔お父じであり、事情があって英国から急きゆう遽きよ日本に帰ってきた玲を色々と助けてくれた恩人だ。その橘にここまで言われては断ることなどできないし、それにこの話は既すでに世界規模に拡大していて、私情の絡からんだ玲の我が儘ままが許される状じよう況きようではなくなっていた。


　そして結局、アーティの思おも惑わくと橘の言葉、そして逃にげ場のない状況に押し切られ、玲はこうしてパリへやってくる羽目になったのである。








「──まぁ、こんなところかな。何か質問は？」


「いや、大だい丈じよう夫ぶ、──あ」


　打ち合わせが終しゆう了りようし、手帳を仕し舞まおうと玲が愛用のバナナショルダーを引き寄せたとき、鞄かばんの口から銀色の光が零こぼれ落ちた。鎖くさりに通していつも手首につけている、古い形の小さな鍵かぎだ。パリに着く直前に手首から外し鞄の中に入れておいたのだが、弾はずみで落ちてしまったようだ。


「何だ、ただの鍵……にしては古風で装そう飾しよく的な形だな。チャーム？」


「そんなんじゃないよ、お守りみたいなもの。それよりさ、あいつ、どうしてる？」


　鍵を拾いながら自然に問いかけた直後に、はっとして玲は口元を押さえた。


　──何言ってるんだ、俺。


　失言だ。彼のことを話題にする気は欠片かけらもなかったはずなのに、鍵を目にしたらまるで催さい眠みん術にでもかけられたかのように勝手に口が動いてしまった。


　ニヤリと笑ってアーティが身を乗り出してくる。


「あいつってラルフ？　珍めずらしいな、アキが気にするなんて。卒業してからずっと、もう関係ありませんって顔してたのに。それとも実は……」


「やっぱいい、アーティ、何でもない」


　身体ごとアーティから顔を背そむけた玲は、後こう悔かいと自己嫌けん悪おの波にたちまち飲み込まれた。


　──馬ば鹿かだ。俺にはもう心配する権利なんかないのに。


　彼には会わない。もし会ってしまったら、そのときは無関係の他人に徹てつすると六年前に約束したのだ。


「何でもないようには見えないなぁ」


「気のせいだ」


　へぇ？　とアーティが面おも白しろそうにこちらを眺ながめている。玲の動揺が透すけて見えているのだろう。だが、うろたえている自分を認めるのも見み透すかされるのも癪しやくだ。玲は鍵をしまうという大義名分の下、最近どうも調子の悪い鞄のダブルジップと格かく闘とうすることで、アーティのからかうような視線を無視することにした。だから、ふとアーティが窓の外に目をやり、ちょっと驚おどろいたように眉まゆを上げた後、まるで悪戯いたずらが成功した子供のような笑えみを浮うかべるのに気付く機会を逸いつしてしまった。


「あのさ、ラルフは本当は今いま頃ごろショーの演出の打ち合わせしてるはずなんだ」


「もういいって言ってるだろ。パパラッチに追われてるっていうから、警備体制はどうなってるのかなって少し気になっただけだ」


　我ながら下手へたな誤ご魔ま化かしだ。じわりと滲にじんだ嫌な汗あせに髪かみが張り付くような気がして、玲は左手でしきりに首筋に触ふれながら続けた。


「何かニック・メドウズとか、あの辺の性質たちの悪いのが動いてるって話も聞いたし」


　ニック・メドウズは性質の悪さで有名なパパラッチだ。有名人のスキャンダルを暴くだけでなく、それをネタに強請ゆすったり利用したりするのだという。


「ああ、あの男の動向にはうちでも注意してるよ。ところでアキ、そのメドウズがおまえに付き纏まとっているって話を聞いたんだけど、おまえこそ大丈夫なのか？」


「よく知ってるな、そんなこと」


　そんな瑣さ末まつな話は『イリオン』の御おん曹ぞう司しの耳に入るようなことではないはずだ。アーティの情じよう報ほう網もうの思わぬ広さに半ば感心し、半ば呆あきれながら、玲は心配ないと笑ってみせた。


「付き纏われてるってほどじゃないよ。顔見知りなだけだ。けどニックはターゲットに対しては本当に悪質な奴だから」


「だから、あいつのことが『少し』気になったんだ？」


「…っだからそれはもういいって言ってるだろ！」


　ニヤニヤ笑うアーティを怒ど鳴なりつけ、玲は憤ふん然ぜんと席を立った。


「俺、帰るから」


　これ以上からかわれるのはご免めんだった。それに、このまま話をしていたら目的のわからないアーティの思惑に乗せられて、またうっかり失言をしかねない。


「帰るなんて言うなよ、久しぶりに会ったんだし」


「うるさいな、打ち合わせは終わりでいいんだろ？　だったら俺はもう帰る」


「まぁそう急ぐなって。えーと何だっけ？　あいつが今どうしてるか、だったよな」


　出て行こうとする玲の肩かたを、アーティがやんわりと押さえてきた。


「実はさっきコレクションスタッフ用の車が一台、下に着いたんだ。ショーが近いから今は本社もアトリエも忙いそがしくてね、スタッフの足は一台も無む駄だにできない。なのに私用で使われた」


「スタッフの車が本社に着いて、どうして私用だなんて思うんだよ？」


「私用なんだよ。今頃きっとエレベーターの中か、タイミングが悪ければエレベーターが来るのを待てなくて、階段を駆かけ上がってるだろうなぁ」


「階段……？」


　言葉はわかるが意味が摑めず、玲は訝いぶかしげに眉を寄せた。


「アキが訊きいたんだろ？　あいつが今どうしてるかって」


「けどアーティ、意味が──」


　わからない。そう続くはずの言葉は、まるで体当たりでもしたかのように凄すさまじい勢いで押し開けられたドアの音に遮さえぎられた。


「──ッ!?」


　何事かと肩を飛び上がらせて背後を振ふり返る。その瞬間、玲は自分の心臓が凍こおりつく音を聞いたような気がした。


　乱れて額に落ちかかる漆しつ黒こくの髪。こちらを凝ぎよう視しする鋭するどい瞳ひとみの凍いてついた青。


　そこにいるのは『イリオン』のシュヴァリエ──いや、ラルフ・アッシュフォード、その人だ。


　──噓うそ、だ。


　顔を合わせるのは明日だ。アーティがそう言ったのだから、そのはずだ。けれどラルフは今、なぜだか玲の目の前にいる。


　──……落ち着け。頼たのむから俺、落ち着いて。


　凍りついたはずの胸の鼓こ動どうが狂くるったように走り出す。


　激しく動どう揺ようしている玲とは対照的に、ラルフは冷静に見えた。玲を見ても、懐なつかしさや親愛の情は勿もち論ろんのこと怒いかりも憎にくしみも蔑さげすみもなく、完全な無表情を保っている。固く結ばれた唇くちびるからは挨あい拶さつも、或あるいは罵ののしりの言葉も出てこない。


　しかし、眼まな差ざしの鋭さは千の言葉より雄ゆう弁べんだ。


「……」


　強い視線で玲をその場に縫ぬいとめて、ラルフが足を踏ふみ出してくる。思わず後あと退ずさりをしかけたが、取材相手を怖こわがってどうすると玲は既すんでのところで踏み止とどまった。明日から一ヶ月、玲は常に彼と行動を共にしなければならないのだ。


　──これは仕事だ。仕事なんだ。昔のことは関係ない、今のあいつは取材相手だ。


　玲は動揺を押し殺し、平静を装ってラルフを見返す。「凄すごい意地。鉄てつ壁ぺきだな」などとアーティが口笛を吹ふいたような気がしたが、そんなことに構っている余よ裕ゆうはなかった。それはラルフも同じだったらしい。アーティの姿は視界に入っているはずなのに、彼はそちらには目もくれずに玲の方へと歩み寄り、何か言おうと口を開きかけた。


「あき──」


「このたびは『ワールド・エンターテイメント』の取材を許可してくださり、ありがとうございます。ライターの観月玲です」


　嫌いやだ、怖い、聞きたくない。そんな思いがラルフの声を遮って玲に他た人にん行ぎよう儀ぎな挨拶をさせた。習慣で顔の筋肉が動き、自動的に営業用の微び笑しようが浮かぶ。その瞬しゆん間かん、ただでさえ鋭いラルフの双そう眸ぼうが更さらに冷たく張り詰つめて、彼の全身から青白い怒ど気きがゆらりと立ち上ったように見えた。


「……随ずい分ぶんな挨拶だな。六年ぶりに再会したというのに、第一声がそれか？」


　薄うすい唇から放たれた声こわ音ねは記き憶おくにあるより深みが増していたけれど、平へい坦たんで抑よく揚ようがなかった。無感動な声だ。それなのに、何かとても根深いものを絡からみつかせているかのように、玲の胸に重苦しく沈しずみ込む。


　──まだ怒ってるんだ、俺のこと。


　六年前、自分がラルフにしたことを思えば彼の怒りは当然のものだ。ラルフと再会することが決まってから、彼には何をされても仕方がないと玲は覚かく悟ごしていた。けれどその覚悟は、吹けば飛ぶほどの軽さでしかなかったのだと今になって思い知る。


　──嫌きらわれているのはわかってた。軽けい蔑べつされてることも。でも……。


　わかっていたことなのに、なぜこれほど打ちのめされるのだろう？　無口なラルフの物言わぬ怒りに直接向き合う衝しよう撃げきは、想像以上の威い力りよくをもって玲の胸を切り刻む。


「俺の前でよく平然と、何事もなかったような顔ができるな。……ああ、そうか。あの程度のことは、おまえにとって気にする価値もないか。遊びだった訳だしな」


「そんな、俺、は……」


　動揺に耳鳴りと目め眩まいがした。微笑の仮面が剝はがれ落ち、けれどショックを受けた顔を晒さらす訳にもいかず、何とかポーカーフェイスを保とうと玲は奥歯を嚙かみ締しめる。


「俺は、何だ。その続きは？」


　言ってみろ、とラルフが一歩踏み込んでくる。思わず謝罪の言葉が口を衝つきそうになったけれど、玲はそれを必死の思いで飲み下した。


　──昔のことだ。ラルフとのことは六年前に断たち切ったはずだ。もう何の関係もない。


　今の自分はライターで、ラルフは取材相手──仕事相手だ。それ以外に新たな関係を築くことはないし、築いてはいけない。


　玲の一番大切なものは、そうすることで守られる。


　眼差しに力を込めて、玲はできる限りビジネスライクに切り出した。


「俺は──いえ、私はシュヴァリエを取材しにきたライターです」


　無様に震ふるえそうになる唇を、一度強く引き結び、どくどくと脈打つ不快な感覚に首筋を左手でさり気なく押さえた。そして、すっと細く息を吸い込む。


「今回は仕事で来ております。既すでに終わった昔話は、できればまたいつか、別の機会に」


　玲が最後まで言い終わらないうちに、これまでぴくりともしなかったラルフの面に強い感情の波が走った。


　これで玲に対する憎しみが、彼の中でまた一段深まったことだろう。


　酷ひどいことを言ってしまったと、胸の奥にざらりとした嫌けん悪お感が広がっていく。


　あーあ、というアーティの呆れ声が、どこか遠くに聞こえた。





　　　　＊





　十三世デュランディ公こう爵しやくラルフ・アッシュフォード。


　彼の存在を知ったのは、玲が十二歳の頃ころだ。


　貿易業を営む父が、自分の息むす子こに早いうちから国際感覚を身につけさせ、世界から集まる良家の子息と繫つながりを持たせようと考えたことから、玲は小学校を卒業すると英国のパブリック・スクールへ留学することになった。そこでラルフに出会ったのだ。


　同年代の少年達の中で飛びぬけて大人びていたラルフは、他人に興味がないようで、用がなければ自分から人に話しかけることはなかった。大たい抵ていは静かな場所で一人本を読み、友達と騒さわいだり規則破りに挑ちよう戦せんしたりという子供じみた遊びに加わることはなく、成績は優ゆう秀しゆう、運動能力も高く品行方正という絵に描かいたような優等生だった。


　生徒達はそんなラルフと少し距きよ離りを置いて付き合っていたが、皆みな、彼には一目置いていた。ラルフの人を寄せ付けない雰ふん囲い気きや気品ある物もの腰ごしは鼻持ちならない高こう慢まんさに結びつくことはなかったし、何か頼まれれば気負いなく引き受け、喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいをすれば立場や年ねん齢れいの区別なく公正な判断で場を収める。


　凜りん然ぜんとした眼差しを持つ彼は、ただの大人しい優等生ではなかった。


　けれど、そのあまりにも出来すぎた人格と硬こう質しつな雰囲気が周囲を一歩引かせていた。


　玲も最初はラルフが苦手だった。人見知りや物もの怖おじをしない玲にしては珍めずらしく、気後れしていたのだ。彼は目立つので何かと視界に入ってきたし、目が合うこともしばしばだったが、何だか別の世界の人間のようで近寄りがたい存在に思えた。それに玲は友達と賑にぎやかに過ごすのが好きで、いつも誰かが一いつ緒しよにいたからラルフと目が合っても話しかける機会がなかった。


　だがある日、二人を近づける出来事が起きた。


　それは留学してから一年が過ぎた十三歳の秋のことで、何の話がどう転がったのか、玲とアーティはどちらが先に互たがいの母国語をマスターできるか勝負をすることになった。マスターするといっても勿論完全にではなく、一定のレベルにゴールを定めたちょっとしたゲームのようなものだ。ただ面おも白しろがった友人達が、負けた方は歴史教師がこっそりつけている鬘かつらを皆の前で取るという罰ばつゲームを加えたので、玲もアーティも必死だった。歴史教師は学校で一番厳しく、冗じよう談だんが通じないことで有名だったのだ。


　そんな訳で空いた時間のほとんどをフランス語の勉強に費ついやしていた玲は、ある日の講堂での自修時間、様子を見にきた数学教師に突とつ然ぜん、叱しつ責せきを受けた。


「それだけフランス語にかける時間があるなら、その分数学をやったらどうなんだ」


　皆の前で叱しかられて、恥はずかしさと悔くやしさに玲は唇を嚙んで俯うつむいた。アーティ達や居合わせた生徒達の視線が自分に集まるのがわかり、更に居たたまれなくなる。確かに自分は数学が苦手で、テストでは毎回平均点を下回るけれど、だからといって今ここでそんなことを言わなくてもいいじゃないかと恨うらみがましい思いが込み上げた。それを見み透すかしたように眉まゆを吊つり上げた数学教師が更に何か言おうと口を開く。そのとき、思わぬところから助け船が出された。


「先生、彼が数学の授業中にフランス語の勉強をしていたのならば叱責されるのは当然ですが、今は自修時間です。自修時間に何をするかは彼が決めることであり、先生の指図の及およぶところではないと思うのですが」


　落ち着きのある低い声にはっとして顔をあげると、玲を半ば背に隠かくすようにしてラルフが数学教師と向き合っていた。


　数学教師はねちねちとしつこい性格で、一度目をつけられると後々まで尾おを引くことを生徒達はよく知っている。だからアーティ達もこちらを気にしながら口を噤つぐんでいたのに、なぜ話したこともないラルフが自分を庇かばってくれるのだろう？


　驚おどろきと疑問に玲は目を丸くしたが、その目にラルフのまっすぐに伸のびた広い背中は頼たのもしく映った。周囲を払はらうようなラルフの独特の存在感は、教師を黙だまらせたようだったが、不思議と玲を安あん堵どさせてくれた。


　このとき玲は、自分が本当はずっとラルフと話してみたいと思っていたことに唐とう突とつに気がついた。彼の姿がやけに視界に入るのも、よく目が合ったのも、それだけ自分がラルフのことを目で追っていたからだ。


　それをすとんと理解した瞬間、玲の中でラルフの存在感が急に大きなものになった。


「フランス語は正規の課目だし、勉強をするのはいいと思う。でもそれに偏かたよるのは良くない」


　数学教師のことなど綺き麗れいさっぱり頭から消し去っていた玲は、ラルフに窘たしなめられて我に返った。アイスブルーの綺麗な瞳ひとみに自分が映っていることに胸が高鳴り、彼に言われるままに数学の勉強にも身を入れることを約束した。それで数学教師も引き下がり、事なきを得たのである。


「さっすがラルフ！」


「よかったな、アキ。あのままじゃ絶対、山のような特別課題出されてたぜ」


　自修時間の終しゆう了りようを告げる鐘かねが鳴り、友人達がわっと歓かん声せいをあげて駆かけ寄ってくる。彼らに髪かみをぐしゃぐしゃに乱されながら、玲は初めて自分からラルフに話しかけた。


「ありがとうラルフ、助かった」


「いや。あの教師は何かときみに辛つらく当たっているようだから、少し気になっただけだ」


「それは俺が数学苦手だから……」


　そうなんだよ、こいつ数学できなくてさ、と友人達が玲の数学の成績の悪さをラルフに訴うつたえ始めたので、玲は慌あわてて彼らの口を塞ふさぎにかかった。教師に叱られているところを見られ、助けられておいて今いま更さらだが、自分の駄だ目めな部分をラルフに知られるのは逃にげ出したいくらい恥ずかしかったのだ。しかし、


「そんなに苦手なら、俺が教えようか？」


「え、いいの？」


　願ってもないラルフの申し出に、玲は恥ずかしさも忘れて飛びついた。


　その日から、寮りようの違ちがう玲とラルフは図書室で一緒に勉強するようになった。丁てい寧ねいでわかりやすいラルフの説明に少しずつ数学への苦手意識が薄うすれ、頻ひん繁ぱんに行われる試験を受けるたび点数が上がり、それが嬉うれしくて玲は熱心にラルフのいる図書室へ通った。


　二人で過ごす時間が長くなるにつれ、勉強以外のことも話すようになり、次し第だいに親しさが深まっていったある冬の午後、玲はラルフの思わぬ内面に触ふれることになった。


「──ずっと羨うらやましかった」


「え？」


「玲が」


　ラルフは玲の名前を、日本人と同じくらい滑なめらかに発音する。日本語も、習えばすぐに覚えてしまうんだろうなと、フランス語の壁かべに突つき当たっていた玲はふと見当違いなことを考えた。


「俺が羨ましいって、なんで？　ラルフにはできないことなんか、何もないのに」


「できないことは沢たく山さんある。まず人付き合いができない。苦手だ」


　彼が個人的なことを話すのはこのときが初めてだった。けれどそれよりも、いつも堂々と正論を口にするラルフの声が苦味を帯びて潜ひそめられていることに玲は気を取られた。


　──何か悩なやみでもあるのかな？


　そのとき図書室の二階には二人の他ほかには誰もいなかったが、ラルフが小声になったので、玲も声が響ひびいたりしないように気をつけながら聞き返した。


「人付き合いが苦手なようには見えないよ？　ラルフは無口だけど、必要なときは誰とでもそつなく話すし、皆にも一目置かれてるし」


「必要なときだけだ。玲みたいに、いつでも誰とでも楽しく過ごすことはできない」


　気まずそうに逸そらされた目に、玲はふと思った。ひょっとしたらラルフは他人に興味がないのではなく、人とどう接すればいいのかわからないだけなのではないだろうか？


「連れん絡らく事じ項こうを伝えたり聞かれたことに答えることはできる。でも、それ以外は上手うまく話せない。よくわからないんだ、どうやって遊んだり楽しんだりすればいいのか。笑うことや怒おこることも」


「ラルフ……」


「玲は留学生で、外国での生活に慣れるまでは大変だったはずだ。でも、あっという間に学校に馴な染じんで、いつも大勢の友達と楽しそうにしている。それが不思議で、羨ましかった。だからだろうな、気付くと玲のことを目で追っていた」


　玲は驚き、まじまじとラルフを見た。頻繁に目が合った理由がこれで判明したが、ラルフが自分のことを羨ましいと思っていたなんて信じられなかった。


　──そういえば、アッシュフォード家は厳格な家風で知られる名門貴族なんだっけ。


　ラルフの酷ひどく大人びた態度は、次期公こう爵しやくに相応ふさわしい紳しん士しとして振ふる舞まうことを周囲に求められ続け、子供らしくあることを許されなかったせいなのかもしれない。校内の古風な規律をきちんと守って生き真面まじ目めに日々を過ごしているのは、性格のせいもあるけれど、厳しく躾しつけられて育ったために羽目の外し方を知らないからなのかもしれなかった。


「じゃあさ、それ俺が教えようか？」


　そっと玲が切り出すと、ラルフは瞬まばたきをした。表情は変わらないが、彼の気配が微かすかに動く。ラルフは今、驚いたのだ。なぜだかそれがはっきりとわかり、わかることを嬉しく思いながら玲はラルフの手を取った。


「遊ぶこととか楽しいことは、俺がラルフに教えるよ。笑ったり怒ったりすることも全部。数学よりずっと簡単なんだ、一緒に遊んでるだけで覚えられるんだから」


「玲が？　本当に？」


　にっこり笑って頷うなずくと、つられたようにラルフが少しだけ口元を緩ゆるませ、繫つないだ手にぎこちなく力を込めてきた。少し緊きん張ちようして、けれど喜びを抑おさえ切れない様子で。


　もしかしたらそのときにはもう、互たがいの間に特別な感情が芽生えていたのかもしれない。


　季節が巡めぐり、三年生に進級する頃ころには友情と呼ぶにはあまりに濃のう密みつな思いが二人の間に漂ただようようになっていた。玲もラルフも互いを意識し、互いの気持ちを薄うす々うすわかってはいたものの、踏ふみ出す勇気はなく、このまま静かに時間が過ぎて恋こい心ごころはいつか風化するのだろうと感じていた。それは少し寂さびしくもあったが、その後に友情が残るなら玲はそれでよかったのだ。


　ところが、思わぬ方向から圧力がかかり事態は急変した。


　アーティが玲とラルフの間に流れる特別な感情に気付き、いったい何の冗じよう談だんなのか、玲にラルフではなく自分と付き合わないかと言い出したのだ。


　それが起き爆ばく剤ざいとなり、刺し激げきされたラルフが玲に思いを打ち明けた。


　玲もラルフを好きだったけれど、男同士だし相手は貴族だ。感情を優先させていいのだろうかと玲は迷い、クリスマス休きゆう暇か明あけまで返事を待ってくれるようにと頼んだ。けれど答えが出ないまま休暇は終わり、学校に戻もどるとラルフの姿がなかった。


　ラルフの父、十二世デュランディ公爵が病気で亡なくなったのだ。


　父は厳格な人で、会話も少ないし笑ったところなど見たことがないとラルフは言っていたけれど、それでも親子だ、玲には伝え聞く中にラルフと彼の父との間の信しん頼らい関係が透すけて見えていた。なにしろ母親のことはまったく話題に上らないのに、父親のことは頻繁に話に出てきていたのだ。それだけラルフにとって父親は大きな存在だったのだろう。


　その父が亡くなっただけでもショックは大きいはずなのに、ラルフはこれから十三世デュランディ公爵として一族の当主の座につかねばならない。その肩かたには玲の想像もつかないほどの重責が伸のし掛かかることになるのだろう。いくらラルフが優ゆう秀しゆうとはいえ、大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと玲は心配で仕方がなかった。


　葬そう儀ぎを終え、遅おくれて学校に戻ったラルフはどこか憔しよう悴すいしたように見えた。そんなラルフを玲はとても放っておけず、できる限り傍そばにいて彼を慰なぐさめ、励はげました。


　それをきっかけに玲はラルフと付き合い始め、彼の背負う重大な秘密を知ることになったのだが──。


『全部遊びだったに決まってるだろ。本気で好きだと思ったことなんか一度もない──！』


　三年後、そんな言葉を叩たたきつけて玲はラルフを裏切った。


　あのときのことを思い返せば今でも胸が苦しくなるけれど、後こう悔かいはしていない。二人で積み上げた思いも時間も約束もすべて、一方的に否定したのだ、酷いことをしたという自覚はある。けれど、あのときはそうしなければならなかったし、他に方法が思いつかなかった。


　──好きだから、守りたいと思ったんだ。


　そのためなら、ラルフに恨うらまれても憎にくまれてもいい。二度と会えなくても構わない。


　それは玲の本心だ。


　昔も今も、再会するまでの六年間も、その気持ちは変わることなく玲の胸の奥に息づいていた。
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　今年のパリ・メンズコレクションは一月十五日から五日間にわたって開かい催さいされ、『イリオン』のショーは最終日の一月二十日に開かれる。


　その前日の十九日は、朝から冷たい雨が降ったり止やんだりを繰くり返していたが、そんな気き鬱うつな天候を吹ふき飛ばすかのように『イリオン』のアトリエは明日に懸かける意気込みと熱気に満ちていた。


　階段や廊ろう下かを人や物が忙せわしなく行き交かい、モデルのフィッティングが入れ替かわり立ち替わり行われ、縫ほう製せいのスタッフらは最終仕上げに余念がなく、ヘアやメイク担当のアーティストもそれぞれ明日の準備に追われて忙いそがしく走り回っている。まさに戦せん闘とう準備といった感じだ。


　しかし嵐あらしのような喧けん騒そうも、ドアを閉めれば別世界のように遠くなる。


「まず、月並みな質問ですが──」


　口を開くと、自分のものとは思えない、何か冷たい金属のような硬かたい声が響いた。


　取材を始めて四日目の午後。アトリエの奥まった場所にある一室で玲とラルフはＩＣレコーダーを載のせたテーブルを挟はさみ、向かい合って座っている。


　フィッティングの後すぐにラルフは打ち合わせに入る予定だったが、デザイナーのスケジュールが狂くるったために十分間の空きができ、そこを玲はすかさず押さえた。多た忙ぼうなラルフにインタビューをしようと思ったら僅わずかな空き時間も無む駄だにできないのだ。


「モデルという職業を選んだきっかけは何ですか？」


「きっかけは、アーティだ。暇ひまなら手伝えと引っ張り出された」


　淡たん々たんとしたラルフの声に、熱は一いつ切さい感じられなかった。冷めた眼まな差ざしをじっと注がれ、玲は何だか氷こおり漬づけにされたような気分になってくる。


「アーティが？」


「そうだ。初めは経営に関することだとばかり思っていたが、パリに来てみたら『イリオン』の服を着せられてカメラの前に立たされた」


「それで、そのまま専属モデルに？」


「他にやることがなかったからな」


　暇ひま潰つぶしだったと答える声は素っ気なく、再会した夜にあれほどの激情を全身に滾たぎらせていたのが噓うそのような静けさだ。


　ラルフにとって玲は許しがたい裏切り者だ。だから玲は、ラルフが取材もインタビューも拒きよ否ひするか、何らかの形で報復があるだろうと身構えていたのだが、その予想は見事に外れた。ラルフは玲が仕事に同行することも、こうしてインタビューをすることも嫌いやがらず──いや、本当は嫌なのだろうけれど、それを表に出すことなく好きにさせてくれている。


　ただ彼は、玲を決して野放しにはしなかった。仕事中をのぞけばラルフは玲から片時も目を離はなさず、こうして向かい合っている今でさえ、冷ややかな眼差しを玲に固定させている。


「では、次の質問ですが」


　落ち着き払はらって仕事に徹てつするフリーライターを演じながら、玲はじわりと手のひらに冷たい汗あせが滲にじむのを感じた。


「貴方あなたの存在が社会現象になっている現状をどう思われますか？」


「別に、どうとも」


「で、では。シュヴァリエはマスコミ嫌ぎらいで有名ですが、それはなぜでしょうか？　また、このタイミングで取材を受ける気になった理由は？　どういう心境の変化があったのでしょう」


「心境の変化──？」


　ラルフが微かに右みぎ眉まゆを上げた。戸と惑まどったようにも、不ふ機き嫌げんそうにも見える仕草だ。


「……そんなものはない」


　突つき放した物言いに、玲は引き気味だった上半身を僅かに前へ傾かたむけた。


「シュヴァリエ、真面目に答えてください」


「ないものはない。あったのは状じよう況きようと環かん境きようの変化くらいだ」


「状況と環境の変化？　というと？」


「取材を拒否する生意気なモデルに、メディアの批判やジャーナリストの反発が高まったという状況。そのことに危機感を抱いだいたアーティに、どこか一社でいいから取材を受けろとうるさくせっつかれる環境」


　自分のことをまるで他人事のように話すラルフに、玲は違い和わ感かんを覚えた。何か変だ。本来ならば、性格的にも立場的にも、その状況にはアーティよりもまずラルフ自身が危機感を抱くはずなのだ。


　玲はもう少し深く尋たずねようとしたが、ラルフに機先を制された。


「そんなことより、それはどうにかならないのか」


「それとは何でしょうか？」


「シュヴァリエと呼ぶのはやめろ」


「ですが、それでは色々と障さわりが──」


「その口調もだ。普ふ通つうに話せ」


　ラルフの眉まゆ根ねが寄せられて、はっきりと不快感を示してきた。


「俺の知っているおまえとギャップがあり過ぎて、余計に昔を意識する」


　ぴく、と制せい御ぎよしきれずに玲の瞼まぶたが震ふるえた。


　──何だよそれ。おまえの知ってる俺って……。


　それはどちらのことなのだろう。付き合っていた頃ころの玲のことなのか、それとも最悪の形で裏切った玲のことを指しているのか──。


　玲は内心の動どう揺ようを押し隠かくし、考える素そ振ぶりで目を伏ふせる。


「それは色々と支障があると思います。表向きの立場もありますし」


　シュヴァリエの独どく占せん取材は極ごく秘ひ扱あつかいになっているので、表向きには、玲はアーティの知り合いで、その伝つ手てで一時的にシュヴァリエの付き人をしていることになっている。『ワールド・エンターテイメント』内では、各国の編集部はシュヴァリエの独占取材が行われていることを知ってはいるが、その取材を誰がしているのかは知らされていない。その上で緘かん口こう令れいが敷しかれているので、多くの人間はこの話が本当のことなのか半信半疑でいるほどだ。


　詳しよう細さいな情報を正しく摑つかんでいるのは、当事者を除けばアーティと橘編集長、そして『イリオン』と『ワールド・エンターテイメント』の上層部のみである。あとはラルフについているＳＰが、ライターが密ひそかにシュヴァリエを取材しているという簡単な事実を知っているだけだ。そこまでひた隠しにするのは、この件が他ほかのメディアに漏もれたら邪じや魔まや横よこ槍やりが入るのは必至、下手へたをすれば玲が襲おそわれて情報を奪うばわれる危険性があるからだった。


　そんな事情と個人的感情から、玲としては表向きの立場を貫つらぬきたいところである。


　──ていうか、立場とかそういうこと以前に嫌じゃないのか？


　かつて自分を裏切った人間に普通に話しかけられるなんて、ラルフは腹立たしく思わないのだろうか？　少なくとも玲の方には、何事もなかったかのように親しげに振ふる舞まうことに強い抵てい抗こう感があるのだが。


「俺は別に困らない。その呼び方と口調の方がはるかに不快だ。それを改めない限り、何を質問しても答えは得られないと思え」


　命じるようにラルフが言い、玲が答えずにいると眼差しで念を押してきた。このままでは本当に黙もく秘ひされそうだ。仕方ない、と玲は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。


「……わかった。普通に話すよ。でも言っておくけど、それは二人のときかアーティを入れた三人でいるときだけだからな。それ以外ではシュヴァリエって呼ぶし、こんなふうな口も利きかない」


　そう答えながら、ふと玲は言いようのない不安に襲われた。ラルフを相手に言こと葉ば遣づかいを昔に戻もどす。ただそれだけのことで今の立ち位置を見失い、六年という時間の向こうへ心が引き戻されてしまいそうだ。


「それでいい。続けよう。質問は？」


「え、ええと、それじゃ明日のショーに出演するにあたっての意気込みとか聞かせてくれ。あと、注目して欲しいところとか」


　不安定な内心を悟さとられまいと、玲は急いで質問を重ねた。


「意気込みも何も、普ふ段だん通りにやるだけだ。見るべきものなど、服以外に何がある？」


「……それじゃ記事にならないんだけど」


　今度は溜ため息をつきたくなった。ラルフの望み通りに口調を変えれば少しはまともな返答をくれるかと思ったが、その考えは甘かったようだ。彼の答えはにべもない。玲の質問は口にしたそばから次々とラルフに斬きり落とされて、彼の元へは何一つ届いていないみたいだ。


「なら、モデルになって良かったと思ったことは？　あるのなら、それはどんなとき？」


「それは色々あるが──そうだな。今もそうだ」


「今……？」


　意味を摑み損そこねて玲は首を傾かしげた。


　──今っていうと……あ、そうか。ショーの前日だから実は興奮してるのかも。


　もっと詳くわしく尋ねようと玲がラルフの方へ身を乗り出すと、同時にノックの音が響ひびいた。


「シュヴァリエ、打ち合わせをお願いします」


「時間切れだ」


　これで終わりだと言わんばかりにラルフが長い脚あしを組み替かえる。


　もう少し訊ききたかったが仕方がない。玲は立ち上がってテーブルの上を片付けた。


「忙いそがしいのに、答えてくれてありがとう」


「部屋を出てもドアの前からは動くなよ」


「勝手に動いたら廊ろう下かで待ってるＳＰの誰かがついてくるんだろ？　わかってるよ」


　警けい戒かいされていることくらい、と玲は胸中で付け足す。おそらくその措そ置ちは、取材中に得たラルフの情報を玲がゴシップ誌やタブロイド紙に売る可能性を考こう慮りよしてのことだろう。そんなことをする気はないが、玲はラルフを過去に裏切っている。裏切り者を信用できないのは当然だ。


　そこまで警戒されることに何も思わない訳ではないけれど、だからといって玲は今いま更さらラルフの信用を得ようとも思っていなかった。自分とラルフの関係はこのままでいいのだ。このままでなければならなかった。


「じゃ、後で」


　打ち合わせの邪魔をしないよう、現れたデザイナーやディレクターらと挨あい拶さつを交かわして玲は部屋を後にする。そしてドアを閉めた途と端たん、緊きん張ちようの糸がぷつりと切れた。


「はぁ……」


　全身から一気に力が抜ぬけて、鋭するどくこちらに向けられたＳＰの目も構わず玲はその場にしゃがみこんだ。


「うわ、今いま頃ごろ手が震えてきた」


　膝ひざもがくがくしている。だが、こんなところに座り込んでいたらアトリエスタッフの邪魔になってしまう。震える足でよろよろと歩き、ドアの脇わきに移動すると玲は壁かべに背を凭もたせ掛かけた。


　──こんなに緊張してたんだ。


　空いた時間にすかさず捻ねじ込み、勢いで始めたインタビュー。正面から向かい合い、二人きりで言葉を交わしたのは再会してからこれが初めてのことだった。


　──やっぱり長いよな、六年は。


　インタビュー時のラルフの言葉が脳のう裏りに浮うかんでは消えてゆく。端たん的てきに過ぎるラルフの話し方は以前とあまり変わらなかったが、その意図を摑むことが玲にはできなくなっていた。六年前までの自分なら、ラルフの言葉の奥に隠されたものをすんなりと理解できたのに。


　──寂さびしい、な。


　玲はそっと目を伏せた。六年もあれば人は変わる。それは当然のことなのに、胸の痛みは理り屈くつでは宥なだめることができそうにない。


　玲は無意識に左手首の辺りを指先で探さぐった。しかし求めた感かん触しよくはそこになく、外していたことを思い出して斜ななめ掛けにした鞄かばんに手を掛けた。あちこちに引っかかるジッパーを開けて、お守り代わりの鍵かぎを取り出す。ひんやりとした金属の感触が気持ちを落ち着かせてくれるような気がして、玲は何かあったときはこの鍵を握にぎり締しめるのが癖くせになっていた。


　──ラルフは今、どんなふうに暮らしてるんだろう？


　緊張が治まると、そんな思いが浮かんでくる。


　六年前に別れた後、彼はどうしていただろう。玲のことなどすぐに忘れてしまっただろうか。ラルフはルックスも性格も家いえ柄がらもよく、女性が放っておかなかっただろうから、もしかしたらあれからすぐに新しい恋こい人びとができたかもしれない。それなら、今はどうなのだろう？　付き合ってる女性はいるのだろうか？　結けつ婚こんはしていないようだが、婚約者はいるかもしれない。いるとしたら、その女性のことをラルフは愛しているのだろうか──。


「……馬ば鹿かじゃないの、俺」


　玲は自じ嘲ちように口元を歪ゆがめた。インタビューが捗はかどらないはずだ。気になることは仕事とは何の関係もなく、しかも玲には尋たずねることを許されないものばかりなのだから。


　ただ馬鹿だとわかってはいても、どうしても一つだけ知りたいことがあった。


　──ラルフは今、幸せ？


　そうであって欲しい。そう願う気持ちは噓うそ偽いつわりのない本心だ。けれど人の心はままならないもので、ラルフを幸せにしているのが自分以外の誰かだと思うと、刺さすような痛みが胸に走る。


　──わかってる。ラルフの手を振り払はらったのは俺なんだ。


　だから、こんなふうに感じるのは身勝手なことだ。そう、玲が自分に言い聞かせていると、


「なーに泣きそうな顔してんのかなアキは」


　いつの間に現れたのか、軽かろやかな声と共にアーティがひょいと顔を覗のぞき込んできた。


　彼は『イリオン』のアタッシュ・ド・プレス──ブランドのイメージ・コントロールの全権を握る役職についているが、ラルフの仕事にはマネージャーのように可能な限り同行していた。モデル事務所に属していないラルフにマネージャーはいないからだ。個人的に雇やとうつもりもないらしく、『イリオン』がマネージャーや付き人を手配しようとしたところ、ラルフ本人に拒きよ否ひされたらしい。最初はＳＰもいなかったのだが、パパラッチの攻こう勢せいが激化してきたのでアーティが強ごう引いんにつけたという話だった。


「いきなり出てきて顔近づけるなよ。びっくりするだろ」


　玲は「泣きそう」と言われた顔を慌あわてて引き締め、アーティの顔をぐいっと乱暴に押しやった。いてて、と口では言いながら、アーティは気にしたふうもなく笑っている。


「どうしたよ、元気ないな。あ、もしかしてシュヴァリエに苛いじめられた？」


「そんなんじゃない」


　そんなことより、と玲は仕事仕様の硬かたい声を出した。いくらアーティでも、今考えていたことに触ふれられたくはない。


「アーティ、俺、インタビューの質問リスト渡わたしたよな？」


「貰もらったよ」


「その質問の回答例とか作ってシュヴァリエに渡してないのか？」


「渡すも何も、その回答例とやらを作ってないけど。あいつにそんなもの必要だと思う？」


「それは……。でも、さっきインタビューしたら記事にできそうな回答なんて一つもなかった」


「それは協力する気がないからだろうね」


　さらりと言われた一言が玲の胸に刺さった。それを引き抜いて投げ返すように、だったら自分を指名することはなかったじゃないかとアーティを責めたくなったけれど、それではただの八つ当たりだ。玲は口を噤つぐんだ。


　──自じ業ごう自得なんだ。アーティは何も悪くない。


　目を伏ふせると、アーティが肩かたを竦すくめる気配がした。


「アキだから協力しないって訳じゃないと思うよ。最初からあいつは取材そのものを嫌いやがってたんだ。けど、そうも言ってられない状じよう況きようだろ？　それにあいつの抱かかえてる事情は複雑かつ規模がでかいから、取材の件は俺が強引に押し切ったようなものなんだ。機き嫌げんが悪いとしたらそのせいだろ」


「え…？」


　玲は窺うかがうようにアーティを見上げた。


「事情って……。もしかしてアーティ、知ってるのか？」


「いわゆる出生の、ってヤツ？」


　玲の方へ顔を寄せ、アーティは声を潜ひそめた。


「俺が知ったのは二、三年前だよ。おまえは付き合ってた頃ころから知ってたんだろ？　だから今回、アキを指名したんだ。下手へたなジャーナリストの取材を受けて、ラルフの事情に感づかれたら大変なことになる。おまえもそれが心配だったから、この仕事を受けたんだろう？」


　アーティの指し摘てきは当たっていたが、頷うなずくのは癪しやくなので黙だまっていた。


　ラルフには絶対に世に知られてはならない秘密がある。彼自身もそれをよく理解して、常に言動には細心の注意を払っていた。少なくとも六年前までは。


　──それなのに、なんで今はモデルなんて目立つ仕事をしてるんだ？


　アッシュフォード家は英国内だけでなく他国にも不動産を多数所有しており、地代収入だけで一族と百人は下らない使用人を十分に食べさせていく余よ裕ゆうがある。ラルフ自身は個人投資家であり、幾いくつかの会社のオーナーでもあるが、会社経営はＣＥＯを雇ってすべて任せ、本人は経営にノータッチでいるらしい。


　それなら確かに暇ひまだろうけれど、暇ひま潰つぶしなどというラルフの言葉を玲は信じていなかった。


　しかし、玲が知っているのは六年前までのラルフだ。もしかしたらあの言葉は真実で、玲が今のラルフを知らないからそう思うだけなのかもしれない。


「……あいつ、何か凄すごく雰ふん囲い気きが変わったんだな」


　我知らず玲は呟つぶやいた。


「昔からあいつには刀とう剣けんを思わせる鋭さがあったけど、その刃はは剝むき出しじゃなかったと思うんだ。行ぎよう儀ぎ良く鞘さやに収まってたっていうか。……でも今は、抜き身の刃そのものだ」


　鋭く研とぎ澄すまされた姿は強く、しなやかで美しい。けれど、不用意に近づけばそれだけで切り裂さかれてしまいそうな危あやうさがある。


「ああ、まあね。そういう雰囲気が『イリオン』のイメージに相応ふさわしいってうちのデザイナーが一ひと目め惚ぼれしたんだ。それであいつに専属モデルになってもらった訳だけど」


「撮さつ影えいのときはいいんだ、そういうイメージの人間でいるのが仕事なんだから。でも……」


　どう言えばいいのかわからなくなって、言葉が中ちゆう途と半はん端ぱに途切れる。


　昔からラルフは毅き然ぜんとしていたが、態度はもっと穏おだやかだった。それに玲やアーティと友達になってからはよく笑うようになったのだ。それが今は凍こおりついたかのように表情がぴくりとも動かず、纏まとう空気は張り詰つめて、記き憶おくにあるラルフと今の彼とではまるで別人のようだ。


　それが玲に対してだけならわかるけれど、決してそうではないから戸と惑まどっていた。アーティは別だが、その他ほかのスタッフに対してもラルフは目つきや気配を緩ゆるめようとしないのだ。


　──でも、それが今のラルフのスタイルなのかな。


　ショーを明日に控ひかえ、仕事に集中しているだけという可能性もある。背筋が寒くなるようなあの独特な雰囲気はモデルとしての一面に過ぎず、プライベートではまた違ちがうのかもしれない。


　──そうだとしたら、馬鹿なことを言ったな。俺は何も知らないのに。


　鍵をそっと鞄に戻もどし、浅はかな思い込みに玲は小さく自嘲する。と、アーティの呟きが耳に入った。


「あいつ、あれでもだいぶ落ち着いたんだぜ」


「あれで、って？」


「あのさ、前から訊ききたかったんだけど」


　首を傾かしげた玲の目を覗き込み、アーティは別の話を振ふってきた。


「おまえとあいつさ、本当に駄だ目めになって別れたのか？」


　瞬しゆん間かん、走った動どう揺ようを、玲はとっさに押し隠かくした。


「……何のことだよ」


「いやだって、やっぱおかしいだろ。あの頃のおまえ達が喧けん嘩かしたとか嫌きらいになったとか、他に好きな人ができたとか、そういう別れ方をするのってちょっと考えられないんだよね」


「何それ」


　声は硬くなったが、震ふるえはしなかった。だが、それ以上口を開けば誤ご魔ま化かすどころかボロが出そうで、玲は唇くちびるを引き結ぶ。


「なぁ、実は何かあったんだろ。例えば、誰かに何か言われたとか」


「……なんでそんなこと、今いま更さら蒸むし返すんだ」


　玲は目を逸そらそうとしたが、アーティがいつにない真しん剣けんさで玲の気持ちを見み極きわめようとしているのに気付き、とっさに目の奥に力を込めて撥はね付けるように彼を見返した。ここで目を逸らしたらアーティの言葉を認めたことになりかねない。そのまま十数秒ほど睨にらみ合うような沈ちん黙もくが続き、やがて諦あきらめたのか、アーティが肩で大きく溜ため息をついた。


「……そんな気がするんだけどなー」


「考えすぎだ、アーティ」


「それはおまえの方なんじゃないの？　さっきまで泣きそうな顔してた癖くせに」


　一度大きく伸のびをして、アーティはポケットから飴あめを一ひと粒つぶ取り出した。カラフルな包装紙に包まれたそれは、学生時代に彼がよく玲にくれたものだ。懐なつかしさに目を細めていると、アーティがそれを指先で摘つまみ玲の目の前で一ひと振ふりした。


「アキさ、これ好きだったよな。オレンジキャンディ、今でも好き？」


「好きだけど、それが何？」


「いや、そうやっていつも素す直なおにしていればいいのになと思ってね」


　アーティの浮うかべた温かな笑えみに、どうしてか胸が詰まる。


　すぐ後ろのドアの隙すき間まから「お疲つかれさま」と数人の席を立つ物音が漏もれてきた。打ち合わせが終わったのだ。心の奥で何かが苦しく震えているのを感じながらも、玲の頭は自動的にラルフの次の予定の確かく認にんをし始める。


「アキ、俺は裏切り者じゃない」


「アーティ……？」


　アーティが飴の包みをくるりと解くと、小さなオレンジ色の球体が現れた。


　背後でドアが開き、人の出てくる気配が背中に伝わってくる。反射的にそちらへ顔を向けた玲は、けれど頰ほおを包んだアーティの手に正面を向かされた。


「俺はいつでもおまえの味方だよ」


　歌うように囁ささやいて、アーティが玲の口にオレンジ色の飴を放り込んだ。爽さわやかな甘味が口に広がり、身体からだの力がふと抜ぬける。と、背後から突とつ然ぜん、誰かが玲の肩を摑つかんで力任せに引き寄せた。


「ッ、いっ…た……っ」


「何を遊んでいる。仕事中だろう」


　振り向いた玲は、自分の肩を摑んだラルフの冷ややかな双そう眸ぼうにびくりとした。


　──……え。何？　何か、これ、もしかして怒おこってる……？


　相変わらずの無表情だが、ラルフの不ふ機き嫌げんは気配でわかる。打ち合わせで何かあったのだろうか。玲はそう思ったが、ラルフの目がアーティを捉とらえると、彼の冷たい怒りの気配は水が凍るように更さらに張り詰めていった。


「なーに怒ってんだよ？　そんな顔されても、俺とアキが仲良いのは昔からなんですけど」


　ラルフの視線を、アーティはいくらか挑ちよう戦せん的に見返している。


「別に。怒っている訳じゃない」


「あ、そう？　ならいいけどさ」


　アーティは学生の頃に時折見せた、ラルフの神経を逆さか撫なでするような意地の悪い笑みを浮かべた。そして「ちょっと待ってて」と玲の髪かみを無意味に撫で、何のフォローもせずにラルフの脇わきを素通りし、部屋から出てきたデザイナーらと挨あい拶さつを交かわし始める。


「……」


　玲はちらりとラルフの様子を窺うかがい見た。明らかに不機嫌だ。そもそもの原因はわからないが、それを煽あおったのは間ま違ちがいなくアーティである。ここはアーティに何とかしてもらおうと玲は思っていたのだが、彼はこちらを振り向くと何事もなかったように平然と指示を出してきた。


「お待たせ。三時からポスター撮どりだから、そろそろ移動しようか。車はカモフラージュに四台回してあるから二台目に乗って。俺は自分の車で来てるから先に行くよ。じゃ、またスタジオでなー」


「え、ちょ、ちょっと待っ……アーティ！」


　後ろ手にひらひらと手を振って、険悪な空気を作り出した元げん凶きようが足取りも軽く去っていく。その後ろ姿が階段を降りて消えるのを半ば呆ぼう然ぜんと見送った玲は、微び動どうだにしない背後のラルフをおずおずと振り返った。


「あの、移動だってアーティが……」


「──インタビューが途中だったな。あと一つだけなら、今ここで答えてやってもいい」


　ＳＰたちにここで待つよう目で指示を出すと、ラルフは打ち合わせに使っていた部屋に玲を強ごう引いんに引きずり込んだ。


「なっ、ラルフ──!?」


「さっきの最後の質問が、モデルになって良かったと思うことは、だったな」


　乱暴に閉とざされたドアのすぐ脇の壁かべに玲は身体を押し付けられ、驚おどろいて抵てい抗こうした腕うでを頭上で一纏めに押さえ込まれてしまった。


「ラルフ、何を……っ」


「丁度いい。ついでにモデルになって一番最悪な気分になったときのことも教えてやる」


　アイスブルーの瞳ひとみに間近から冷たく見下ろされ、玲は思わず顔を背そむけた。しかし顎あごを摑まれて正面を向かされ、


「たった今、だ」


「──ッ!?」


　ラルフの双眸が間近で光ったかと思うと玲は唇を奪うばわれていた。一いつ瞬しゆん、嚙かみ付かれたのかと思ってびくりと身体が竦すくむほど、口付けは荒あら々あらしく容よう赦しやがなかった。痛いほど吸って唇を痺しびれさせ、舌で強引に唇を割り、中へ押し入ってくる。口こう腔こうをラルフの舌が好きなように動き回り、オレンジの飴が転がり回った。


「…んぅ、ゃ、んん…っ」


　飴の甘味とキスの苦しさに、玲の喉のどが小さく鳴った。抵抗しようにも両手は壁に押し付けられて動かせない。キスから逃のがれたくても、顎を摑まれて上向かされたまま固定されていてはどうにもならず、脚あしの間にはいつの間にかラルフの膝ひざが割り込んでいて、玲には逃にげる術がない。


「……舌を出せ」


「ふ…っ、や、め、──っ」


　く、とラルフの足が動き、下か肢しを圧あつ迫ぱくしてきた。びくりと玲の身体が震え、舌が強こわ張ばる。


　──噓うそだ、こ、んな……。


　ラルフがこんなことをするなんて信じられない。ドアの向こうにはＳＰが二人、時折行き交うスタッフもいるのに。


「……や、だ、ラルフ……っ」


　ドアには鍵かぎが掛かかっていない。誰でも入ってこられる状じよう況きようだ。こんな場面を見られたら言い訳が利きかない。それなのにラルフは脚の間に淫みだらな刺し激げきを与あたえてくる。玲の身体を押さえ付け、唇を悪戯いたずらに犯おかしながら。


「やぁっ……」


　ぐり、と脚の間を刺激されて爪つま先さきまで震えが走った。何がどうしてこんなことになったのかわからず、怯おびえと混乱に玲は手を固く握にぎり締しめる。


「頼たのむから、ラルフ、や、め……っ」


「口を開けるんだ」


　許して欲しい一心で、玲は言われるままに口を開けた。


「舌を」


　その言葉にも大人しく従う。するとラルフが口の中をざらりと舐なめて飴を探さぐり出し、玲の舌の上を先の方へと転がしてきた。そのくすぐられるような感かん触しよくに、こんな状況下だというのに鳥とり肌はだがたつほど感じてしまう。


　──駄だ目めだ、こんなこと……っ。


　必死に自分を戒いましめていると、まるで罰ばつを与えるかのようにラルフが舌を嚙んでくる。玲がびくりと身を震ふるわせると、それで溜りゆう飲いんを下げたのか、ラルフはアーティのくれた飴を奪って玲の身体を解放した。




　　　　２







『イリオン』のショーは、パリ・メンズコレクション最終日の夜を華か麗れいに飾かざって大だい盛せい況きようの内に幕を下ろした。


　割れんばかりの喝かつ采さいが沸わき起こったフィナーレの後、その興奮も冷めやらぬうちに、ヴァンドーム広場に建つホテル・リッツで『イリオン』主しゆ催さいのパーティが華はなやかに幕を開ける。


「はー……、壮そう観かんだ」


　アーティに誘さそわれ、玲は『イリオン』の打ち上げに顔を出していた。モード界のパーティだけに、会場には個性的で流行最さい先せん端たんのドレスやスーツに身を包んだセレブに芸能人、モデル達が溢あふれている。映画ではよくあるシーンだが、やはり現実は迫はく力りよくが違ちがうなと凝こった演出や装そう飾しよくを物もの珍めずらしく見回していると、招待客の中に有名な映画監かん督とくを見つけた。こんなときでなければ挨拶をして駄目もとで後日のインタビューを頼むのにと、そんな思いが心の表層を掠かすめた。


　けれど今、本当に玲の心を占しめているのはパーティでも映画監督でもない。


　──またラルフの機嫌を損そこねちゃったな。


　玲が打ち上げに誘われたのはショーの後、バックステージでのことだった。傍そばにいたラルフは、アーティが玲などを誘うのが許せなかったのだろう、玲が返事をするより先に鋭するどくアーティを一いち瞥べつすると、


「好きにすればいい。俺も好きなようにする」


　そう言い捨てて、玲には目もくれずに帰ってしまった。


「やっぱり俺も帰ったほうが良かったのかなー……」


　アーティは、ラルフが打ち上げに不参加なのはいつものことだから気にするなと言ってくれたけれど、気にならないはずもない。玲がシュヴァリエの取材を始めてまだ五日だ。今後のことを考えれば、ラルフの神経を逆撫でするような行動は控ひかえたほうがいいに決まっている。けれど不機嫌なラルフと二人になって、また昨日のようなことがあったらと思うと、とても一いつ緒しよに帰るなんて玲には言い出せなかった。


　──なんで、あんなこと……。


　無意識に玲は唇くちびるに指を触ふれさせた。


　玲の身体からだを壁に押さえ付け、いたぶるように触れてきたキス。ラルフは容易たやすく玲を乱して辱はずかしめ、飴あめと共に自尊心を奪っていった。


　──あんなふうに扱あつかわれるくらいなら、ストレートに罵ののしられたほうがマシだ。


　裏切り者と言えばいい。恥はじ知しらずだと蔑さげすめばいいのだ。そうしてくれたほうが玲もずっと楽なのに、なぜラルフは何も言わないのだろう？


　最初に逃げたのは玲だ。再会した夜、何か言いかけたラルフの言葉を聞くのが怖こわくて遮さえぎった。今思えばそれは間違いで、あのとき玲はラルフの怒いかりを正面から受け止めるべきだったのだ。


　ラルフが時折見せる苛いら立だちや、深い憤いきどおり。彼はそれを言葉にして玲に叩たたきつけることが許される立場だ。それを敢あえてしないのは、玲などと同じレベルに落ちたくないというラルフの意思表示なのかもしれない。


　逃げた玲は、彼の心に触れる機会を失ったのだ。


「……それもこれも自じ業ごう自得だ。わかってたはずだろ、こうなることは」


　自分の思いに蓋ふたをして、一ヶ月耐たえるくらい簡単だ。突とつ然ぜんの裏切りに遭あったラルフの怒りと苦しみに比べれば、それくらい何でもないはずだ。


　は…、と短く息をつき、伏ふせた目を上げて気持ちを切り替かえる。と、ふと巡めぐらせた視線の先に見覚えのある顔を見つけた。


　──あれ？　あの男、もしかして……。


　洒落しやれたスーツに身を包み、シャンパングラスを片手に人込みを器用にすり抜ぬけていく姿はモデルのように見えないこともない。ただしそれは、下品なほど派手に染めた黄色い髪かみが目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しからはみ出ていなければの話だ。


「やっぱりニックだ。なんであいつがこんなところに──？」


『イリオン』が招待するはずはないから、何か非合法な手段で潜もぐり込んだのだろう。玲は自分の背せ丈たけを超こえるほど大きなフラワーアレンジメントの陰に隠かくれた。


　ニック・メドウズは悪質なパパラッチだ。有名人のスキャンダルをハイエナのように嗅かぎつけ、貪むさぼり、骨の髄ずいまでしゃぶりつくす。


　そして、いったい何を考えているのか、ニックは玲とチームを組みたがっていた。玲はスキャンダルにもゴシップ記事にも興味がないので、チームを組む気はさらさらない。だから何度も断っているのに、ニックはしつこく声をかけてくるのだ。


　──見つかったらまずいな。


　顔を合わせたくない理由は他ほかにもあった。


　今ニックが追っているのはシュヴァリエで、玲はそのシュヴァリエの独どく占せん取材を極ごく秘ひに行っている最さ中なかである。もし今ここで勘かんのいいニックに見つかれば、独占取材の件がバレて最悪の事態になりかねない。


　──見つかる前に警備に伝えたほうが良さそうだな。


　ここから一番近くにいる警備員の方へと玲が足を踏ふみ出した、そのときである。


「あっれー？　アキじゃん。何そんなとこに隠れてんのー？」


「うぁ、ちょ、シーッ！」


　跳とび上がって振ふり向くと、玲は慌あわてて人差し指を口元に立てた。声をかけてきたのは、この数日で仲良くなったモデルのジャンとピエール、それに数人のアトリエスタッフだ。彼らはきょとんと目を丸くしたが、どうやら既すでに酔よっているらしく、すぐにへらりと笑えみ崩くずれて玲の方へ近づいてきた。


「何、そんな焦あせって。何か隠し事？」


「それがジャン、大変なんだ。パパラッチが会場に潜り込んでいて──」


「ほんと、おまえも大変だよな、あのお高くとまったシュヴァリエなんかの付き人なんてさ。あ、もしかしてアキ、奴やつに苛いじめらたのか？　だからこんなとこに隠れてたんだな？」


「いや、ピエール、そうじゃなくてパパ──」


「パパ!?　パパが恋こいしくなったのか？　あー、そっかアキはまだちっちゃいもんなぁ」


　そんな訳あるかと玲は拳こぶしを震わせた。ショーモデルの二人からすれば確かに玲は小さいが、日本人としては平均的な身長だし、二十四歳にもなった男がパパを恋しがるなど有り得ない。それなのに彼らばかりかアトリエスタッフ達まで一緒になって、よしよしと頭を撫なでてくる始末だ。これだから酔っ払ぱらいは、と玲は憤ふん慨がいして彼らの手を振り払った。


「ちっちゃくないし恋しくないっ、ついでに苛められてもない！　俺が言ってるのはそういうことじゃなくて──」


　相手が酔っ払いの群れとはいえ、腹が立つやら話が通じず焦じれるやらで、玲はそれこそ子供のように足を踏み鳴らしたい衝しよう動どうに駆かられた。


「パパラッチが会場に潜り込んでいるんだ。警備にそれを伝えないと」


　あぁ、と彼らは手にしたグラスを傾かたむけながら、納なつ得とくしたふうに頷うなずきあった。


「パパラッチって、もしかしてシュヴァリエ狙ねらいの？」


「そうそれ、そのパパラッチ」


　やっとまともな反応が返ってきて、玲は勢い込んで頷いた。だが、


「パパラッチといえばさぁ、この前タブロイド紙で見たんだけど、シュヴァリエは英国貴族って噂うわさあるよね。あれ本当かなぁ？」


　アトリエスタッフの一言に思わず頰ほおが強こわ張ばった。そんな玲を余所よそに、シュヴァリエの正体について彼らは口々に知っていることを話し出す。


「貴族？　あたし、大女優の隠し子って聞いたけど」


「え、ジゴロだろ？　証言した金持ちマダムが山ほどいたじゃん」


「それはヤラセでしょ。僕は元ストリート・ギャング説を支持しますよ」


「おまえ、いくら何でもそれはないだろ」


　何がおかしいのか、アルコールのせいで無意味に明るい笑い声が弾はじける。


　シュヴァリエの正体は英国貴族だ。だが、彼らの言うような「正体」が次々報道されるので、真実は山のような偽にせの情報に紛まぎれてすっかり目立たなくなっていた。


　けれど、こんなお祭り騒さわぎの報道合戦はそう長くは続かない。


　──最悪の事態を招く前に、適当なところで過熱するメディアを抑おさえなきゃ。


　そのためには玲が世間に納得してもらえる仕事をしなければならない。そして今現在危険なものは、どんなに小さなものであっても遠ざけておくべきだ。


「それじゃ俺、警備員のとこ行ってくる」


　酔っ払いの輪から抜け出し、一番近い出入り口へと足早にフロアを横切っていく。だが半分もいかないうちに玲はポン、と背後から肩かたを叩かれた。


「よう、アキラ。珍めずらしいところに顔出してんな」


　──くそ、見つかった。


　苦々しい思いで振り向くと、下品な黄色い髪を揺ゆらした男がニヤリと口の端はしを歪ゆがめている。


「……久しぶり。ニック」


　嫌いや々いやながらも玲がそう言葉を返したとき、照明が絞しぼられて辺りが暗くなり、マイクを手にしたアーティにスポットが当たった。社交界でもファッション業界でも人気の高い『イリオン』の御おん曹ぞう司しのスピーチが始まると、ほとんどの人が談だん笑しようを止やめて身体ごとそちらへ向き直る。そんな中で玲がニックに腕うでを摑つかまれ、照明のほとんど届かない暗がりへと強ごう引いんに連れて行かれても、気に留める者はいなかった。


「こんなところで会うとはね。おまえは今いま頃ごろハリウッドにいると俺は思ってたんだけど？」


　ルックスは決して悪くないのに、ぎらりと目を光らせるとニックは物ぶつ騒そうな印象になる。一度目が合った以上、こういう手合いから目を逸そらすのは却かえって危険だ。内心では怯ひるみながらも、玲は不ふ機き嫌げんを装ってニックを睨にらみつけた。


「俺がどこで何をしようと、ニックには関係ないだろ」


「関係ねぇけど怪あやしいな。ノミネーション発表直前のこの時期に、おまえがパリねぇ？　しかもこんなパーティに出席してりゃ、俺の好こう奇き心が刺し激げきされても仕方ねぇだろ」


「……何を疑っているのか知らないけど、俺は取材で来てるんだ。あそこにいるジュリー・レントン監かん督とくの作品がアカデミー賞作品賞の最有力候補だって噂、知らないのか？」


　言って、玲はつんと顔を背そむける。玲が取材でパリにいるのは事実だし、偶ぐう然ぜん会場に居合わせた監督の噂話も本当のことだ。噓うそは言っていない。何の関連性もない二つの事実を結びつけて誤解するのはニックの勝手だ。


「なんだ、レントンの取材か。そういや奴の映画に『イリオン』が衣装協力してたな。なるほどね、そういう繫つながりか」


　ニックは納得したらしい。その勘かん違ちがいを、玲は勿もち論ろん正さなかった。


「ニックこそ、どうやってここに入ってきたんだよ？」


「入ろうと思えばどっからだって入れるもんさ。ターゲットも射程距きよ離り内……と言いたいところだが、実は逃にげられちまった」


　忌いま忌ましげに吐はき捨てたニックに、玲はふと首を傾かしげた。


「逃げられた？　でもニックはシュヴァリエ狙いだろ？　それで、なんでこんなとこにいるんだよ。彼はパーティには出席しないって結構知られてると思うけど」


「それが今夜は来たんだよ。カンボン通りでリッツの裏口張ってたら、奴が確かに現れた」


　変だな、と玲は訝いぶかった。ラルフはとっくに帰ったし、マスコミの人間が溢あふれているパーティに顔を出すはずがない。ニックの勘違いではないだろうか？


「絶対、奴だった」


　断言して、ニックは会場を見み渡わたした。


「最近は車の乗り降りのときでさえシートで周囲を覆おおって、姿を見せないほどの警けい戒かい態勢だったんだ。けど、ショーが終わって過か剰じようなガードも解けたんだろう。今夜はＳＰだけを連れて、裏口から入っていったんだが……目的地はここじゃなかったようだな」


　読みが外れたと舌打ちし、ニックは玲の方を見た。


「まぁいいか。代わりにおまえが見つかったし」


「チームを組む気はないから」


　玲は先回りして釘くぎを刺さした。が、ニックは肩を竦すくめただけで、性しよう懲こりもなく口説いてくる。


「なんでだよ。俺と組んだら儲もうかるぜ？」


「別に儲けたいと思ってないし、スキャンダルにも興味ない」


「よく言うぜ。俺のターゲット横取りしたくせに」


　ニックの嫌いや味みな口元が恨うらみをまぶした笑みを刷はいた。


　それは去年の夏のことだ。話題を集めた映画があり、その主役を演じたのが下積み時代から玲が応おう援えんしていた女の子で、ようやくチャンスを摑んだ彼女と映画の取材をするために玲はハリウッドを訪おとずれた。そのとき突とつ然ぜん、実は未み婚こんの母であることを玲は彼女に打ち明けられた。


　彼女は今時珍しい清純派の若手女優で、その存在を妖よう精せいに譬たとえられるほどだった。未婚の母だという事実が知れれば、大変なイメージダウンだ。それをニックを始めとする一部のパパラッチに嗅かぎつけられ、周辺を探さぐられ、カメラに狙われ続けて精神的に追い詰つめられていたのだろう。彼女はほとんど発ほつ作さ的に玲に事実を打ち明けたのだった。


　その話を玲はパパラッチにすっぱ抜ぬかれる前に、一人の女性が下した決断と懸けん命めいに歩む人生の軌き跡せきとして温かく綴つづった。その記事は思いがけない反はん響きようを呼び、スキャンダルに潰つぶされるどころか彼女の人気を押し上げる結果となったのだが、玲がニックに絡からまれるきっかけにもなってしまった。


「俺は横取りなんかしてない。彼女のことはきちんと取材した上で書いたんだ。本人と事務所の許可も取った」


「まぁいいさ、その件については許してやる。だから俺のパートナーになれよ」


「別に許してもらう必要なんてないし、パートナーの話は何度も断ってるだろ」


「そう答えを急ぐなって。これやるから、とりあえずプライベートで付き合おうぜ」


　ニヤリと笑い、ニックが何か四角いものを玲のシャツの胸ポケットに落とし込んだ。


「カラダの相あい性しようはいいかもしれないだろ？」


「それもお断り」


　ラルフ以外の男なんて冗じよう談だんじゃない。馴なれ馴れしく頰に触ふれてきた手を邪じや険けんに叩はたき落とすと、さすがに腹が立ったのか、眉まゆ根ねを寄せたニックにその手を摑み上げられた。


「っ、痛っ……放せッ」


「おまえさ、俺が下した手てに出てるからって、あんまり付け上がるなよ？」


　ギリ、と力を込めて手首を捻ひねられ、玲は痛みに眉まゆを顰ひそめる。ニックは構わず顎あごを摑んで玲の顔を上向かせると、間近から睨みを利きかせてきた。


「何なら先に、俺に逆らえなくなる関係作ってもいいんだぜ？」


「馬ば鹿かなこと言ってないで、もう放せよ……っ」


　自由な右手でニックの胸を突つき放そうとしたが、相手はびくともしない。こんなとき細身で小こ柄がらな東洋人は不利だ。欧おう米べい人との体格の差は歴然としていて、力では到とう底てい敵かなわない。それでもニックを押しのけようと玲が必死になっていると、急に抵てい抗こう力が軽くなった。


「──え？」


　摑まれていた左手と顎が突然自由になり、なぜだかニックが遠ざかる。驚おどろいて瞬まばたきをした玲の目に、同じように驚いているニックの間ま抜ぬけ面が映った。


「ちょ、おい、何だよてめぇら！　放せよッ」


「お静かに。警備の方から少し話があるようですので、我々がご案内します」


「な、何だと──!?」


　いつの間に現れたのか、屈くつ強きような二人の男がニックを拘こう束そくしていた。見覚えのある顔だ。


　──……ラルフのＳＰ？


　彼らは玲が驚いているうちに、ちょっとこちらへと二人がかりで暴れるニックを引き摺ずっていった。警備員に引き渡わたされてニックの姿が見えなくなると、入れ替かわるようにしてラルフが姿を現し、玲は更さらに驚かされる。


　アーティのスピーチが終わりに近づく中、ラルフは性急な足運びで歩み寄ってきた。


「何、ラルフ、なんで──もう帰ったんじゃ……」


「今から帰る。おまえとな」


　行くぞ、と抗あらがう間もなく腕を引かれ、何やら酷ひどく苛いら立だっているラルフに半ば引き摺られるようにして玲は会場を後にした。





　　　　＊





　パリから三十五キロほど北にある小さな町シャンティ。


　その町にある森の奥に、アッシュフォード家所有の屋や敷しきは佇たたずんでいる。うるさいマスコミや油断ならないパパラッチの目はここにはなく、屋敷とその周辺はひっそりと静まり返っていた。


「帰るって、ここ？」


「他人の用意した部屋じゃ、落ち着いて話もできないからな」


　言葉通り、今夜は帰宅が遅おそくなるだろうからと『イリオン』側が玲のためにリッツに用意していた部屋は、ラルフによってキャンセルされた。そしてパーティの途と中ちゆうでピックアップされた玲は、これまで借りていたアーティのプライベート用アパルトマンの一室ではなく、パリから車で四十分余り離はなれたこの屋敷に有う無むを言わさず連れて来られた。ここはラルフのテリトリーだ。そこでしたい話といえば玲には一つしか心当たりがない。


　──六年前のことだろうな。


　連日玲の顔を見ていたら黙だまっていられなくなったのかもしれない。ＳＰを帰し、出で迎むかえた使用人を下がらせて自ら客間へ案内するラルフの後に従いながら、玲は早はや鐘がねを打つ心臓をなんとか鎮しずめようと努めた。


「アーティに何も言わずに出てきちゃったな。きっと今いま頃ごろ心配してる」


「奴やつには連れん絡らく済みだ。ついでに言えば、おまえの荷物もアパルトマンからすべてここへ移してある。──この部屋だ」


　ドアが開き、赤を基調に纏まとめられた華か麗れいな客間が目の前に現れた。そこには確かに玲のスーツケースや仕事鞄かばんのバナナショルダーが運び込まれ、机の上には小型のノートパソコンが置かれている。


「なんで、こんな勝手なこと──!?」


　驚いた玲は急いで荷物に駆かけ寄り、真っ先に鞄の中身を確かめた。


「もし何か無くなっていたら言え。忘れ物があれば明日の昼までに届けさせる」


　ドアを閉め、ゆったりと歩を進めてきたラルフが壁かべに右みぎ肩かたを凭もたせ掛かける。彼がそれ以上近づいてこないことに内心でほっとしつつ、玲は何よりもまず鍵かぎの有無を確かめ、財さい布ふや手帳などを改めたが、鞄の中身に異常はなかった。だが、これだけではわからない。


「……た、のか？」


　上うわ擦ずり、掠かすれた玲の声を拾い損そこねたのだろう、ラルフが右眉をつと上げる。


「何だ？」


「中、見たの、か……？」


　肩かたで息を吸い、玲はもう一度尋たずねた。恐おそろしい予感が胸を満たし、干上がるように喉のどが渇かわく。


　──見られたのかもしれない。だってラルフ、ずっと機き嫌げんが悪かった。


　時折隠かくし切れない苛立ちを滲にじませた目で玲を睨にらんできたのは、もしかしたらラルフが鞄の中身を見てしまったせいかもしれない。今いま更さらなぜこんなものをと、怒いかりが再燃したのかもしれない。そう思うと鞄を抱だき締しめる腕うでが小刻みに震ふるえてくる。


　ラルフは軽く顎の先を振ふった。


「いや。何も見ていない」


「ほんと、に？」


「本当だ。どの荷物にも俺は指一本触れていない。触れたらそれこそ中身を改めずにはいられなくなりそうだからな、近づきもしなかった」


　どうやら噓うそではなさそうだ。ほっと安あん堵どの息をついたものの、彼の言葉から自分に対する不信感が透すけて見え、玲は鞄を抱く腕に知らず力を込めていた。


「その鞄、何か大事なものが入ってるのか」


「…うん、まぁ……そんなようなものかな」


　玲は鞄をそっとソファの上に載のせ、ラルフに向き直った。


「俺の荷物に……特にこの鞄に勝手に触さわるのはやめて欲しい。ほら、職しよく業ぎよう柄がら、人に見られちゃまずい情報とかメモってあったりするから。部屋に荷物を投げ出したままにしていた俺も不注意だったよ。アーティのアパルトマン、セキュリティがしっかりしてたからつい油断したんだ。ホテルに宿しゆく泊はくしていたら、この鞄とノートを置きっぱなしにするなんてミスは犯おかさなかったんだけど」


　それは本当のことなのに、一番の真実を隠しているせいか言い訳がましい台詞せりふになった。自分でも下手な誤ご魔ま化かしとしか思えないのだから、ラルフには確実に疑わしいものに聞こえただろう。その証しよう拠こに、彼は訝いぶかるようにそっと眉根を寄せている。


「本当に仕事だけが理由なのか」


「え？」


「……恋こい人びとの写真でも入っているんじゃないのか、その鞄に」


　淡たん々たんとした口調とは裏腹に、なぜだかラルフの眼まな差ざしが尖とがった。


「まさか。恋人なんていないよ」


　歩み寄ってくるラルフに気け圧おされ、後あと退ずさりをしながら玲は急いで否定した。どうだかな、とラルフが呟つぶやく。信じていない口ぶりだ。玲は胸が苦しくなって、必死に言い募つのった。


「本当だ。本当に恋人なんていないし、誰とも付き合ってない」


　ラルフと別れてから玲は恋などしていなかった。他ほかの誰にも恋れん愛あい感情を抱けず、特定の人間と付き合うこともなく、またそうしたことを避さけてもいた。それは忘れられない人がいるからだ。


「なら、好きな相手はいるのか？　片思いでも何でもいい、本命は？」


「そ、それ、は……」


　言い淀よどみ、玲は知らず足を止める。


　こういうのも片思いのうちに入るのだろうか。自分が裏切り、忘れなければならない相手を六年も思い続けているというのは。


　──自分の気持ちなのに、どうして思うようにならないんだ……。


　こんなにも嫌きらわれ、恨うらまれているのに。


　途と方ほうに暮れ、玲は靴くつの先に目を落とす。その間にラルフが距きよ離りを詰つめ、玲のすぐ目の前まで歩み寄ってきた。


「おまえとはずっと話をしたいと思っていた。だが、丁度いい流れだ、本題に入る前に是ぜ非ひとも確かく認にんしておきたい。さっきの男だが──」


　さっきの男？　とラルフのことで頭がいっぱいだった玲は、急いで記き憶おくを巻き戻もどした。


「……ああ、リッツでの。あの、黄色い髪かみをした奴？」


「そうだ。あれは今の遊び相手か？」


　え、と呼気のような声が漏もれた。何を言われたのか理解できず、無防備に見開いた目を上げる。無表情のはずなのにどこか苦しげな──いや、多分嫌けん悪おだろう、そんな思いを微かすかに滲ませたラルフの顔に、玲はかつて自分が放った台詞を思い出してはっと息を呑のんだ。


『ラルフとは遊びで付き合っただけだ』


　──俺の言ったこと、信じてるんだ。


　遊びで男と付き合うような人間だと、何の疑問もなく思われている。


　そうラルフに言ったのも思わせたのも自分だ。傷つく権利などないことくらいわかっているのに、胸の奥で血とも涙なみだともつかない何かが流れ出すのを止められない。


　それでも玲は唇くちびるの震えを嚙かみ殺し、かろうじて言葉を押し出した。


「…ラルフには、関係ない」


「なら、個人を特定するのはやめてやるから答えろ。本気で好きな相手はいるのか？」


　眇すがめられた青い瞳ひとみに、ラルフに負けないくらい表情を失なくした自分の顔が映っている。


　──本気で好きなのは、今も昔もラルフだけだ。


　けれど、絶対に打ち明けない。他の誰に知られても、ラルフにだけは死ぬまで秘密だ。死んでも、秘密だ。


　玲は知らず左手を上げて、傷口を押さえるようにどくどくと脈打つ首筋を押さえる。


「いない。本気になるような相手なんか」


「……アーティも違ちがうのか？」


「は？」


　双そう眸ぼうを疑ぎ惑わくに細めたラルフに玲はまた驚おどろかされて、覚えず首から外れた手を強く握にぎり締めた。


「そんな訳ないだろ、アーティは友達だ」


「どうだろうな？　あいつの言った通り、おまえたちは昔から仲が良かった」


「昔の話だ。それにアーティは今はラルフとの方が仲がいいじゃないか」


　言ってから、嫉しつ妬とじみた台詞だったと玲は唇を嚙んだ。そんな玲の胸の内を見み透すかしたような目をして、それは、とラルフが何か言いかけたが、彼は思い直したように唇を結んだ。ひょっとしたら、嫉妬か、とからかいたかったのかもしれない。だが、思っただけでそんな低てい俗ぞくなことをする気は失うせたのだろう。ラルフはやがて溜ため息とともに呟いた。


「……くだらない」


　そうだ、くだらない嫉妬だ。自分でも十分わかっていたが、そうしてわざわざ言葉にされると恥ち辱じよくに頰ほおが熱を帯びた。


「わかった。要するに、おまえはまだ遊び足りないということか」


　そんなんじゃないと心の中で叫さけんだが、ラルフの誤解を正す気はない。玲が口を噤つぐんでいると、ふいに伸のびてきた長い指にスーツの襟えり元もとを摑つかまれた。


「それなら、しばらく俺が遊んでやってもいい」


「…え、？」


　一いつ瞬しゆん、意味を摑み損ね、玲は瞬まばたきをした。ラルフは今、何と言った──？


　──遊んでやっても、いい……？


　その言葉がじわじわと脳に浸しん透とうし、意味を正しく理解した途と端たん、玲は目め眩まいに襲おそわれた。衝しよう撃げきと動どう揺ようが次々と襲いかかってきて、もう神経が焼き切れてしまいそうだ。それなのにラルフは玲のスーツの上着を肩から落としながら、何でもないことのように言葉を継ついだ。


「本命も遊び相手もいないなら構わないだろう？　俺は昔おまえに遊ばれたおかげで、この身体からだのことは知り尽つくしている。お互たがいにとっていい遊び相手になるはずだ。それに──」


　ラルフが玲のシャツの胸ポケットに指を忍しのばせ、ニックの落とし込んだ避ひ妊にん具を一連なり引き出した。


「──せっかく用意しているんだ、使わなければ勿もつ体たいない」


　期待していたんだろう？　そういわんばかりにラルフが右みぎ眉まゆを上げるのを見た瞬しゆん間かん、否定することも忘れて玲はただ立ち尽くした。


　──……軽けい蔑べつされた。


　目の前が真っ暗になるというのは、こういうことを言うのかもしれない。そんなことを考えながら、玲は緩ゆるく首を振る。


「…嫌いや、だ」


「自分が遊ぶのは構わないが、人に遊ばれるのは嫌なのか？──随ずい分ぶんと身勝手だな」


　肩かたを摑んで引き寄せようとするラルフの腕うでを振ふり払はらい、後退る。しかし身体を軽く突つき飛ばされて足がベッドの縁ふちに当たり、玲はバランスを崩くずしてシーツの上に倒たおれ込んだ。


「やっ、嫌だラルフ、放せ、や──ッ」


　慌あわてて跳はね起きようとした身体をラルフに押さえ込まれ、ろくな抵てい抗こうもできないまま唇を塞ふさがれる。玲は首を振って逃のがれようとしたが、後頭部を鷲わし摑づかみにされて動きを封ふうじられた。


「…ッ、ンっ…」


　昨日のように強ごう引いんに唇をこじ開けられる。舌を絡からめられ、痛いくらいに吸われて身が竦すくんだ。必死に肩を摑んで押し退けようとしたけれど、ラルフの身体はびくともしない。玲が半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいって闇やみ雲くもに暴れ、口こう腔こうを蹂じゆう躙りんする舌から必死に逃にげ回っているうちに、ラルフの指は器用に動いて玲のネクタイを解いて引き抜ぬき、シャツの裾すそをスラックスから引き出した。


「…は、ぁ……嫌、だ…っ」


　激しいキスから解放され、玲は伸のし掛かかってくる男を信じられない思いで見上げた。


「こんな、噓うそ…、噓だろ？」


「噓でも冗じよう談だんでもない」


　冷れい徹てつな声が降ってくる。


「好きなんだろう？　こういう遊びが。──だったら、俺がこのいやらしい身体を躾しつけてやる」


　静かに告げて、ラルフは玲のシャツの胸むな元もとに手をかけ一気に引き裂さいた。


　ボタンが弾はじけ、シャツがはだける。露あらわになった肌はだに直接触ふれてきた手の冷たさに、玲は身も心も竦み上がった。


「嫌だ、ラルフ！　やめ──」


「抵抗するな」


「…っ、するに決まってるだろ、こんなことされて！」


「そういう意味じゃない」


　自分を押さえ込む、記憶にあるより一回り大きいラルフの身体。それを押しのけ、身を捩よじって逃れようと玲は必死に抗あらがった。しかし、両手はうるさげに摑まれて顔の両りよう脇わきに押さえ付けられ、下か肢しには体重をかけられてろくに身動きもできなくなる。


「抵抗されると余計に酷ひどいことがしたくなる。だから大人しくしろと言っているんだ」


　それとも酷くされるのが今の好みか、と耳みみ朶たぶを嚙まれて背筋が震ふるえた。


　──……本気だ。


　ラルフは本気で自分を抱だくつもりなのだ。


「嫌だ……！」


　首を振り、背を跳ね上げるようにして自由を取り戻もどそうと暴れた玲は、しかし身体を易やす々やすとうつ伏ぶせにされてしまった。すぐさま背中にラルフの重みが伸し掛かってくる。


「やめろ、ラルフ、こんなこと……！」


「逆らうな。逆らえば、取材の件を白紙に戻すぞ」


「なっ……!?」


　ここまで大おお掛がかりな契けい約やくを破は棄きするなど、普ふ通つうならば考えられないことだ。だが、今のラルフならやりかねない。


　玲は背後を振り向こうとしたが、それを封じるように首筋に歯を立てられた。


「…っ！」


「ここが弱かったな……？」


　嚙んだところを舌が這はい、耳のすぐ下を強く吸われてびくりと肩が震える。


　──そんなこと、憶おぼえてなくていい……っ。


　耳から鎖さ骨こつまでの首筋のラインが弱いことに、玲自身より先に気付いたのはラルフだった。他ほかにも、どこをどうすれば玲が堕おちるのか、ラルフにはすべて知られている。


「…っ、あっ……」


「怯おびえるな。俺は、おまえほど酷いことはしない」


　その言葉にはっと息を呑のみ、玲は身を硬かたくした。


　仕事を盾たてに取られた上、そんな言葉で罪悪感を刺し激げきされたら玲はもう抗えない。


　抵抗を忘れた一瞬の隙すきに逞たくましい腕が前に回され、腰こし骨ぼねの辺りから胸元へと張り詰つめた肌を撫なでられる。その感かん触しよくにぞくりと鳥とり肌はだが立った。


「や、嫌だ、ラルフ……っ」


「ここは、今も苦手なのか……？」


「…あっ、やぁ…っ」


　きゅ、と乳ち首くびを摘つままれて背筋が小さくしなる。やわやわと揉もみ込まれ、そこがラルフの指の間でたちまち尖とがっていくのが自分でもわかり、たまらない羞しゆう恥ちに全身が震えた。


　──嫌だ、俺、なんで……っ。


　六年ぶりだ。その間、誰にも触れられていない身体は、抱かれる快感などとっくに忘れたと思っていた。それなのに、弱いところに一つずつ触れられていくだけで玲の身体は簡単に煽あおられ、急速に熱を帯びていく。これでは本当に期待していたのかと思われてしまいそうだ。


「あぁ、右より左の方が弱いんだったな」


「や、め……っ、ぁんっ！」


　左の乳首も捕とらえられ、腰こしが跳ね上がりそうなほどの刺激が走った。それは密着しているラルフにも伝わったのだろう、ふっと吐と息いきで笑う気配が首筋に伝わり、そのせいでまたぞくぞくとした痺しびれが走る。


　昔から玲は胸が弱かった。感じすぎて辛つらくなるので、触さわらないでと泣いて嫌がったこともある。ラルフもそれを心得ていたから、抱き合っているときにも無理にそこに触れたりはせず、優やさしい愛あい撫ぶを思い出したように加えてくるだけだった。


　それなのに今、ラルフは容よう赦しやなくそこを刺激してきた。玲の耳の中に舌を差し入れて嬲なぶりながら、胸の頂を摘み上げ、固い指の腹で円を描えがくように先せん端たんを擦こすったり、押し潰つぶしたり捻ひねったり、両方をそれぞれ違ちがうやり方とリズムで弄いじりまわしてくる。


「ひぁ…っ、あ、んっ、やぁ…っ」


　声を抑おさえようにも、弱いところを同時に責められてはひとたまりもない。むず痒がゆいような甘あま酸ずっぱいような、じっとしていられない切ない刺激が間断なく押し寄せて、玲はもう身動きもできず、引き剝はがそうとしていたラルフの腕に逆に必死にしがみつく。


「や、だ…っ、ラル、フ……頼たのむ、から……や、ぁっ」


「今いま更さら純情ぶるな。好きだっただろう？　俺とのセックスが。三年も楽しめるくらいに」


「……なこ、と……な、っ……」


「それとも、他にもっと上手うまい奴やつがいたのか……？」


「…そ、な……知らな、い……っ」


「……よくしてやる。他の男とは比べ物にならないくらいに」


　俺でなければ駄だ目めな身体からだに堕おとしてやる、そう直接耳の中に吹ふき込まれ、恐おそろしさにぞっとした。もしもラルフが本気なら、自分は遊び半分でそんな身体に作り変えられて、一ヶ月後に捨てられるのか──？


「嫌だ……！」


　無理やり与あたえられる快感を振り切るように、玲は懸けん命めいに首を振った。肘ひじに力を込めて身体を引き付け、無理やりに膝ひざを立ててラルフの下から這い出ようとする。


　と、浮ういた腰を好都合とばかりにラルフがベルトに手を掛けてきた。あっという間にベルトが外され、下着ごとスラックスを剝ぎ取られる。引っかかっているだけになっていたシャツもついでとばかりに脱ぬがされて、玲は瞬またたく間に全ぜん裸らにされてしまった。


「いい加減、逆らうな」


　耳や首筋、そして胸への愛撫だけで熱くなりかけていた下肢にラルフの指が絡んでくる。


「や、放せっ、ラル…っぁ、あぁっ……」


「いいのか？　これ以上逆らえば、この仕事を失うぞ」


　脅おどされながら大きな手に包み込まれ、濃のう厚こうな刺激を加えられて玲は背筋をしならせた。逃げ出したい。でも、逃げ出せない。ラルフにここまでされるようなことを、かつて自分はしているのだ。だが、このまま流されるのは怖こわい。どうしよう、と酷い危機感に頭の中が混乱する。


　ラルフの愛撫は六年前よりずっと巧たくみになっていた。育てるように擦りながら細やかな刺激を加えられ、ねっとりと絡みつくような快楽に玲の身体は蝕むしばまれていく。


「い、やぁ…っ」


「こんなに反応しておいて、よく言うな。嫌いやがって見せるのも手管のうちか？」


　うなじや肩かた口ぐち、背中などに甘くて痛いキスが落ちてくる。濡ぬれ始めた先端を指の腹で弄られながら、じんじんと疼うずきだした左の胸を捏こね回されるともう駄目だった。身体中、指の先まで痺れるような快楽に震え、抵てい抗こうどころか自分の意思で身動きをすることも叶かなわない。


　──……どう、して……？


　六年ぶりに与えられる快感に、どうしても身体が逆らえない。それほどラルフが巧みなのか、それとも玲がラルフのことを好きだからそうなってしまうのか。


　わからなかった。けれど多分、その両方だ。


　誤解されたまま力で押さえ込まれ、快楽で縛しばるようなやり方で抱かれるのは辛かった。けれどラルフに触れられ、彼の温ぬくもりを直接肌で感じると、悲しみと苦しさに染まっているはずの胸のどこかに泣きたくなるような喜びが小さく瞬くのも確かなのだ。


「ひぁ…っ!?」


　玲の滲にじませた雫しずくを纏まといつかせた指が、そっと後ろに触れてきた。ぬるりと指が入り口を撫でて、ぐ、と圧あつ迫ぱくしてくる。


「中も、触ってやる。……好きだっただろう？」


「や、だ、ラルフ……！」


　気付けば玲は膝を立たされ、腰を高く上げさせられた恥はずかしい体勢で固定されていた。慌あわてて上体を起こそうとしたが、力の入らない腕うではあっけなく砕くだけ、起こしかけた上半身が再びシーツの海に沈しずむ。身体から力が抜ぬけたその一瞬を逃のがさず、ラルフの指がずるりと侵しん入にゆうを果たした。


「あ、あっ、やぁっ……！」


　必死にそこを締しめて拒こばんでも、もう無理だ。指先が入ってしまえば、あとはもう、なす術もなくずるずると奥まで犯おかされてしまう。


「……硬かたいな」


　訝いぶかしげな声が玲の鼓こ膜まくを震ふるわせたが、気にするだけの余よ裕ゆうはなかった。六年ぶりに拓ひらかれたそこは、違い和わ感かんと引き攣つれる痛みに竦すくみ上がってラルフの指の動きを阻はばんでいる。


　痛くて苦しくて、けれど快楽がない訳じゃない。様々な感覚のどれに集中すればいいのかわからなくて、玲はベッドヘッドの方に幾いくつも重ねられているクッションの一つを無意識に引き寄せて縋すがりついた。


「力を抜け。慣れているだろう？」


「……ッ」


　心無い台詞せりふに胸がずきりと痛んだ。慣れているなんて、そんなことあるはずがない。


　──俺は、ラルフにしか……。


　思わず零こぼれそうになった言葉を、唇くちびるの上で嚙かみ殺す。代わりに必死に身体から力を抜こうと努めながら、潤うるんだ瞳ひとみで背後を睨にらんだ。


「……こん、な…っ、乱暴に……されたこと、な…い……っ」


「それは悪かったな」


　ちっとも悪いなんて思っていない口ぶりで言うと、ラルフは一度指を引き、そこに唇を寄せてきた。


「ひ…っ」


　たっぷりと唾だ液えきを含ふくませた舌がそっとそこに宛あてがわれ、ぬるりと入り口をなぞられる。まるで舐なめ溶とかそうとするかのように丁てい寧ねいな愛撫とその感触に、恥ずかしいのに感じてしまい、腰がくずおれてしまいそうだ。それなのにラルフは玲の腰をしっかりと捕らえ、くちゅ、と濡れた音を立てて舌を挿さし入れてくる。


「や、ぁっ、あぁ…っ」


　後ろを舌で舐め濡らしながら、前を嬲なぶる手も休めない。玲の昂たかぶりを撫で擦り、根元を捕らえて塞せき止めながら指先で繊せん細さいな悪戯いたずらを仕し掛かけてくる。


　どうしてこうもラルフの愛撫は容赦がないのだろう。身体と心の両方から抵抗する力を根こそぎ奪うばわれて、改めて指を飲み込まされたときは痛いどころか、甘い疼きしか感じなかった。


　指を二本に増やしながら、ラルフが耳みみ朶たぶを嚙んできた。


「入れたら、舐めてやる……」


　ここを、と乳ち首くびを優しく捻ひねられ、嫌、と玲は高く鳴く。けれど身体はそうされたときのことを思い出し、ラルフの指を切なく締めつけて腰こしを淫みだらに跳はね上げた。


　昔、まだ身体を繫つなぐことに慣れていなかった頃ころ、痛みと羞しゆう恥ちを紛まぎらわせるためにラルフはよく感じやすいそこを優しく可愛かわいがってくれた。そうされるとラルフを受け入れた腰の奥が快感に柔やわらかく蕩とろけて楽になり、理性も溶けて恥ずかしさが薄うすれた。


　だが、それは過去の思い出だ。今のラルフに同じことをされたくない。


　人をここまで乱しておいてなおそれをしようというのなら、その目的はあの頃の甘くて優しい気き遣づかいではなく、玲の身体を堕とすことだ。


　それがわかっているのに、舐めてやると囁ささやかれただけであの優しさと快楽を期待してしまう自分の身体が厭いとわしい。


「あ、あっ、だ、め…っ……」


　前をゆるゆると擦られながら、再び長い指を根元まで呑のまされていく。玲の弱みを知り尽つくした指に感じるところを念入りに刺し激げきされ、膝ががくがくと震え始めた。


　さっきまで散々弄られていた胸の先もじんじんと内側から疼き、クッションの生き地じに擦すれるだけでたまらない切なさを生む。身体の奥にも熱が溜たまり、そこを二本の指に擦られるともっと切なくなってきて勝手に腰が揺ゆれ始めた。


「凄すごいな……どんどん柔らかくなる」


「や、だぁっ……」


　あれほど硬かったのが噓うそみたいだと意地悪く耳元で囁かれ、玲はぎゅっと目を閉じる。そんなことを指し摘てきしないで欲しかった。男を受け入れる快楽を思い出してしまった身体がラルフを求めて急速に開き始めたことくらい、玲にもわかっている。いくら口で拒んでも、身体はこんなにも容易たやすく蕩けてしまった。この浅ましさの前では、六年の歳月など無意味だ。


「…やめ、て……も、そこ、やぁ…っ……」


　自分の身体の前と後ろから聞こえてくる、くちゅくちゅと濡れたいやらしい音に耳を塞ふさいでしまいたいのに、震える両手をクッションから離はなせない。離したら、どこか暗くて深い穴の底へ堕おちていってしまうような気がして、それが怖くてたまらなかった。


　しかし必死にしがみついていたところで、クッションはクッションだ。玲を堕とそうとするラルフの手から守ってくれる訳はない。


　前の昂りを擦こすられながら後ろに指を三本含まされ、ぐっと奥まで拓かれた瞬間、


「あ、ぁんっ、あぁ……ッ！」


　身体からだが弓なりに反り返り、気付けば玲はラルフの手の中で熱を解放してしまっていた。


「は、っ……ぁ……」


「……随ずい分ぶんいい身体になったな。昔から敏びん感かんだったが、誰にここまで仕込まれた？」


　誰も玲にそんなことはしなかった。玲が知っているのはラルフだけだ。けれど誤解を解くつもりも、深い解放の余よ韻いんに息も絶え絶えで言葉を紡つむぐ余裕もなくて、玲は何も答えなかった。


　ラルフの方も嬲なぶりたかっただけなのだろう。尋たずねておきながら答えを待たず、達したばかりでひくひくと戦慄わなないている玲の中を、収めていた指でくすぐってきた。


「や、ぁっ……」


「ここは、まだ足りなそうだ」


「…だめ、まだ…待っ……、お、願……、あ、やぁっ…！」


　首筋をざらりと舐められて、尖とがったままの乳首を摘つままれ、腰の奥を弄いじられる。そんなことをされたら熱の鎮しずまり切らない身体に新たな火がつくのは簡単だ。


　十分に柔らかく解ほぐされたそこから指がずるりと引き抜かれた。仰あお向むけにされ、足を開かされ、膝ひざが胸につくほど深く身体を折り曲げられる。


「やだ、ラルフ…っ、いや……っ」


　必死に拒んでもラルフは僅わずかに目を細めただけで聞き入れてはくれず、自身の昂りを押し当てるとぐっと入り込んできた。


「ひ、ぁっ、あぁ……ッ」


　極きわめたばかりの身体を穿うがたれて、喉のどから悲鳴がほとばしる。拒みたいのか、誘さそい込んでいるのか自分でも分からない内ない壁へきの動き。震えながら収しゆう斂れんするそこに、昔より逞たくましさを増した質量がずるずると沈み込んでくる。


「…っは、あ、んんっ……っ」


　ニックが寄よ越こしたものを使ったのだろう、ラルフのそれは薄いゴムに包まれていた。表面に塗ぬられたジェルのぬめりを借りて、熟うれた内壁を押し広げ、性器全体で擦るようにしながら容よう赦しやなく最さい奥おうまで侵入してくる。


　すべてを飲み込まされ、その感かん触しよくを怖こわいくらいにリアルに感じて、玲は官能の淵ふちに引き摺ずり込まれていく錯さつ覚かくに囚とらわれた。受け入れているだけでこんなに感じるのだ、動かれたらどうなるかわからない。きっと過ぎるほどの快楽に頭まで浸つけられ、溺おぼれて沈んでいってしまう。


　──だめだ、落ちる……堕とされる……。


　身体中に響ひびく甘苦しさに玲の目は焦しよう点てんを失い、ぼろぼろと涙なみだを溢あふれさせた。


「…ぁ、だ、め……たすけ、て……っ」


「駄だ目めに、なればいい」


　必死に伸のばした震える手は、けれどシーツに縫ぬいとめられた。そして、ひりひりするほど尖った乳首を厚い舌に押し潰つぶされる。


「や、ぁんっ、い、やぁ…っ……」


　強きよう烈れつな刺激が身体を貫つらぬき、体内の熱をきゅうきゅうと締めつけながら玲は腰を捩よじりたてた。そんな玲を抱だき竦め、宣言通りにラルフは尖らせた舌先で胸の先せん端たんを嬲ってくる。そうされるとラルフを包み込んでいるところが熱を持って疼うずきだし、とてもじっとしていられなくなった。


　胸を舌で転がされるたび、びくびくと腰が勝手に跳ねる。その動きを封ふうじるようにラルフに重みをかけられた。絞しぼるように蠢うごめいてしまう後こう孔こうを広げるように腰を回され、揺らされて、たまらず背を引き攣つらせる。そんなことをされたら、触ふれられてもいないのに自身が再び反応してしまう。


「や、ぁ……も、おかし、く、な……っ」


　身体中、頭の中まで酷ひどい快楽に蝕むしばまれて、もう何もわからない。どこからどこまでが自分の身体なのか、どんな顔をしてどんな声をあげ、何を口走っているのかもわからなかった。


　乳首を甘く嚙まれた瞬間、とくんと少量の蜜みつが零れる。


「…あぁ…っ、また、い、っちゃ……」


「これだけでか？　淫いん乱らんだな。何回いけるか、試ためしてみるか…？」


「やだ、いや……っ」


　玲は訳もわからず首を振ふる。


　開かれた両りよう脚あしはラルフの肩かたに乗せられて、両手は顔の両りよう脇わきにそれぞれ押さえ付けられていた。何も隠かくせない姿で浅く深く揺さぶられ、軽い絶頂感が何度も訪おとずれる。


　中ちゆう途と半はん端ぱな高みに据すえ置かれて降りることも極めることも許されず、玲はラルフの目の前で少量の射精を繰くり返しては下腹部をとろとろと汚よごしていった。


「いい眺ながめだ。こんな、いやらしい顔をして」


「あ、あぁ…っ…やぁっ……」


　ラルフの顔がどこにあるのかもわからないまま見られまいとして顔を背そむけると、左手首が解放されて、顎あごを摑つかまれて正面を向かされた。そのまま淫らに蕩けた身体を力強く抉えぐられる。


「あぁっ…！」


　顎を突つき上げ、仰のけ反らずにはいられない快楽が背筋を貫いた。けれど顔は固定されたままだ。右手は磔はりつけにされたように拘こう束そくされて、身体は深く折られていて、腰は怖いくらい深いところまでラルフを飲み込まされている。


「…っい、やぁ……っ」


　ぐりぐりと体内を搔かき回されても、シーツを抉るように肩を開き、不自由に胸を反らすのが精せい一いつ杯ぱいだ。力の入らない左手で抗あらがってもラルフの腕うではぴくりとも動かず、玲あきらは「いやらしい」と言われた顔を見られながら無理やり与あたえられる快楽に涙を零こぼすしかない。


「や、もぅ、お…願……っ」


　許して。ちゃんといかせて、終わらせて欲しい。そう全身で懇こん願がんしているのに、ラルフはわざと緩ゆるく腰を使い、雫しずくを結ぶ玲の先端を焦じらすように指先で弄るばかりだ。


「…ぁっ、ぁんっ、も、い、かせ……」


「俺の気が、済んだら、な」


　そう嘯うそぶいた唇くちびるが落ちてきて、喘あえぐ唇を塞がれる。


　力強い律動が始まり、底の見えない悦えつ楽らくの淵にどこまでも深く堕とされていく。


　やがて、雫を零す性器の根元を長い指に塞き止められたまま、ラルフが体内で絶頂を迎むかえるのを薄うすい隔へだたり越ごしに感じた。


　熱を吐はき出しても硬かたいままのそれをずるりと引き抜ぬかれる感触にさえ、玲は感じて達しかけたが、やはり許しては貰もらえなかった。ゴムを新しいものに変えたラルフに、置いていかれた切なさに泣き濡ぬれる身体をまたじわじわと貫かれて、焦じれる思いに涙を散らして身み悶もだえる。


　時間をかけて幾いく度どとなく追い上げられる苦しさに、泣いても逃にげても許されなかった。懇願も哀あい願がんもラルフにはまるで届かない。


　冷たく見下ろす男の下で、玲は拷ごう問もんのような快楽に翻ほん弄ろうされ続けた。
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　玲とラルフは、付き合い始めた十五歳の頃ころから沢たく山さんの秘密を持っていた。


　最初の秘密は鍵かぎだった。図書室の一番奥にある狭せまい階段の踊おどり場で、微かすかに出っ張っていた床ゆかの敷しき石いしに玲が躓つまずき、その割れていた部分が僅かに浮ういて、敷石の隙すき間まから金細工の古い鍵が出てきたのだ。


　二人の学校は歴史が長く、古い校舎はいかにも隠し部屋があちこちにありそうな趣おもむきの建物だ。玲とラルフはすぐにその鍵に合う鍵かぎ穴あなを探し始め、やがて壊こわれかけて隅すみに寄せられていた書しよ架かの後ろに忘れ去られた扉とびらを見つけた。その扉の鍵穴に金の鍵はぴたりと嵌はまり、そっと開かれた小さな部屋は玲とラルフの秘密の隠れ家になった。


　その部屋で玲はラルフに告白され、その一ヶ月後に自分も気持ちを打ち明けた。アーティ以外には誰にも秘密の二人の付き合いが始まったのも、初めてラルフに抱かれたのもその部屋だ。そして、玲がラルフの出生の秘密を知ったのも──。


　それは付き合い始めて一ヶ月にも満たない頃だ。その夜も翌朝まで待てず、玲とラルフは真夜中に寮りようを抜け出して秘密の小部屋で密ひそかに身を寄せ合っていた。


「俺、ラルフのこの黒くろ髪かみとか瞳ひとみの色とか大好きだ。凄すごく綺き麗れいで、いつまで見てても見み飽あきない」


　いきなり褒ほめられて驚おどろいたのか、一いつ瞬しゆんラルフは身を引きかけた。それをそっと追いかけて、もっとよく見せてと玲は青い瞳を覗のぞき込む。


「いいなぁ。俺、日本人だからこの瞳の色は無理だけど、こんな髪かみに生まれたかった」


　月光に輝かがやく漆しつ黒こくの髪とアイスブルーの瞳があまりに綺麗で、玲はうっとりと目を細め、ラルフの髪に指を絡からめた。


　玲の両親もその祖父母も、黒髪と黒瞳を持つ典型的な日本人だ。けれど、なぜだか玲は色素が薄く、栗くり色いろの髪に同色の瞳、日本人にしては白い肌はだを持って生まれた。くっきりとした二重の大きな瞳や形のいい唇は母から、秀ひいでた額や通った鼻筋、意志の強そうな眉まゆは父からと、それぞれの特とく徴ちようを受け継ついでいるので両親の子であることを疑ったことはなかった。それでも父方の祖母は時々疑いの眼まな差ざしで自分を見ていたようだったし、玲自身は小学生の頃、クラス写真を撮とると必ず自分が白っぽく浮くことを密かに気にしていた。だからラルフの黒髪に殊こと更さら憧あこがれるのだ。


　そんなことをつらつらと語りながら、玲は飽きることなくラルフの黒髪を梳すいていた。


　ラルフはそんな玲をじっと見つめ、しばらく好きにさせていたが、やがて静かに話し出した。


「髪は父譲ゆずり。この瞳は母──俺の実母の瞳の色だ。義母には、蛇へびの目のような薄うす青あおだと嫌いやがられている」


「実母？　義母に、蛇の目って……？」


　蛇の目のような薄青とは、なんて悪意に満ちた表現だろう。皮肉な笑えみと共に告げられた言葉に玲は驚いてラルフを見た。


「俺は公こう爵しやく夫人の息むす子こじゃない。父と、その不ふ倫りん相手の間にできた不義の子だ」


　漆黒の髪を梳く手が止まる。ラルフはその手を取って指先に口づけながら、更さらなる秘密を打ち明けた。


「俺の実母は、女王陛下の末の王女だった」


　え、と呟つぶやき、玲は耳を疑った。


　──それじゃラルフは王室の血を引いているってこと？


　この話が事実なら、それはあまりにも重大な秘密だ。噓うそだ、冗じよう談だんだよとラルフが言うのを玲は待ったが、ラルフは真顔でじっとこちらを見つめるばかりだ。その様子から噓でも冗談でもないのだと悟さとり、玲は胃の辺りがひやりと冷たくなるのを感じた。


「いいのか、そんなこと俺に話して……？」


「いいんだ。玲には知っていて欲しい」


　これまでずっと封じ込めていた分、話し出したら止まらなくなったのだろう。ラルフはふっと眼差しを虚こ空くうへ彷徨さまよわせ、先を続けた。


「アッシュフォード家は古くから王室との関かかわりが深いんだ。俺の父と末の王女は同年で、子供の頃から特に仲が良かったそうだ」


　成長した二人は恋こい仲なかになった。公爵家の跡あと取とり息むす子こなら、王室の末の王女が降こう嫁かするのに問題のない身分だ。だが、ラルフの父には生まれたときから親の決めた許いい婚なずけがいた。


　アッシュフォード家は厳格な家風で知られる名門だ。当主の命令は絶対で、たとえ息子といえども逆らうことは許されない。だが諦あきらめることもできなかったのだろう、ラルフの父は結けつ婚こんした後も密かに王女との関係を続け、やがて王女が身み籠ごもった。


「王女は国外で密かに俺を生み、その翌年に他国の貴族に嫁とついだ。父は俺を、公爵夫妻の子として引き取った。子供が生まれたことを不自然に思われないように、父は王女が出産するまでの間、信用できる僅わずかな使用人と共に自分の妻を国外の別べつ邸ていに留め置いた」


　そんな経けい緯いで生まれたのだから、血の繫つながらない母親に疎うとまれるのは当然だ。けれど幼い頃は事情を知らず、どうして母に嫌きらわれているのかがわからなかったとラルフは言った。だが、真実を知るごく一ひと握にぎりの人間──母親付きのメイドの一人が公爵への不満をラルフにぶつけたことから、理由がわかったのだという。


「俺は王室と公爵家のスキャンダルが決して明るみに出ないよう、学校に上がるまでは世間から隔かく絶ぜつされて育った。父は俺を守ろうとしてくれていたんだ。でも、事情が事情だったから立場が弱かった」


　そしてラルフは王室と一族との両方から抑よく圧あつされて育ったのだ。ただ優ゆう秀しゆうな跡取りであることだけを求められて。


　──だからラルフは最初の頃、人との関わり方や感情の表し方がわからなかったんだ。


　衝しよう撃げきが去ると、込み上げてきた言いようのない思いで玲の胸はいっぱいになった。


「ラルフ、──」


　思わず名を呼んだものの、かける言葉が見つからない。ラルフの身体からだは大きくて逞しいけれど、今はとても脆もろく見え、玲はそっとラルフに寄り添そい、彼の全すべてを包み込もうと腕うでを伸のばして抱だき締しめた。


「俺はラルフの味方だから。ずっと一いつ緒しよにいるから、だから……」


　伝えたい思いは苦しいほど胸に溢あふれているのに、上手うまく言葉にできなくてもどかしい。何とかして自分の気持ちを伝えたくて、ラルフの背に回した両りよう腕うでに玲はぎゅっと力を込めた。


「……玲に会えてよかった」


　ややして縋すがるように抱き返してきたラルフが、玲の薄い胸の中で溜ため息のように呟いた。


「気付かなかったけど、俺は多分、もう限界だったんだ」


　いったい何をどうしたら、こんなにも深刻な言葉が口を衝くようになるのだろう。締めつけられるように胸が痛み、ラルフを守るためならどんなことでもすると、玲は心に誓ちかった。
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　パリコレが終わり、ラルフは一週間のオフに入った。玲が取材をしているので完全なオフとは言えないが、『イリオン』の仕事はひとまず休みだ。オフが明けると公爵家が英国内に幾いくつか所有している屋や敷しきの一つ、湖水地方の北にある別邸での撮さつ影えいに入るため、ラルフは玲を連れて英国へ戻もどるとそのまま別邸へ向かった。


　十九世紀に建てられた復興ゴシック様式の邸てい宅たくは一いつ般ぱんにカントリー・ハウスと呼ばれるもので、森や湖、小川などを含ふくむ広大な敷しき地ちの中に荘そう厳ごんな佇たたずまいを見せており、屋敷や館やかたというよりも城と呼ぶに相応ふさわしい規模と威い容ようを誇ほこっていた。


　外観は古めかしいが、邸宅内はその様相を壊すことなく手を入れられて、水や電気、空調設備などは現代的に整えられている。そのおかげで本館の一室を与あたえられた玲は、暖かい環かん境きようで問題なくパソコンの電源を入れることができた。充じゆう電でん時には変圧器が必要だが、それはパリでも同じことだ。


「えー……、『その類たぐい稀まれなルックスと、中世の騎き士しの誇りや威い厳げん、気品や強さを現代的に洗練させてスタイリッシュに魅みせる表現力は、圧あつ倒とう的な存在感を放って人々の目を釘くぎづけにし──』……」


　取材を始めて十日目の午後、玲は原げん稿こうの最終チェックに勤いそしんでいた。


『ワールド・エンターテイメント』の特集第だい一いち弾だんには、パリコレに絡めたショーモデルとしてのシュヴァリエの記事が掲けい載さいされる。第二弾は来週頭から行われる撮影風景の模様と被ひ写しや体たいとしてのシュヴァリエを、そして第三弾は休日をテーマに彼の素す顔がおを特集する予定だ。


「──うん。これでよし、と」


　アーティのチェックを受け、自分でも確かく認にんし終えた第一弾の原稿を玲はメールで編集部に送った。掲載する写真は、ショーの記録係が撮影した画像の中から選別したものを『イリオン』から直接送られることになっている。


「第二弾まではいいとして、問題は最終回だな。素顔といっても、あいつ記事にできるようなまともな話をしてくれないし」


　あまりにも捗はかどらないインタビューを思い、はぁ、と全身で溜め息をついた。話を聞こうにも、気を抜ぬくとすぐにラルフは玲の身体に手を伸ばしてくるのでインタビューどころではなくなってしまうのだ。


　──なんでこんなことになったんだろう……。


　暴力ではなく、快楽で玲を服従させたシャンティでの夜を経て、ラルフは玲に対して迷いや躊ちゆう躇ちよがなくなった。玲が必死に保とうとする距きよ離りを遠えん慮りよなく踏ふみ越こえ、捕とらえてベッドに引きずり込む。


「まさか本気じゃないよな……？」


　耳のすぐ下に刻まれたキスの痕あとが、ずくりと疼うずいた。取材を盾たてに取り、ラルフは一ヶ月で玲の身体を躾しつけると言っていたが、彼にとってそれはただの遊びだ。拒きよ否ひ権のない玲は、毎晩のように施ほどこされる濃のう厚こうな愛あい撫ぶに翻ほん弄ろうされている。腰こしが腰でなくなるくらいに責められて、深すぎる快楽に溺おぼれ、こんなことを繰くり返していたら本当に引き返せなくなるのでは、と玲は内心焦あせっていた。焦しよう燥そうは抱かれるごとに酷ひどくなり、今もじりじりと胸の底を焼いている。


　──本当に変えられてしまったら、どうしよう。


　ラルフに少し触ふれられただけで甘く蕩とろけてぐずぐずに崩くずれる、淫みだらでいやらしい別の何かに変わってしまう──それが現実のものになったらと思うと、身体が芯しんから震ふるえた。抱かれるたびに浅ましいほど乱れてしまう自分を知っているから、それが余計に怖こわいのだ。そして、そんな自分をラルフがどんな目で見ているのかと思うと玲は背筋が寒くなる。


　──……俺のこと、軽けい蔑べつしてるんだろうな。


　それを確認する勇気はなくて、玲はラルフに抱かれている間は頑かたくなに目を閉じていた。


　──もし、あんな目で見られていたら……。


　耐たえられない、と思わず閉とざした瞼まぶたの裏にパリコレの様子が蘇よみがえる。ラルフがステージに現れた瞬しゆん間かん、それまで適度にざわめいていた会場が水を打ったように静まり返った場面だ。


　いったい何をどうすればあんな空気を纏まとえるのだろう？　あのときラルフの放った青白い気配は、まるで絶対零れい度どの怒いかりが凝こごって刃やいばとなったかのようで、暖だん房ぼうや人いきれで濁にごった空気と場内の騒そう音おんを一いつ瞬しゆんでなぎ払はらった。冴さえざえとした無表情は見る者に息を呑のませる気き迫はくに満ち、容よう赦しやのない冷れい徹てつな眼まな差ざしは人の心を刺さし貫つらぬくかのようだった。


　存在するだけで場を支配するその姿を目まの当たりにして、ラルフがショーモデルとして超ちよう一いち流りゆうであることを玲は思い知らされた。熱ねつ狂きよう的なファンがいるのも、メディアが騒さわぐのも頷うなずける。大した実力とカリスマだ。けれど、


　──あんなラルフは知らない。


　思い出すだけで鳥とり肌はだが立った。あの鋭するどさ、目が合うだけで凍こおりつくような気迫。それらが断罪の刃のように思えるのは、自分に負い目があるからだろうか──？


　もしベッドで、あんな目をしたラルフに見下ろされていたらと思うと恐おそろしかった。そしてその予想は玲が目を開けさえすれば、きっと現実のものになる。それが怖くて抱かれている間は固く目を閉じている癖くせに、その一方では触れられることに密ひそかな喜びを感じているのだから、自分で自分が嫌いやになる。


「……これはやっぱり、あいつなりの復ふく讐しゆうなのかな」


　パリコレ前のインタビューで、モデルをやっていて良かったと思うことはと尋たずねたとき、ラルフは「今」だと答えた。あのとき既すでにラルフは、取材期間に玲を好きなように扱あつかって捨てるつもりでいたのだろうか。


　六年前のことを思えば、ラルフが仕返しをしたいと思うのも当然だ。言葉で詰なじる代わりに自分を弄もてあそぶことで溜りゆう飲いんを下げているのかもしれない。それに素す性じようを隠かくしてモデルをしているラルフにとって、玲は遊び相手としても都合がいいのだろう。まさに一石二鳥だ。


　──苦しいなんて、思うな。


　玲は固く目を閉ざした。自分がラルフの恋こい人びとだったのは六年も前のことで、その関係を終わらせたのは他ほかならぬ玲自身だ。


　今はもうラルフにだって特別な人がいるだろう。ラルフの父などは、生まれたときには許いい婚なずけがいたくらいだ。二十四歳にもなれば、そろそろラルフも周囲に結けつ婚こんをせっつかれているのだろうから、恋人どころか婚約者がいてもおかしくない。


「……むしろ、そうなっていて欲しいって思ってたはずだ」


　だから傷つく必要はないし落ち込むこともない。平常心を保てるはずだと、胸の中で騒ぐものを玲は強ごう引いんにねじ伏ふせる。だがそれが失敗に終わって思わず舌打ちをしたとき、部屋にノックの音が響ひびいた。


「ミヅキ様、デュランディ卿きようがお茶にお誘さそいしたいとのことですが、いかがでしょう？」


「ありがとう。すぐに伺うかがいます」


　出口のない物思いを中断し、玲はパソコンの電源を落として鞄かばんを手元に引き寄せた。


　この屋敷には二十人あまりの使用人がいるので、普ふ段だんからノートパソコンは鞄に入れて持ち歩くようにしていた。だが、この鞄のダブルジップが最近どうも調子が悪く、引っかかって開かなかったり、閉めたそばから開いたりする。今も数センチ動いたと思ったらそこでぴたりと止まってしまい、この思い通りにならない様がまるで自分の心のようで、玲は知らず溜め息をついた。


「これもそろそろ買い替かえなきゃな」


　鎖くさりに通した銀の鍵かぎが、僅わずかに開いた鞄の口から覗のぞいている。これを落としたら大変だ。


　玲は何とかジッパーを引き開け愛用のノートを中に仕し舞まうと、代わりに手帳を取り出して、また苦労してジッパーを閉めた。


「少しでも記事にできる話を引き出しておかないと」


　お茶の時間なら二人きりではないだろうから安全だし、何より普ふ通つうの会話ができるはずだ。


　──流されるな。今俺がラルフの傍そばにいるのは仕事のためだけなんだから。


　そして、その意思と態度を貫くことがラルフを守ることに繫つながるのだ。


　メイドの案内でサロンへ向かうと、ラルフが本を片手に寛くつろいでおり、その背後に控ひかえた老ろう齢れいの執しつ事じジェームズがちらりと玲に視線を投げてきた。何やら物言いたげな、見ようによっては非難がましいその目つきは、玲がこの屋や敷しきへ足を踏み入れたときから頻ひん繁ぱんに向けられているものだ。玲はそれを受け流し、ラルフの斜はす向むかいのソファへ腰こし掛かけた。


「仕事、終わったんだ？」


「ああ。仕事というほどのものでもないがな」


　活字を目で追いながらラルフが頷く。彼は経営に手出しこそしていないが、手持ちの事業を放置してはいなかった。定期的に経営状じよう況きようをチェックし、口頭での報告も受け、場合によってはＣＥＯを挿すげ替える。投資もしているので、そちらの情報収集も欠かさない。暇ひまなようでいて、オフの間もそれなりにやることがあるようだった。


「ありがとう。いただきます」


　会話があっけなく途と切ぎれてしまったので、玲は紅茶を淹いれてくれたメイドに礼を言い、クロテッド・クリームをたっぷり載のせた焼きたてのスコーンを頰ほお張ばった。


「──おい。それじゃスコーンよりクリームの方が多い」


「俺はこうやって食べるのが好きなの」


　ちらりと活字から目を上げたラルフにそう答えはしたものの、実のところスコーンの味など少しもわからなかった。だが、それきり興味をなくしたように本へ目を戻もどしたラルフの自分への無関心と、頰に感じる執事の視線が玲に緊きん張ちようを強しいており、あまりの居たたまれなさに出されたものを口に運ぶしかない状況だ。しかしスコーンはなかなか喉のどを通らず、玲はそれを流し込んでしまおうと紅茶のカップを取り上げた。磁器の触れ合う微かすかな音が思いの他大きく響いて、静せい寂じやくをより際きわ立だたせる。


「あー、その、えーと……何か、静か過ぎない？」


　居い心ごこ地ちの悪さにそう水を向けてみるけれど、当然のように黙もく殺さつされた。インタビューを敢かん行こうしようにも、それを言い出せる雰ふん囲い気きでもない。微び妙みように気の毒そうな顔をしたメイドがもう一つスコーンを勧すすめてくれたので、ありがとうと気弱に微ほほ笑えみ、気の進まないままクリームを盛って口に運ぶ。美味おいしいはずのスコーンはもそもそとした食感を口に残すばかりで、やはり何の味もしなかった。


　──せっかくのオフなのに仕事か。誰かと……恋人と遊びに行ったりしないのかな。


　玲はそっとラルフの顔を盗ぬすみ見た。尋ねるつもりも彼のプライバシーに立ち入るつもりもないけれど、どうしても気になって仕方がない。


　二個目のスコーンを必死の思いで飲み下し、紅茶のカップを傾かたむける。そうしながら玲はちらりとラルフの手元に目を向けた。


　──……あ。


　本のページを押さえる長い指に、カップに隠れた玲の口元が小さく綻ほころんだ。


　──爪つめの形や手の形は変わらないんだな。本を読むとき次のページに人差し指を、その次のページに中指の先を挟はさむ癖も。


　懐なつかしさに胸が甘あま哀がなしく痛んで、玲はそっと目を細める。


　かつて、あの長い指にどれほど優やさしく触れられ、髪かみを撫なでられたことだろう。アイスブルーの瞳ひとみが玲を映して微笑むとき、どんなに柔やわらかく細められたかも昨日のことのように思い出せる。朗読の授業のとき、シェイクスピアの戯ぎ曲きよくを読み上げる艶つやのある低音にどれほど胸が高鳴ったことか、その声で名前を呼ばれることがどんなに誇ほこらしく、嬉うれしかったか──。


「──何だ」


「え…、え？」


「何をじっと見ているんだ」


　いつの間にか自分が不ぶ躾しつけにラルフを見つめていたことを本人から指し摘てきされ、玲はあたふたとカップとソーサーをテーブルに戻し、手帳とペンを握にぎり締しめた。


「そ、それはそのっ、他に仕事があるのにどうしてモデルになったのかなと気になって」


「ティータイムにまでインタビューか？」


　本に目を落としたまま、メイドを下がらせてラルフがうんざりとした調子で言った。


　その言葉は取りようによっては、他に話はないのかと催さい促そくしているように聞こえるが、そうではないことを玲は心得ていた。ラルフが用もないのに玲を傍に置いておくのは、パリにいたときと同様に、たとえ不ふ愉ゆ快かいでも傍で見張っていなければ気が済まないというだけの話だ。


「だって気になるんだ。こんな名門貴族の当主なのに、どうしてモデル？　パトロンになるならわかるけど、公こう爵しやく閣下自らモデルをやるなんてちょっと理解できない。それにこれは大事な質問なんだ、納なつ得とくのいく答えを貰もらわないと記事にできないだろ？」


　玲はこの会話が仕事の一いつ環かんであることを強調した。メディアの注目を集めると周囲の風当たりが強くなるだろうに、こんなに目立つことをして大だい丈じよう夫ぶなのかと玲が心配していることなんて、ラルフは知らなくていいことだ。


　──それに、気になるのは本当だし。


　アーティの話では、ラルフは最初から素性や素顔を隠す気がなかったらしい。アーティはラルフの立場に配はい慮りよし、髪を染めたりカラーコンタクトを入れたり、メイクで素顔を隠してはどうかと提案したが、ことごとく拒きよ否ひされたという。


　──昔はあんなに家や王室に気を遣つかってたのに、どうしたんだろう？


　何が彼をこうまで変えてしまったのだろうか。


「何度も言っているだろう。暇ひま潰つぶしだ」


「そうは思えない。だってラルフは──」


「おまえに俺の何がわかる。この六年の、何を知っている？」


　玲は返事に詰つまった。それを言われると返す言葉がない。玲にはもうラルフのことは何もわからないのだと他ならぬ本人に突つきつけられて、物理的に近い痛みが深々と胸を抉えぐった。


「でも──でも、気になる。知りたいんだ、本当のことを」


「ライターとして、か？」


　違ちがう、と心が即そく答とうし、理性は頷うなずけと命じてきた。ここは理性に従って頷くべきだとわかっているのに、どうしても心がそれを嫌いやがる。結果、玲は押し黙だまるしかなくなってしまう。


「人にはあれこれ訊きく癖くせに、自分のことになるとだんまりか。随ずい分ぶん都合のいい口だな」


「……」


　ラルフの言う通りだ。反論の余地もない。相変わらず本に目を落としているラルフの代わりに咎とがめるような執事の視線を痛いほどに頰に感じた。張り詰めた空気を上うわ滑すべりしていく紅茶の香かおりがなぜだか酷ひどく心に沁しみて、何だか泣きたくなってくる。


　──好きだから心配なんだって、言えたらいいのに。


　玲の葛かつ藤とうを余所よそに、ラルフの目は相変わらず静かに活字を追っていた。
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　一週間のオフが終わり、身を切るような寒さの中で展示会用パンフレットの撮さつ影えいが始まった。


　城じよう壁へきや階段の一部がかろうじて残る古城跡あとを背景に、ラルフは背筋を伸のばして顔を上げ、どこか遠くを見つめている。毅き然ぜんとしたその姿はまるで本物の騎き士しのように気高く、孤こ高こうだ。


「まぁ、うちのデザイナーが絶賛するのもわからなくもないね」


　撮影スタッフと共に渡と英えいしてきたアーティが口笛を吹ふいた。いつも通りの軽い口調に感かん嘆たんの響ひびきが潜ひそんでいて、撮影風景を間近で見ていた玲も素直に頷いた。確かに被ひ写しや体たいとしてのラルフには、ショーとはまた違う種類の表現力とオーラがある。


　その才能には驚おどろくばかりだが、やはり玲はモデルとしてのラルフの雰囲気が苦手だった。オフの間もラルフは冷れい淡たんだが、モデルのときにはその冷たさや鋭するどさがいっそう際立つのだ。


「──よし、オーケー！」


　カメラマンが機き嫌げんよく顔を上げ、撮影が一いつ旦たん終しゆう了りようした。


「次、湖へ移動です」


「シュヴァリエ、衣装替がえお願いします！」


　少数精せい鋭えいのスタッフが一いつ斉せいに動き出す。そんな中、こちらへ向かって歩いてくるラルフを、アーティがひらりと手を振ふって迎むかえた。


「よう、シュヴァリエ。今回はいつにも増して気合いが入ってるみたいじゃないか」


「いつも通りだ」


「いやいや、誤ご魔ま化かしても無む駄だだって。そろそろ格好いいとこ見せて距きよ離りを詰めていかないと、なんて思ってるんじゃないのか？」


　茶化したアーティの物言いに、なぜだか一いつ瞬しゆんラルフの視線が「距離？」と首を傾かしげた玲の方へと向けられた。だがそれは瞬またたく間に逸そらされて、再びアーティへ戻ったときにはラルフは嫌そうに眉まゆ根ねを寄せていた。


「くだらない。おまえの頭と一いつ緒しよにするな」


「へぇ、くだらないことなんだ？　なら、俺が貰おうかな。昔はおまえに搔かっ攫さらわれて、悔くやしい思いをさせられたし」


「無駄な労力は使わない方がいいぞ」


　ラルフがふと眦まなじりをきつくしてアーティを睨にらんだが、すぐに興味を失ったかのように気のない声こわ音ねで続けた。


「何をどうしたところで、その悔しい思いとやらを改めて嚙かみ締めることになるだけだ」


「言ってくれるね。随分強気じゃん。そこに何か根こん拠きよはある訳？」


「さぁな」


　アーティの揶や揄ゆに、ラルフはもう応じなかった。玲には意味のわからない、けれど二人の間では十分に通じている会話はこれで終了したようだ。


　──昔はそんなに気が合う方じゃなかったのに、すっかり仲良くなっちゃって。


　かつての恋こい人びとと親友がどこか遠い場所へ行ってしまい、自分一人が取り残されたような気分になったけれど、それについて深く考えるのは止やめにした。考えれば無駄に落ち込むだけだ。


　骨身に沁みるような寒風の中、湖の畔ほとりへ移動した。撮影はすべてアッシュフォード家の私有地で行われることになっており、スタッフは移動するたびにてきぱきと準備を進めていく。その様子や仕事の流れを玲がメモに取っていると、ふいに背後から伸びてきた手に右手を摑つかまれペン先が浮ういた。


「おまえ、手て袋ぶくろはどうした。忘れたのか？」


　冷えてかじかんだ手に、じんとした熱を感じた。見れば、ペンを握ったままの右手がラルフの両手に包まれている。え、と驚いて瞬まばたきをすると彼は眉み間けんに皺しわを寄せて「手袋は？」と繰くり返した。


「ああ、手袋は元々してないんだ。字が書き辛づらくなるから」


「それなら字を書くときだけ外すようにすればいい。おまえは冷えるとすぐ熱を出すんだ、少しは考えて行動しろ」


「え、ちょっ……!?」


　捕とらわれた手に、はぁっと温かい息を吹きかけられて玲は肩かたを跳はね上げた。


「な、ななな何してんのおまえ!?」


「見ればわかるだろう」


「や、もういいから！　別に寒くないし、今は熱なんか出さないから！」


「駄だ目めだ。こんなに冷え切って……。アーティ！」


「はいはい、人を使用人か何かみたいに呼びつけないように。玲、カフェオレでいいか？」


　この状じよう況きようでなんでカフェオレ!?　と意味を摑めず玲が問い返そうとしたとき、凍こおりついた湖の上を渡わたる風が吹きつけてきた。その冷たさに思わず首を竦すくめると、ほらみろとばかりにラルフに睨まれる。


「身体からだを冷やさないように気をつけていろ。熱を出されても困るからな」


　それはつまり迷めい惑わくをかけるなということか、と玲は軽い失望を覚えた。急に心配するようなことを言うから何事かと思ったら、何のことはない、ラルフは屋や敷しきに病人を出すのが嫌なだけだった。


「ご心配どうも。でも大丈夫だから。映画のロケの取材とかでこういうことには慣れてるんだ。ちょっと冷えたくらいで熱を出して迷惑かけたりしないよ。もう昔とは違うんだから」


「……そうか。なら好きにしろ」


　口答えをされてむっとしたのか、ラルフは玲の手を放り出すと湖の方へ行ってしまった。


「言われなくても勝手にするさ。……くっそ、気まぐれに変なことして。余計寒くなるじゃないか」


　玲は右手をペンごとぐっと握にぎり締しめた。束つかの間とはいえラルフの温かい両手に包まれたせいで、風の冷たさが痛いほどに沁みてくる。


「何やってんだかな、ほんとにもう。おまえらいったい幾いくつだよ？」


　いつの間に戻もどってきたのか、アーティがやれやれとばかりに首を振り、湯気の立ち上るカップを差し出してきた。それをちらりと横目に見て、玲は不機嫌に首を振る。


「ありがとう。でも今はいい」


「なんで？」


「仕事中だから。せっかく撮影風景メモしてたのに、ラルフが邪じや魔まするからまだ途と中ちゆうなんだ」


　ふぅん？　と半眼になったアーティが横目に見てくる。その眼まな差ざしに、八つ当たりをしたと気がついて、玲はばつの悪さに目を伏ふせた。ラルフの指示とはいえ、アーティはわざわざ玲のために温かい飲み物を取りに行ってくれたのだ。こんな態度を取っていい訳がない。


「ごめん、アーティ。でも本当にいいんだ。俺だけそんなの貰もらえないよ」


「だから、なんで？」


「だって寒いのは皆みんな同じだろ。スタッフも我が慢まんしてるし、ラルフはあんな格好で仕事してるのに」


　湖の畔でラルフのコートが風に煽あおられマントのように翻ひるがえっている。ボタンを一つも留めていないのでコートが防寒の役目を果たしていない上、中に着ているのはシャツ一枚だ。あれではきっと寒いだろう、見ているほうが凍こごえそうだ。


「健けな気げだね、アキ。そういえばちょっと見ない間に瘦やせたみたいだけど、それはひょっとして恋こいやつれ？」


「は？」


　玲は瞬しゆん間かんぽかんとしたが、アーティの言葉が耳から脳に達すると、反射的に身体が動いて容よう赦しやのない蹴けりを繰り出した。


「っ、痛っ、待った！　痛いってアキ！」


「馬ば鹿かなこと言ってないで、おまえも真面まじ目めに仕事しろよ！　こんなのが次期社長なんて『イリオン』の将来は大だい丈じよう夫ぶなのか!?」


「安あん泰たいに決まってます」


　もう一度蹴りつけてやろうと思ったのに、おどけたアーティにあっさりかわされ、逆に足を掬すくわれた玲はもう少しで枯かれ色の芝しば生ふに転がるところだった。


「あ、持ち堪こたえた。転んだら面おも白しろかったのに」


「誰が転ぶか！　この鞄かばんの中ノートが入ってるんだぞ、壊こわれたらどうするんだ」


「仕し掛かけてきたのはおまえだよ」


「アーティが変なこと言うのが悪い」


「そうそう、全部ラルフが悪い」


「なんでだよ！」


　怒ど鳴なったものの、学生時代に戻ったようなやり取りに笑いが込み上げてきた。


「あぁもう、ほんと馬鹿みたいだ。アーティのばーか」


「日本では馬鹿って言う方が馬鹿なんだろ。だったら馬鹿なのはアキの方だ」


「違ちがうよ、アーティだ。だって今、馬鹿って三回も言った」


　小学生レベルの憎にくまれ口は最早ただのじゃれ合いだ。アーティは笑いながらカフェオレを口に含ふくむと、ポケットから飴あめを取り出した。


「うるさい口はこれで封ふうじてやる。温かくはならないけど喉のどの保護にはなるから、舐なめてるといい。風、冷たいし」


「ありがとう。でも遠えん慮りよしとく」


　玲は丁てい重ちように断った。仕事中に飴を口に入れるのは危険だ。撮さつ影えい中のラルフはこちらを見ていないけれど、また前回の二の舞まいにならないとも限らない。


「へぇ、もう調教済みか。さすがラルフ、素す早ばやいな」


「え？」


「いーや、何でも」


　風に散らされて届かなかったアーティの呟つぶやきが気にはなったが、何でもないと本人が言うのなら大したことではないのだろう。そう思って玲はラルフの方へ向き直り──思わぬ情景に、目を奪うばわれた。


　──水鳥が……。


　岸に上がった水鳥が一羽、ラルフの足元に近づいていた。人に慣れているのか、細い首を優美に伸のばし、邪じや心しんのないつぶらな瞳ひとみでラルフをじっと見上げている。


　鈍にび色いろの雲間から一条の光が差し込む中、ラルフは黒い革かわの手袋を外し、すっと水鳥へと手を差し伸べた。


　それは昔、玲の頰ほおをそっと包んだあの手の優やさしさそのままだ。


　人差し指と中指の背をするりと水鳥の頭に滑すべらせる仕草に、玲の頰にちりちりと疼うずくような感覚が生まれる。


　──昔あんなふうに、よく頰を撫なでられた。


　あれはラルフにとって親愛を示す仕草だ。言葉で気持ちを伝えたり、キスや抱だき合うことができないとき──例えば廊ろう下かで擦すれ違ちがうときなどに愛いとしそうな目をしたラルフに、ああやってよく触ふれられた。あの頃ころはそれがとても恥はずかしくて、真っ赤になって抗こう議ぎしたものだ。けれど今は、その仕草が堪たまらなく懐なつかしい。あれはとても贅ぜい沢たくな一時だったのだ。


　甘えるように膝ひざに頭を摺すり寄せた水鳥に向けられる、優しく細められた眼差し。


　──もう一度、あんなふうに……。


　触れて欲しい。見つめて欲しい。封じていたはずの切望が疼き、玲の胸を軋きしませる。


「はいオーケー！　お疲つかれさまー！」


　撮さつ影えい終了を告げるカメラマンの声に、玲ははっと我に返った。水鳥は湖の方へ戻り、こちらへ歩を進めてくるラルフもまた常の無表情に戻っていたが、玲はもうそれを怖こわいと思わなかった。むしろ、愛しい。もっと近くで、ずっとずっと見つめていたい。


「もの欲しそうな目で見るな」


「え、？」


「取材相手をいつもそんな目で見ているのか？」


　一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからず玲は瞬まばたきをした。ラルフはいかにも不ふ愉ゆ快かいそうにこちらを見下ろしている。声や目つきが感情的で、それはこれまでのラルフからは考えられない変化だが、それよりも思わぬ言いがかりをつけられたことに玲はむっとして言い返した。


「何だよそれ!?　変なこと言うな！」


　言うに事欠いて、もの欲しそうとはどういうことだ。


「変なこと、か。どうだろうな。おまえの記事はどれを見ても取材対象に入れ込んでいるように思えるが？」


「そんなことない、俺は客観性も大事にしてる。けど、取材相手を大事に思って何が悪いんだよ？　それを言ったらおまえのことだって同じように見てるのに」


　何が気に障さわったのか、ぴくりとラルフのこめかみが引き攣つった。


「同じ、だと？」


「同じであろうと努力してる。ただ言っておくけど、俺は本当はモデルのおまえは苦手なんだからな、いつも怖い顔してるから。けど、さっきは俺の好きなラルフそのままだったから、びっくりしてちょっと見入ってただけだ」


　だからもの欲しそうだなんて思われるのは心外だ、と思ったままに抗議したのだが、ラルフの耳には別の言葉が引っかかったようだ。


「好き──？」


　啞あ然ぜんと呟き、驚おどろいたようにラルフが目を見開くのを見て、自分が口走ったことに思い至り、玲は真っ赤になって「違う！」とぶんぶん首を横に振ふった。


「全然違うから！　好きって言ったのはそんな変な意味じゃなくて、犬とか猫ねことか象が好きとか、そういう種類の好きだからな！」


　熱くなった首筋を擦さすりながら玲が必死に言い繕つくろうのに、なぜだかラルフはますます驚きよう愕がくしたようだ。目を瞠みはり、瞬きも忘れてこちらを凝ぎよう視ししている。


　──な、なんで!?　俺、何か変なことを言った？


　玲はうろたえ、思わずアーティを振り返る。しかし、さっさと撤てつ収しゆうを始めた背中からは「ばーか」と呆あきれ声が返されただけだった。
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　──……なんでこんなことになってるんだ？


　美しい旋せん律りつが舞まい上がり、天てん井じようでふわりと広がって降り注ぐように響ひびいている。曲はロンドンを舞台にした有名なミュージカル映画のメドレーだ。


「今夜、町の教会で開かれる演奏会に招待されているんだが、暇ひまなら付き合え」


　命令口調でありながら、どことなくおずおずとした様子のラルフに誘さそわれたのは、演奏会当日の午後のことだった。


　この土地の名士でもあるラルフは演奏会に随ずい分ぶん前から招待されていたらしい。当初の予定では欠席するはずだったようだが、今日は午後から雨になり、撮影が中止になったので予定を変へん更こうすることにしたのだという。


「プログラムの大半が映画音楽だ。屋や敷しきにいても退たい屈くつだからな、連れて行ってやってもいいが」


　どうする、と尋たずねられ、渡わたされたプログラムに心こころ惹ひかれたのは本当だ。けれどそれよりも、ラルフが誘ってくれたことが嬉うれしくて玲は行くと答えた。


　しかし、それは失敗だったかもしれない。


　──二人きりだと知ってたら、絶対来なかったのに。


　撮影スタッフは町のホテルに滞たい在ざいしているが、アーティはラルフの屋敷に泊とまっている。だから当然、三人で行くものと玲は思い込んでいたのだ。


　──やっぱり断ればよかった。


　ラルフに他意がないことはわかっているが、玲は先日の湖での撮影でラルフへの思いを改めて自覚してしまったばかりだ。仕事以外での接せつ触しよくはできる限り避さけたいのだけれど、玲のそんな心情などラルフにわかるはずもなく、こうして彼の好きなように振り回されてばかりいる。


　──大体ラルフは最近ちょっとおかしい。


　あの驚愕の眼まな差ざしで玲を見たその翌日から、何だか様子が変なのだ。


　夜よ毎ごと玲を抱くのは変わらないし、髪かみに隠かくれる耳のすぐ下に必ずキスの痕あとを残すのも相変わらずだ。しかしラルフに変化が起きているのは疑いようのない事実だった。


　玲を抱くときは相変わらず強ごう引いんだが、愛されているんじゃないかと錯さつ覚かくしそうになるほど愛あい撫ぶの手は優しく、慈いつくしむようなものに変わった。


　これまでは有う無むを言わさず玲を傍そばに置いて堂々と見張っていたのに、今は視線を感じる割には目の合う回数が随分と減り、それでいてアーティを交まじえてのお茶や食事のテーブルにつくときは、必ず自分の正面か隣となりに玲の席を用意させる。


　スコーンが喉のどを通らなかったのは不味まずいからではなかったのに、「これなら食べられるだろう」とお茶の時間にオレンジマーマレードを添そえた、薄うすいプレート状のビターチョコレートを供されたときは驚いた。食べられるも何も、それは学生時代にラルフに教えられた玲の一番の好物だ。アーティに貰もらったチョコが苦くて食べられないとぼやいたら、それをラルフが取り上げてマーマレードを載のせると口に放り込んできた。アーティは嫌いやな顔をしたが、その甘さと苦味の絶ぜつ妙みような組み合わせにいたく感激して以来、チョコレートはビターでオレンジマーマレードを添えるのが玲の定番になっている。


　だが、まさかそれをラルフが憶おぼえているとは思わなかった。スコーンにクリームをつけ過ぎていると眉を顰ひそめられたから、玲の嗜し好こうなど彼の記き憶おくから抹まつ消しようされたと思っていたのに、そんな些さ細さいなことをラルフは憶えていたのだ。その上、今夜は二人で演奏会である。


　──こんなの、どうかしてる。


　こんなふうに傍に置かれたら、必死に封ふうじ込めているものが表面に溢あふれ出してしまいそうだ。勿もち論ろんそうならないように自分の心をきつく戒いましめている。今夜の演奏会に誘われたときも、


「恋こい人びととか婚こん約やく者とかいるんじゃないのか？　その人と行けば？」


　そう言って予防線を張ったのだ。だが、


「今は恋人も婚約者もいない。来月の半ば辺りには、わからないが」


　少しだけ言いにくそうに答えたラルフに、胸が軋んで苦しくなった。何だかんだと言い訳をしても、本当のところは、恋人も婚約者もいないしできる予定もないと言って欲しかったのだ。


　──自分で掘ほった落とし穴に自分で嵌はまってどうするんだよ。


　誰のものにもならないで欲しいなんて、願ってはならないとわかっている。けれど、いつもラルフの傍にいて、優やさしく抱だかれ、まるで好意があるかのような細やかな気き遣づかいを見せられていると、嬉しくて幸せで、このまま時間が止まればいいのにと本気で考えてしまうのだ。そんな自分の馬ば鹿かさ加減に呆れながらも、今も二人でいることに密ひそかに喜びを嚙かみ締しめている。


　──来月半ばに、ラルフは婚約するんだろうにな。


　今は特別な人はいないけれど、来月半ば辺りはわからない。それはつまり、そういうことだ。


　もうすぐラルフは誰か他ほかの人のものになる。今度こそ本当に、自分の手の届かないところへ行ってしまう。


　──そんなこと、知りたくなかった。


　牽けん制せいの仕方なら他に幾いくらでもあるはずなのに、よりにもよってなぜあんなことを口にしたのだろうと苦い思いを嚙み締める。と、ふいに右手にラルフの手が重なってきた。


「──っ!?」


「……」


　驚いて隣を見上げたが、ラルフは素知らぬ顔で前を向いたままだ。包み込まれた右手からラルフの熱が伝わって、身体からだがじわりと痺しびれていく。目め眩まいがしそうだ。


　なぜこんなことをするのかと玲は包まれた手を引き抜ぬこうとしたが、それよりも一いつ瞬しゆん早く握にぎり取られた。痛いほどではないが、逃にげられもしない。そんな絶妙な力加減で捕とらわれる。


「ラ、ルフ……っ」


　離はなせ、と唇くちびるは動くのに、それがどうしても声にならないのは心の弱さの表れだ。


　──駄だ目めだ、これ以上好きになるな。


　ぎゅっと目を閉じると、瞼まぶたの裏に執しつ事じの咎とがめるような眼差しが浮うかび上がった。


『デュランディ卿きようとの関係に、ミヅキ様から終しゆう止し符ふを打っていただきたい』


　厳格な面おも立だちと、それに相応ふさわしい硬かたい声こわ音ねが耳の底に谺こだまする。


　──そうだ。もし、もしもラルフが俺のことをまた好きになってくれるなんて奇き跡せきが起きても、この関係は続かない。


　いくら好きでも共に生きられないことはある。好きなだけでは、どうにもならないことがある。


　玲はそれを六年前、執事のジェームズに教えられた。


　それは玲がパブリック・スクールを卒業し、今滞在している別べつ邸ていに、ラルフに招かれたときのことだ。


　ラルフが所用で外出したとき、玲はジェームズに話があると呼び出された。


『デュランディ卿とミヅキ様のご関係につきましては、ほぼ正確に把は握あく致いたしております。その上でのお願いなのですが、お二人のご関係にミヅキ様から終止符を打っていただきたい』


　いきなりそう切り出されたのが、恋こいの終わりの始まりだった。


　玲とラルフが付き合っていることは、アーティ以外には誰も知らないはずだった。それなのになぜ、と破は裂れつしそうな心臓を抱かかえ、玲は子供のようにふるふると首を横に振ふった。


　嫌だったのだ。ラルフと別れるなんて考えられなかった。


　──だってラルフは、俺が守るって決めたんだ。


　両手をぎゅっと握り締め、玲は挑いどむように老木のような風ふ情ぜいの執事を見返した。


『これはご一族の皆みな様さまの総意でございます。デュランディ卿には是ぜ非ひとも正当なご結けつ婚こんをしていただき、正当なご家庭を築いていただかねばなりません。理由はおわかりですね？』


　ラルフの出生のことを仄ほのめかした執事に、玲はカッとなって言い返した。


『ラルフと別れるのは嫌です。俺は男だし、貴方あなたの言う正当な関係ではないかもしれないけど、人を大事に思う気持ちにそういうことは関係ないでしょう？』


『他では存じませんが、ここでは関係がございます』


　ジェームズは静かに、しかし断固とした声音で言い切った。


『英国は階級社会です。上流階級には長く受け継つがれてきたルールがございます』


　そのルールから逸いつ脱だつしてはならないのだとジェームズは言った。例えばラルフが結婚するならば、その相手は人ひと柄がらは勿論、公こう爵しやく家と釣つり合いの取れる家いえ柄がらや教養、知性などが要求される。その水準に達しない、或あるいはまるで違ちがう世界に住む人間と結婚すれば、社交界の顰ひん蹙しゆくを買って交際の輪から外されてしまうのだという。


『同性同士の交際も同様でございます。上流階級の方々はとかく保守的でいらっしゃいますので。この国には同性同士の、結婚に準ずる制度がございますが、それは少なくとも当家では通用致しません』


　ジェームズは暗に、ラルフの恋人が玲だと知られれば、ラルフが社交界から弾はじき出されてしまうことを伝えてきた。そうなれば交際の幅はばが狭せばめられ、公爵家のビジネスやラルフ自身の今後の人生にも大きな影えい響きようを及およぼすことになるのだという。それを理路整然と説明されて、玲は次し第だいに息が苦しくなってきた。


　自分と付き合っていることがラルフの将来を左右するほどのことだなんて、玲は考えたこともなかった。ただ好きで、ラルフの傍にいたくて、その思いを伝えるだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。夢のように甘く幸せな、二人だけの楽園。その外には厳しい現実があることを、玲はこのとき初めて思い知らされた。


『この件はご一族の外には漏もれておりません。もし外部に知られたとしても、今ならばお若いので大目に見ていただけることでしょう。ですから、どうぞご決断を』


『でも……でも、ラルフと別れるなんて、そんなこと』


　抗あらがう玲に焦じれたのか、執事の言葉がきつくなる。


『デュランディ卿を大切に思っておられるのではなかったのですか？　それともご自分の我が儘ままを通されて、公爵家とデュランディ卿の未来をその手で潰つぶすおつもりですか？』


『そんな…！』


『こんなことを申し上げるのは心苦しいのですが、ミヅキ様のご実家の事業は近ちか頃ごろはかばかしくないとか。現状を鑑かんがみますと、同性同士であることを差し引きましても、お二人の世界は対極にあるのでは？　もしミヅキ様が女性だったとしても、公爵家の家柄に相応しいかどうか』


　あからさまな侮ぶ辱じよくに全身がカッと熱を持った。だが、言い返せなかった。その頃ころ、玲の父が営む事業が傾かたむいていたのは本当で、玲がこのまま英国の大学に進学できるかどうかの見通しも立てられないほどだったのだ。


『デュランディ卿はこの国や一族、家や使用人に対して責任がございます。ミヅキ様お一人を選ぶことは許されませんし、いずれご結婚なさいます』


　容よう赦しやのない現実を次々と突つきつけられて混乱している玲に対し、ジェームズは追つい撃げきの手を緩ゆるめようとはしなかった。


『デュランディ卿には、誰もがお認めになる女性を迎むかえていただき、そのお方との間に跡あと取とりをつくっていただきます。そして異性であれ同性であれ、アッシュフォード家では不ふ倫りん関係は禁きん忌きとなっております。その理由はご承知ですね？』


　打ちのめされ、反論する気力もなくなって玲が力なく頷うなずくと、執事も結構とばかりに頷いた。


『同性と交際するなどという、後ろ暗いことをしていただく訳には参りません。デュランディ卿には常に正しくあっていただき、いかなる方々にも好こう奇きの目や疑ぎ惑わくの目を向けられることのないように、ご自身を律していただかねばならないのです。ご自身と公爵家、そして何よりも英国王室の安あん寧ねいのために』


　きっと最後の言葉が彼の一番言いたかったことなのだろう。ショックのあまり何も考えられなくなった頭に、ジェームズの声が重く響ひびいた。


　その後もジェームズの言葉がぐるぐると頭に渦うず巻まき、玲は眠ねむれない夜を過ごした。


　──俺、ラルフと別れなきゃいけないのかな。


　嫌いやだった。だが自分とラルフは国こく籍せきも違ちがうし、何より立場が違いすぎた。彼が背負うものは大きくて重く、それを一いつ緒しよに支え、受け継ぎ、次の世代に渡わたすことができるのは同じ立場の女性なのだ。玲はラルフを好きだけれど、好きなだけでは彼とは一緒にいられない。


　──それに、もしも俺と付き合ってることが世間に知られたら……。


　きっと公爵家の醜しゆう聞ぶんとして広まってしまう。それをきっかけにマスコミがラルフのことを調べたら、彼の出生の秘密に辿たどり着いてしまう可能性もあるのだ。そしてもし、王室と公爵家の不ふ祥しよう事じが表おもて沙ざ汰たになったら、周囲の人々はラルフの不注意な行動のせいだと彼を責め、辛つらく当たることだろう。その上世間の晒さらし者にされたら、ラルフはどれほど傷つくだろうか。


　──そんな……それじゃラルフを危険な立場に追いやってるのは、俺？


　その事実に行き当たり、玲は愕がく然ぜんとした。


　──……別れることでしか、守れないのか……？


　どんなことがあっても守ろうと決めたラルフの心。彼の未来。それを自分が潰すかもしれないなんて、信じられなかったし信じたくなかった。だが、考えれば考えるほどジェームズの言う通り、玲の存在はラルフとアッシュフォード家の行く末を閉とざしてしまいかねない障害だ。


　……別れるしかないのかもしれない。ふと心が揺ゆらいだとき、玲の父の会社が倒とう産さんの危機に直面し、なるべく早く帰国するようにと連れん絡らくが入った。


　衝しよう撃げき的な話に頭の中が真っ白になったが、そこに「引き際ぎわ」の文字が浮かび上がった。


　ラルフへの思いは心臓の一番近くに根を張り、身体に溶とけ込んでしまっていた。それを思い切るとしたら、正しく身をもがれるほどの苦痛を伴ともなうことだろう。


　──でも、それでラルフを守れるなら……。


　どんなに苦しくても構わない。ラルフのためなら何でもする。何でもできる。


　彼の未来の幸せのために別れるしかないというのなら、それだって、できるはずだ──。


　身を裂さかれるような思いで玲は心を決めた。ラルフとはもう二度と会わないとジェームズに約束し、帰国の準備をすべて済ませてラルフに別れを切り出した。


『何を言っているのかわからない』


　別れを告げると、ラルフは奇き妙みように表情のない顔をしてそう言った。けれど玲を凝ぎよう視しする双そう眸ぼうは怒いかりに燃え、その両手は玲の両りよう腕うでをしっかり摑つかんで決して放そうとしなかった。


『ごめん、ラルフ。でも、もうこれ以上は一緒にいられないんだ』


『意味がわからない。玲、自分が何を言っているのかわかってるのか？』


『わかってる。そうじゃなきゃ、こんなこと言えない』


『嫌だ、俺は認めない。別れない。絶対に手放さない』


『ラルフ、俺は──』


『ずっと一緒にいると言ったじゃないか！　玲だけは俺の味方だと信じていいはずじゃなかったのか!?』


『けど、──もう、駄だ目めなんだ』


　必死に告げたその声が震ふるえていたことに、もしかしたらラルフは気付いたのかもしれない。戦慄わななく唇くちびるから漏れる吐と息いきが、嗚お咽えつになりかけていたことも。


『どうしていきなり、そんなことを言うんだ』


　ラルフは玲の両腕を摑み直し、自分へと引き寄せようとした。訳がわからないながらも、今にも泣き出しそうな玲を抱だき締しめようとしたのだろう。そんなラルフの心の動きはすぐにわかった。そして、抱き締められたら決意が崩くずれて、離はなれられなくなることも──。


『……好きじゃ、ないんだ』


『玲？』


　動きを止めて顔を覗のぞき込んできたラルフを、玲は無表情に見返した。どんな表情も作れなかった。笑え顔がおも泣き顔も怒った顔も、大だい嫌きらいだという顔も。


『俺は最初から、好きじゃなかった』


『玲、何を──』


　ラルフの手を振ふり払はらえない。説得することもできない。なら、断たち切るしかない。


『全部遊びだったに決まってるだろ。本気で好きだと思ったことなんか一度もない──！』


　身を切るような思いで、そう叫さけんだ。


　別れたことは後こう悔かいしていない。けれど、あんなことを言うべきではなかった。もっと言葉を選ぶべきだった。だが、あのときは自分の気持ちを抑おさえ込むのが精一杯で、引き止められるといっそう苦しくて、一秒でも早くラルフの腕から逃にげ出さないと、どうにかなりそうだったのだ。


　ラルフの傷ついた表情が忘れられない。自分の振るった言葉の刃やいばにラルフの心がずたずたに切り裂かれてゆくさまを、あのとき玲は見たような気がした。それを思い出すだけで、ラルフの手の中で玲の指先が冷えてゆく。


　演奏が終わり、拍はく手しゆが鳴り響いた。その音にふと感覚が現実に引き戻もどされる。


　──本当なら、こんなふうに傍そばにいられる立場じゃない。


　この温ぬくもりに触ふれる権利は、とうの昔に失っていた。だからこれは束つかの間の夢だ。この仕事が終わったらラルフとは本当に離ればなれになるのだろう。単なるライターと英国貴族に本来接点はないのだから、今度こそ二度と会えなくなる。


　本音を言えば、一緒にいたい。だが、酷ひどい言葉でラルフを傷つけた自分には、そんなことを願う資格はなかった。執しつ事じに言われたことや約束もちゃんと憶おぼえている。


　玲はラルフに包まれた手をもう一度引いた。けれどやはりラルフに阻はばまれて取り戻すことはできず、それをどこかで喜んでいる自分を否定することもできない。


　──この仕事が終わったら、ちゃんと別れるから。だから、あと少しだけ──……。


　教会の美しいステンドグラスと十じゆう字じ架かが、照明を受けて密ひそやかに光る。


　拍手が止やんで会場が静まり、今は酔うよりも胸が痛くなるような甘い旋せん律りつが響きだした。











　演奏会が終わり、十分に余よ韻いんを味わってから外へ出ると、雨は風を伴い激しさを増していた。


「車を回してくる。ここで待ってろ」


　そう言い置いて、止める間もなくラルフが雨の中を駆かけ出していく。玲はその後を追おうとしたが、ラルフの姿はあっという間に闇やみに紛まぎれて見えなくなってしまった。


「……そういう気の遣つかい方、どうにかしてくれよもう」


　玲だって別に濡ぬれても構わないのに、自分は濡れても相手は雨に打たせないとか、そういうことを普ふ通つうにするから英国紳しん士しは嫌なのだ。もっとも、ベントレーのシートを汚よごされたくないが故ゆえの措そ置ちだというのなら話は別だが。


　ラルフを待って、屋根つきポーチの柱に玲はそっと肩かたを凭もたせかける。ゆっくり出てきたので、辺りにはもう人ひと影かげがない。なんだか急に人ひと恋こいしくなって小さく息をついたとき、水の跳はねる音が耳を打った。ラルフが来たのかと、玲は顔を上げる。が、その瞬しゆん間かん、いきなり肩を摑まれて、驚おどろく間もなく物もの凄すごい力で教会の壁かべに背中を押し付けられた。


　何が起きたのかわからないまま見開かれた双眸に、見知った顔が大きく映る。


「ニック──!?」


「やっぱりな。こんなことだろうと思ったぜ。おまえが『イリオン』の打ち上げにいるなんて怪あやしいと思ったんだ」


　歪ゆがんだ笑えみを間近に見て、とっさに玲は逃げ出そうともがいたが、教会の壁に身体からだを強く押し付けられて動きを封ふうじられてしまった。


「痛っ……！　何するんだ、放せ！」


「聞いたぜ、シュヴァリエの独どく占せん取材してんだってな。また人のネタの横取りする気かよ？　どんなコネ持ってんだ、おまえ。身体で仕事取ってんのか？」


「そんな訳な──」


「とぼけんな」


　ニックが喉のど元もとを締め上げてくる。


「一いつ緒しよにいた奴やつ、シュヴァリエだろ。奴ら今この辺で撮さつ影えいしてるんだったよな？　で、独占取材中のおまえは、こんな痕あとつけてシュヴァリエとデートときた」


「そんなんじゃ、な…い……っ」


「隠かくすなよ。シュヴァリエか？　それとも『イリオン』の御おん曹ぞう司し？　どっちにこの痕つけさせて仕事取ったんだよ。まさか二人同時とか言わねぇよな？」


　髪かみに隠された耳のすぐ下を指で突つつかれて、玲は顔を強こわ張ばらせた。そこにはラルフのつけた痕があるはずだ。慌あわてて無ぶ遠えん慮りよな手を振り払うと、ニックが喉のどの奥でくく、と笑った。


「へぇ、やっぱそうな訳？　お綺き麗れいな記事書いてるわりに案外やること汚きたねぇんだな。けど、やっぱり俺、おまえ欲しいわ。組んだら凄すげぇ儲もうかりそう。なぁ、あんな奴よりよくしてやるから、俺のものになれよ」


「嫌いやだ」


「あ、そう。ふぅん？　けどおまえ、絶対気が変わるぜ。シュヴァリエ絡がらみの凄ぇネタがもう少しで手に入るんだ。そのとき連れん絡らくしてやるよ」


　それまで待ってな、と恫どう喝かつするように囁ささやいてニックは姿を晦くらました。それと入れ代わるようにして闇からベントレーが走り出て、玲の目の前で停止する。降りてきたラルフが足早にこちらへ近づいてくるのに、ニックとのことを見られていたのだとすぐにわかった。


「何があった？　今の男、リッツでおまえに絡からんでいた奴だろう」


「え？……いや、うん。似てたけど違ちがうよ。ただの酔よっ払ぱらい」


　冷え切った左手を温かな首筋に触れさせながら、玲はラルフから視線を外した。


「そんな訳あるか。何をされた？　顔色が悪い」


「何もされてないって。顔色が悪いのは、多分寒いからだ」


　余計な心配をかけたくない。早く帰ろうと、どこか剣けん呑のんな目つきのラルフを急せかして玲は車に向かった。




　　　　４







「ニック・メドウズがこの町に来てる」


　今日の撮影場所は、屋や敷しきの傍に建てられた教会の礼拝堂だ。礼拝堂は石造りで天てん井じようが高く、小さな音でも堂内に豊かに響ひびくので、玲は声を潜ひそめ、そっとアーティに耳打ちした。


「へぇ、さすがパパラッチ。極ごく秘ひの撮影を嗅かぎつけるとはね。侮あなどれないな」


「感心してる場合じゃないだろ。ここは別べつ邸ていとはいえ、ラルフとは縁えんの深い土地なんだぞ」


　国外で生まれたラルフは父に引き取られて英国に戻ったとき、すぐには本宅に入らず、数年間はこの別邸で育てられたのだという。その当時、使用人として屋敷に上がっていた者が、今は町で暮らしていても不思議ではない。


「あいつ、シュヴァリエ絡みの凄い情報を見つけたみたいなことを言ってたんだ。もし、あのことが表おもて沙ざ汰たになったら……」


　想像するだけで玲の心臓は早はや鐘がねを打つ。


「そんな悲ひ愴そうな顔するなよ。大だい丈じよう夫ぶだって、真相を知っている人間は、当時もほんの一ひと握にぎりしかいなかったんだし」


「けど……」


「俺の方でも、できる限りの手は打つよ。スタッフにも注意するよう話しておくし、警備の方もこれまで以上に厳重にするように手配する」


「うん。頼たのむ」


　ストロボが焚たかれ、視界の隅すみでラルフの姿が刹せつ那な、白い光の中に消える。心配ないと力強く頷うなずくアーティを信用していない訳ではないけれど、言いようのない不安に胸が騒さわいだ。


　──ニックは何を摑つかみかけてるんだろう。シュヴァリエの正体？


　だが、シュヴァリエが英国貴族であることはメディアに関かかわる者にとって、既すでに秘密でも何でもない。タブロイド紙は日ひ替がわりでシュヴァリエの正体を報じているが、それは正体を知らないからではなく、そうして煽あおれば売れるからだ。


　──まだデュランディ公こう爵しやくだってことまでは、特定されていないみたいだけど。


　だが、それも時間の問題だ。ラルフがあまりにも堂々と素す顔がおを晒さらしているから他人の空似だと思われているだけで、その事実はそろそろ世に出るだろう。ニックが意味深に仄ほのめかすほどの内容ではない。それならニックが摑みかけている秘密とは──？


　──嫌な予感がする。


　玲が気を揉もむ内にも撮影は着々と進んで二月に入り、土日の休日を除けばすべての予定を消化するまであと五日になっていた。


　このまま何事もなく、ニックが何も摑めないまま終わればいい。そんな玲の願いも虚むなしく、土曜日の午後、屋敷の電話が不ふ吉きつな音を響かせた。


「ミヅキ様、お電話が入っております」


「俺に？」


　玲は知らず身構えた。


「誰から？」


「それが、ニックとしか。最初はＮとしか名乗らなかったので、それではお繫つなぎできませんと申し上げたのです。そうしたら、ニックだと、そう言えばわかるの一点張りで」


　どう致いたしましょう？　とメイドは困こん惑わく顔だ。


「ありがとう。知り合いです」


　胸の鼓こ動どうが速くなったが、メイドを安心させようと玲はにこりと笑え顔がおを見せた。


「──もしもし。ニック？」


『よう、アキラ。この前はどうも』


　受話器から流れてきた声に、うなじの産うぶ毛げがぞわりと逆立つ。


「何の用だよ」


『言っただろ？　おまえが俺のパートナーになりたくなるような話をしようかと思ってさ』


　ふと目の前が翳かげり、玲は窓の外を見た。空に墨すみを流したかのように雲が急速に広がっていく。


『シュヴァリエの素す性じようは英国貴族。これは既に目新しいネタじゃない。だが、王室と繫がりの深いアッシュフォード家の当主、十三世デュランディ公爵だってことは、まだそれほど知られていないよな？　この公爵閣下、いつ、どこで、どんなふうに生まれてきたんだと思う？』


「……何が言いたいんだ」


『公爵家の隠された火種について、ってとこだな。これを知っている人間はほんの一握りだ。おまえも知りたくねぇ？　っていうか、俺が何を摑んだのか、知りたいんじゃねぇ？』


　カッ、と遠い空に稲いな妻ずまが走った。


　──公爵家に隠された火種……。まさか、それはラルフの出生の秘密のことか？


　少し遅おくれて遠えん雷らいが届く。


　──けど、まだそうと決まった訳じゃない。


　少しずつ近づいてくる雷かみなりの音に、速まる鼓動が重なる。玲は深く息を吸い込んで、平常心を保とうと努めた。


「いったい何を摑んだ？」


『電話じゃちょっと言えねぇな。誰にも言わずに今すぐ来るなら、今後のことも含ふくめて話し合ってやらないこともねぇけど？』


　どうする、と問われたところで選せん択たく肢しなどありはしない。


「わかった。どこへ行けばいい？」


　玲はニックに指定されたホテルの名前を頭に刻むと、丁度町へ戻もどるクリーニング業者を見つけ、その車に同乗して密ひそかに屋敷を抜ぬけ出した。


　この辺りは観光地から少し外れた北にあり、湖水地方の奥おく座ざ敷しきともいうべき場所に位置している。観光客はもともと少なく、今はシーズン・オフということもあって町は人ひと影かげもまばらだ。それでも自然と親しむために週末を利用してロンドンなどから人がやってくるため、Ｂ＆Ｂやホテルは営業していた。ニックが指定してきたのは、そんなホテルの中でも一ひと際きわ目立つ貴族の館風のリゾート・ホテルだ。


「よう、早かったな」


　呼び出されたホテルの部屋のドアを叩たたくと、待ち構えていた様子でニックが出てきた。黄色い髪かみや牙きばを模かたどったピアスが、アンティークの調度品や絵画が美しく配置されたその部屋にはどうしようもなく不釣つり合いで、玲を落ち着かない気分にさせる。


「何がわかったんだ、ニック？　公爵家の火種って──」


「まぁそう焦あせるなよ。どうせ知ってんだろ？　公爵閣下も御おん曹ぞう司しも、おまえのご学友だったんだし。特に仲が良かったんだってな」


　握にぎり締しめた拳こぶしがぴくりと震ふるえた。だが、この程度のことなら誰でも調べられる。動どう揺ようを示してニックに確信を与あたえてやることはないと、玲は奥歯を嚙かみ締めたものの、頭の中ではひっきりなしに警けい鐘しようが鳴り響いていた。


　予感があった。多分ニックは真実のすべてとはいかないまでも、その断だん片ぺんを確実に摑んでいる。


「どうしたんだよ、おまえのそんな深刻な顔、初めて見たぜ？　あぁわかった、心配してんだろ。仲良しの公爵閣下が、前公爵と不ふ倫りん相手の子供だってことが露ろ見けんしたらどうしようって？」


　その言葉が玲にもたらした衝しよう撃げきは、到とう底てい抑おさえ切れるものではなかった。雷に打たれたように全身を動揺が貫つらぬき、小刻みな震えがその後を追う。


　──駄だ目めだ、落ち着け……！


　これではニックの言葉を認めたも同然だ。だが、どうしても震えを止められない。


「ニック、それは……」


「残念ながら、まだ不倫相手までは辿たどり着いてない。そこは謎なぞのままだ」


　衝撃を受けて思考が止まっている間に、玲はニックにコートを脱ぬがされ、肩かたを抱だかれてベッドに座らされていた。


「相手を割り出すのは時間の問題だ。けど、その相手とやらが誰だとしても、ご学友の公爵閣下の醜しゆう聞ぶんが表沙汰になるなんて嫌いやだよな？」


　嫌に決まっている。嬲なぶるようなニックの口調に、玲は彼を睨にらみつけた。そんな玲を面おも白しろがるようにニックが口の端はしを吊つり上げて、玲の首周りを覆おおうマフラーを取り外す。


「このネタは、今の段階でも十分に売れる」


「ニック……っ」


「なぁ、この不倫ネタを仲間内に売ってみようか？　多分あっという間に真相がわかるぜ。相手の女を洗い出すのに一週間もかからない」


　それはそうだろう。ハイエナのようなパパラッチに寄ってたかって過去を暴あばかれたら、デュランディ公爵家の王室を巻き込んだスキャンダルが表おもて沙ざ汰たになってしまう。


　──そんなの駄目だ。


　玲はラルフを絶対に守ると決めていた。そのために彼と別れたのだ。執しつ事じとの約束だけじゃない、ラルフのことは自分が守ると玲は他ほかならぬラルフに対して誓ちかっている。たとえラルフの心を一時傷つけたとしても、彼の未来はどんなことをしてでも守ると自分自身に約束したのだ。


「──そんな話、信じられないな」


　注意深く喉のどを絞しぼり、玲は出来る限り冷静な声こわ色いろを作った。ニックが意外そうに右みぎ眉まゆを上げるのを、努めて冷ややかに眺ながめやる。


「おいおい、何言い出すんだおまえ」


「何って、信用できないからそう言っているだけだ」


　悪あがきと承知で、玲はしらを切った。もしもニックが確証を何も摑んでおらず玲にカマを掛かけているのだとしたら、知らない振ふりをすることで何とか誤ご魔ま化かせるかもしれない。望みは薄うすいが、玲はその可能性に縋すがった。


「デュランディ公爵家の家風を知らないのか？　とても古風で厳格な一族だぞ。当主は代々謹きん厳げん実直な人だっていうし、前当主の不倫の噂うわさなんて俺は聞いたこともない」


　首筋に当てた手に、どくどくと不快な脈が伝わる。これでニックが諦あきらめてくれないだろうかと、内心で必死に祈いのっていた──が。


　軽く目を見開いていたニックがその表情を次し第だいに歪ゆがめ、くく、と喉の奥で笑い出す。


「案外馬ば鹿かだったんだな、アキラ。おまえさ、せっかく頑がん張ばって噓うそついてんのに、声が震えてちゃ意味ないぜ」


「噓なんかじゃ──」


「今いま更さらとぼけても無む駄だなんだよ」


　笑いを収めたニックが、ぎらりと目を光らせた。


「これ以上ふざけたこと抜かしやがったら、問答無用でネタばらまくぜ？　いいのかよ」


　その獰どう猛もうな目の色に、玲は小さく息を呑のむ。


「あのシュヴァリエが実は公こう爵しやく閣下で、不義の子だってのは面白いネタだ。きっと高く売れる。でも、そんなことをしたら可哀かわい相そうだよな？　実はシンデレラよろしく継まま母ははの苛いじめに耐たえながら生きてきた、気の毒な男なのかもしれないし？」


　ニックの確信に満ちた口調に、玲は己おのれの敗北を悟さとった。これ以上の誤魔化しは無理だし、無意味だ。


「……話し合いをしてもいいって言ったよな？　ニック」


　ニックを睨みつけたまま、玲は言った。緊きん張ちようして声が掠かすれたが、今度は震えはしなかった。


「止やめてくれ。この件からは手を引いて欲しい」


　頼たのむ、と頭を下げた玲に、どうしようかなとニックは薄ら笑わらいを浮うかべる。


「それはおまえの出方次第じゃねぇの？」


「出方って」


「そうだな。例えば、おまえが俺のパートナーにならないって言い張るなら、ナイーブな俺は傷ついて、憂うさ晴らしにこのネタを叩き売るかもしれねぇな。それも、今すぐに」


「──ッ」


　目を見開いた玲に、ニックは上じよう機き嫌げんで続けた。


「ギブ・アンド・テイクだ。基本だろ。俺がこの件から手を引く代わりに、おまえは俺に何を寄よ越こす？」


「……パートナーになればいいのか」


「簡単に言えばそういうことだ。もう少し細かいことを言うなら──」


　ニックは具体的な条件を出してきた。まず、シュヴァリエの独どく占せん取材を発表するときはニックの名も連名で入れること。連名なのだから収入は折半すること。今後はパートナーとしてニックの仕事に協力し、プライベートでも彼のものになること──。


「ま、つまり俺に絶対服従しろってことだ。これを呑むなら、シュヴァリエの件から手を引いてやらないこともないぜ？」


　引いてやる、とは言わないのがこの男の姑こ息そくなところだ。拒きよ否ひ権がないことはわかっているのに、どうしてもイエスと言えないまま、込み上げてくる嫌けん悪お感に玲は唇くちびるを嚙み締めた。


「返事ができなきゃ態度で示しな」


「あっ……」


　いきなり捲めくり上げられたセーターが視界を塞ふさいで頭を覆おおった。驚おどろいている間に玲はニックに肩を押され、ベッドに仰あお向むけに倒たおれ込む。伸のし掛かってきた身体からだを突つき放そうとニックの胸を押し返したが、


「へぇ？　逆らうんだ？」


「……っ」


　すうっと目を細めたニックの言葉に、玲は手を下ろし、シーツを握り締めるしかなかった。


「そうそう、そうやっていい子にしてな。そうしたら、うんと可愛かわいがってやる」


　くく、と笑った唇をこめかみに押し当てられて、身体中に悪お寒かんが走った。


　──わかってる。言いなりになってもならなくても、結果は同じだってことくらい。


　ニックはパパラッチで、有名人の秘密やスキャンダルを食い物にして生きている。摑つかんだ情報を売らないという選せん択たく肢しは、彼の中には存在しない。


　そんな男の言いなりになったところで、ほんの少し時間を稼かせぐのがせいぜいだ。けれど今ここで拒きよ絶ぜつすれば、明日にはきっと蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになって、ラルフの秘密を暴かれてしまう。


　──どうすればいい？


　ラルフを守るために一番有効な手立ては何か。この窮きゆう地ちを脱だつするにはどうしたらいいのか。ニックに組み敷しかれたまま玲は必死に考えを巡めぐらせるけれど、何も思い浮かばない。


　焦あせる間にシャツのボタンが次々外され、あっという間に胸を開かれる。そこに散らばる口づけの痕あとに、ニックが尻しり上あがりの口笛を吹ふいた。


「凄すげぇ独どく占せん欲よく。シュヴァリエだか御おん曹ぞう司しだか知らないが、相当執しゆう着ちやくしてるなこれは。なぁ、おまえのカラダってそんなにイイの？」


「そんなの知るか……っ」


「可愛くねぇな。まぁいいけど？　これから直接確かめりゃいいことだし」


　楽しみだ、と獰猛そうに目を細め、ニックが玲の脚あしの間に膝ひざを割り込ませてきた。びくっと玲が身を震ふるわせると、いたぶるように肌はだを撫なでてくる。


「綺き麗れいな肌してんじゃん。触さわり心ごこ地ちいいな、おまえ」


「…っ、く」


　気持ちの悪さに上げかけた悲鳴を、玲は必死に嚙かみ殺した。声を上げればニックを楽しませるだけだ。


　膝で玲の下腹部を刺し激げきしながら、ニックが顔を近づけてくる。唇を蹂じゆう躙りんする気だと悟って顔を背そむけた玲は、ベッド脇わきに設置されたビデオを見つけて愕がく然ぜんとした。ニックはこの一方的な契けい約やくを記録して、それをネタに玲を縛しばるつもりなのだ。


「何だよ、キスは許さねぇって？　いつの時代の娼しよう婦ふだよ」


　あまりのことに身を凍こおらせている玲の顎あごを摑むと、ニックは容よう赦しやなく戦慄わななく唇に嚙みついた。


「…ッ！」


　本当に下唇に歯を立てられて、玲は驚いて目を見開く。するとニックは痛むそこに舌を這はわせて、にやりと目で笑えんだ。


「服従しろって言っただろ。痛い思いしたくなきゃ大人しくしてな」


　言うなり、唇への侵しん略りやくが始まる。


「…ぅ、んっ……っ」


　荒あら々あらしく押し入ってきた舌が玲のそれに絡からみつき、引きずり出して吸い上げる。嚙み癖ぐせがあるのか、唇にしたように痛いほど舌を嚙まれて玲は恐きよう怖ふに身を竦すくませた。


　ラルフにも舌を嚙まれたことはあるけれど、こんなふうに飢うえた獣けものが獲え物ものに喰くらいつくような恐おそろしいやり方ではなかった。憎にくまれて、好き勝手にされていると思っていたけれど、考えてみればラルフに抱だかれて痛い思いをしたことや乱暴に扱あつかわれたことなど、一度もなかった。


「震えてんの？　あんま怯おびえんなよ、苛めたくなるだろ」


「…ゃ、ぁ……っ！」


　寒さと緊張に尖とがった乳ち首くびを引っかかれ、耳の中にもぬるりと舌を入れられる。嫌悪にびくびくと震える脇わき腹ばらの動きを楽しむように滑すべり降りた手が、玲あきらのベルトのバックルにかかった。


　──いや、だ……っ。


　危機感に身体が強こわ張ばる。ニックはベルトとズボンのボタンを外してジッパーを下げると、すぐに下着の中に手を入れてきた。


「……っ」


「ほら、よくしてやるから声出せよ」


　ニックの荒あらい息いき遣づかいが耳に掛かかる。玲の身体を昂たかぶらせようと、下か肢しに絡んだ手が下着の中で動いている。そんなふうに嬲なぶられているところをビデオに撮とられているのかと思うと、屈くつ辱じよくのあまり涙なみだが滲にじみそうだ。


　そんな玲の心中を読んだのか、ニックが囁ささやきかけてきた。


「そこのビデオで撮られてんの、わかってるだろ？　せっかく撮さつ影えいしてんだからもっとイイ顔しろよ」


「…誰、が……っ」


「涙目で睨にらんでも可愛いだけだぜ。アップで撮ってやろうか」


　そう言うなり、ニックが本当にビデオカメラを片手に構えたので、玲は蒼そう白はくになった。


「なっ、ニック!?」


「感じてる顔、撮ってやるよ。いく瞬しゆん間かんと、いった後のトロトロになった顔も。ついでだからハメ撮りもしようぜ。ぐちゃぐちゃになった身体で俺のくわえ込んで、あんあん言ってるとこ、前から後ろから舐なめるように撮ってやる」


「や、嫌いやだ、そんなこと……！」


「へぇ？　おまえ俺に逆らうんだ。じゃ、今すぐネタ売るかな」


　ニックがビデオをベッドに放り出し携けい帯たい電でん話わを摑んだので、玲は飛び起きてその腕うでにしがみついた。


「駄だ目めだ、頼むからそれは……！」


「なら、おまえはどうすんの？」


　答えられずに唇を嚙むと、「まただんまりかよ」とニックがせせら笑い、玲の身体を再びベッドに押し倒した。


「言っとくけど、二度目はねぇからな」


　サイドテーブルに携帯電話が戻もどされたのには、ほっとした。だが、玲の置かれた恐ろしい現状は変わらない。次に抵てい抗こうしたら、ネタを売る。そう脅おどしてくる目は本気だ。


　せめてもの意地で玲はニックを睨み返した。そんな玲の小さな抵抗を嘲あざ笑わらい、ニックが再び口づけてくる。開いたままの視界を黄色い髪かみに遮さえぎられ、全身にニックの重みを感じた。昂った腰こしを押し付けられて、嫌悪と恐怖に指先まで冷たくなっていく。


　──駄目だ、もう逃にげられない……。


　諦あきらめがじわりと胸を浸ひたし、玲は青ざめた瞼まぶたを力なく伏せ──。


「──それに触るな」


　突如鼓こ膜まくを打った張り詰つめた声に、はっとして目を見開いた。玲の上からニックの重みが急に消え、虚きよを衝つかれたような顔が遠ざかっていく。


　確か前にもこんなことがあったと、玲がそう思ったときにはニックの姿は視界から消えていた。見慣れた広い背中の向こうで鈍にぶい音と呻うめき声がし、何か重いものが倒れたような音が響ひびく。


「これはどういうことだ……？」


「…っ」


　冷ややかな声に、玲はびくりと身を竦めた。肩かた越ごしに振ふり向いたラルフの眼まな差ざしは、さながら氷の槍やりの穂ほ先さきのようだ。


「この男がおまえの本命か──？」


　蔑さげすむような声こわ音ねに玲が息を止めたとき、ラルフはふと視線を外してベッドに転がっていたビデオに目を留めた。おもむろに手を伸ばしてラルフはそれを鷲わし摑づかみにすると、物も言わずにいきなり壁かべに叩たたきつける。


「ラルフ、何を……!?」


　ガンッ、と凄すさまじい衝しよう撃げき音に玲の声は搔かき消され、壁がひび割れてカメラは無残に破は壊かいされた。サイドテーブルの携帯電話も同じ末路を辿たどり、それでも気が収まらないのか、ラルフは足音も荒く部屋を横切ると年代物と思おぼしき姿見に振り上げた拳こぶしを叩きつけた。悲鳴のような音を立てて無数の亀き裂れつの入った鏡は、一いつ瞬しゆん時を止めたように静まり、細かな光の破片となって一気に床ゆかに崩くずれ落ちる。


「……っ」


　ただでさえ現状を把は握あくできていないのに、尋じん常じようでないラルフの行動に玲は混乱をきたした。全身からゆらりと立ち上る冷たい怒ど気きにラルフの憤いきどおりの深さは窺うかがえる。けれどその理由も、何に対する怒いかりなのかもわからず、玲は呆ぼう然ぜんとするばかりだ。


　──素す手でで鏡を叩き割るなんて、なんでそんな無茶なこと……っ。


　ようやく頭が動き出し、玲はそろそろとベッドを降りて、立ち尽つくしているラルフに近づこうとした。


「ラルフ、怪け我がは──」


「屋や敷しきに戻る。服を着ろ」


　こちらに向けられた一いち瞥べつに玲の言葉は断たち切られた。近づくことも拒きよ絶ぜつされたような気がして、シャツの前を搔き合わせたまま立ち竦んでいると、ラルフが床に散らばっていたコートやマフラーを拾い上げて玲の身体からだを手早く包み、荷物のように肩かたに担かつぎ上げた。


「うわ、待っ……っ、ラルフ!?」


「黙だまっていろ」


　一瞬のうちにぼろぼろにされたらしいニックが床に伸のびている。それをラルフは戸口で待機しているＳＰの方へと蹴けり転がして後の始末を命じると、玲を肩に担いだまま無言でホテルを出て行った。











「ちょ、ちょっと待て、ラル…っ、ひゃ…ッ!?」


　雷らい鳴めいの轟とどろく土ど砂しや降ぶりの雨の中、車に押し込められて屋敷へ帰り着くと、再び肩に担がれた玲はラルフの部屋に連れ込まれた。専用のバスルームに設えられた大きなバスタブに服を着たまま放り込まれ、頭からシャワーを浴びせられる。最初に降り注いだのは冷水で、その冷たさに玲は身を縮めた。


「ど、どうしたんだよラルフ？　なんで、あんな……っ」


　まだ頭が混乱していて、自分でも何を訊ききたいのかわからないまま玲は問いを重ねた。


　いったいラルフは何に怒って、あんな乱暴な真似まねをしたのだろうか。いや、その前に、どうして玲があの部屋にいると知り、わざわざやって来たのだろう？　窮きゆう地ちを救われたことは涙が出るほど有り難がたかったが、玲の中には沢たく山さんの「なぜ」が渦うず巻まいて、何から尋たずねればいいのかわからないくらいだ。


　──ニックからの電話はこの屋敷に掛かってきたけど、ファーストネームしか名乗らなかったはずだ。


　ニックなんてありふれた名前だけでは、個人を特定することは不可能に近い。それにラルフはパパラッチなどに関心はなく、ニックのことなど名前も知らないはずなのだ。それなのになぜ、とラルフを見上げると、冷めた瞳ひとみにぶつかった。


「『なんで』──？　面おも白しろいことを言うんだな」


　水から湯になったシャワーに打たれながらラルフがバスタブに足を踏ふみ入れ、座り込んでいる玲のシャツの襟えり元もとを摑つかむと破れるのも構わずに引き剝はがした。


「や、ラルフ──!?」


「なんで、だと？　捜さがしたからに決まっている」


　地を這はうように低い声音で、ラルフは続けた。


「電話が掛かってきた後、おまえがこっそり外出したとメイドから報告があった。電話を掛けてきたニックという男の名には俺は覚えがなかったが、アーティが知っていた。アーティとパパラッチについて情報交こう換かんをしていたそうだな。ニック・メドウズをおまえが特に警けい戒かいしていたと、アーティから聞いた。その男がこの町にいることも」


　アーティに聞いたのなら、ニックのプロフィールはほとんど摑めたことだろう。そして顔形や身体的特とく徴ちようがわかれば、この町でラルフに捜し出せない人間などほとんどいないはずだ。


　この辺り一帯は古くからアッシュフォード家の領地であり、今でも指示すれば町の様子は紅茶を一いつ杯ぱい飲み干す間に大たい抵ていのことは把握できる。


「その男は偽ぎ名めいでＢ＆Ｂに宿しゆく泊はくしていたようだが、今日はホテルに移っていた。出入りのクリーニング業者は、そのホテルの前でおまえを車から降ろしている。部屋を特定するのは簡単だった、あれはうちの所有物だからな」


　説明しながらラルフが下か肢しに手を伸ばしてきたので、玲はびくりと身じろいだ。構わずラルフはベルトやボタンの外されたズボンを下着ごと引き下ろし、バスタブの外に放り出す。


「ちょ、ラルフ、何を……っ」


「あれはリッツでおまえに絡からんでいた男だな。演奏会の夜もそうだろう？　アーティも気にしていたし、付き纏まとわれているのかと思って追ってみれば、おまえは抵抗もせず大人しく奴やつに組み敷しかれていた」


　氷のような瞳をぎらりと光らせ、ラルフは玲の肩をバスタブの縁ふちに押し付けた。


　その眼差しと肩に食い込む指の強さに、まさか、と玲は身み震ぶるいをする。まさかラルフは、とんでもない思い違ちがいをしているのではないか──？


　ホテルの部屋で問われた言葉が耳の奥底に蘇よみがえった。あのときは何のことだかわからなかったが、もしかしたらラルフはあの時点で酷ひどい誤解をしていたのかもしれない。そして玲がそれを否定しなかったから、間違った確信を抱いだいてしまったのかもしれない。


　恐おそろしい予感は、玲が頰ほおを強こわ張ばらせると同時に現実のものになった。


「おまえはあの男が好きなのか？　あんな男が本命とはな。助けに行ったつもりが、邪じや魔ま者は俺の方だったという訳か」


「違、違う……！　ラルフそれは──」


「黙れ、噓うそも弁解も沢山だ！」


　切り伏ふせるような鋭するどい語気に弾はじかれたように顔を上げた玲は、真正面からラルフと目が合い、そのまま言葉を失った。


　間近に迫せまったラルフの瞳。出会った頃ころ、まるで厚い氷の底に透すかし見る澄すんだ湖のようだと思って見み惚とれた薄うす青あおの瞳。手て酷ひどく傷つけた瞬しゆん間かんにどこまでも深く凍こおりついたかに見えたそれは、あの日の衝撃を冷たい憤りに変えて自分に向けられているものだとばかり思っていた。


　だが、それは間違いだったのだと思い知る。


　再会してから初めてまっすぐに見た双そう眸ぼうは、凍るどころか、今にも焼き切れてしまいそうなほど青く高温に燃え盛っていたのだ。


　──こんな、こんな目でずっと見られていたのか……？


　瞳の奥で逆巻くラルフの怒り。その深さと激しさが玲に伝わり、かたかたと身体が震ふるえだす。


　ラルフにあんな目をさせているのは自分だ。彼自身さえも焼き滅ほろぼしかねない、苦しいほどの怒りをラルフの中に植えつけてしまったのは、間違いなく自分だ。それがありありとわかって、玲は心底恐ろしくなった。


「おまえにとって俺とのことは、今も昔も本当に単なる遊びだった訳だ」


　違う。そう言おうとしたのに声が出ず、玲は眼まな差ざしに思いを込めて必死にラルフを見つめた。


　今も昔も玲にはラルフだけだ。ラルフが唯ゆい一いつの人なのだ。


　けれど思いは伝わらず、ラルフは荒すさんだ笑えみを浮うかべた。もういっそ痛々しいほどのその笑みに、玲は彼を抱き締しめて違うと大声で叫さけびたかった。それなのに玲の身体は金かな縛しばりに遭あったかのようにぴくりとも動かず、声を出すことも叶かなわない。


「──もういい。だったら、こちらもそれなりに扱あつかわせてもらう」


　そう言うなりラルフは玲の両手首を一纏めにし、引き裂さいたシャツできつく縛いましめると、カランの部分に縛しばり付けた。


「え、ちょ…っ、何するんだラルフ！　解ほどけよッ」


「遊んでやるから大人しくしていろ」


　洗うのに邪魔だとラルフは言い捨てて、シャワーを止めるとボディソープを手に取った。それを器用に泡あわ立だてて、玲の身体に塗ぬりつける。


「ひゃ、何、を…っ……」


「どこを、どんなふうに触さわられた？」


　弾だん力りよくのある泡が肌はだを滑すべる。腹から胸へとぬるりとした感かん触しよくが這い上がり、脇わきから腰こしへと下りていく。その感触に背筋がぞくりとして、思わず声が裏返った。


「言え。中ちゆう途と半はん端ぱなところで邪魔をした詫わびに、同じようにしてやる。だが、あの男の痕あとが残る身体にそのまま触ふれるのはご免めんだ」


「そんなこと、しなくていい……っ」


「あの男の感触を洗い流されるのはそんなに嫌いやか？」


「違う、そうじゃなくて…っ、洗うなら、自分で…でき、る…から……っ」


　だからもう触らないで欲しかった。ニックのことを好きだと誤解されたまま嬲なぶられるなんて、辛つらすぎる。せめて事の経けい緯いを説明して、間違った思い込みを正させて欲しい。そして何より、こんな壊こわれそうな目をしたラルフを放っておくなんて玲にはとてもできなかった。


「待っ、ラルフ、頼たのむから待って……っ」


　玲はぬるりと滑るラルフの手から逃のがれようと必死になって身を捩よじった。


　だが、広いといってもバスタブの中だ、身動きのできる範はん囲いは限られている。しかも両手は頭上のカランに縛り付けられてしまい、自由になる足で暴れようにも、濡ぬれたバスタブの底に零こぼれたボディソープのせいで力を入れても滑るばかりだ。


「じっとしていろ」


「いっ…た、……ぁっ」


　じたばたと暴れる両りよう脚あしは、邪魔だったのかラルフの膝ひざで押さえ込まれた。


「あの男にもこんなふうに触れられたのか？」


　ラルフは胸から首筋へと手を這わせ、無防備に晒さらされた脇や、感じやすい二の腕うでの内側にも触れてくる。快感と呼ぶにはじれったい刺し激げきに震える背筋を辿たどった指は、その下の双丘の狭はざ間まにも入り込んだが、一番弱いところには触れず、新たな泡を纏まとった手はするりと脚へ移った。


「や、やめ…っ、ラルフ、こん、な……ぁっ」


　力の抜ぬけた脚を押さえておく必要はもうないと判断したのだろう。爪つま先さきから足首、弱い膝裏、触れられただけで飛び上がってしまうほど敏びん感かんな内うち腿ももへと、まるで愛あい撫ぶするように泡だらけの手が這い上がってくる。


　ぞくぞくと走る微び妙みような痺しびれに、たまらず玲は身を捩る。じっとしていられず、じたばたとまた脚を暴れさせると、ラルフは強ごう引いんにそれを抱かかえ、正面から貫つらぬくときのように膝が胸につくほどに折り曲げた。


「嫌だっ……！」


　わざと洗い残した両脚の狭間。そこをラルフに見せ付けるような体勢にされて、恥はずかしさに玲は首を振ふる。


「何が嫌なんだ、こんなに感じて」


　昂たかぶり始めた性器を視線で撫なでられて、びくりと腰が揺ゆれる。


「それとも、俺に抱かれるのがそんなに嫌か？　今まで散々抱かれてよがっておいて？」


「ち、が…っ…」


　怒いかりに燃える双眸は、玲を芯しんまで焼き尽つくすかのような熱と激しさを宿している。しかしラルフの声と言葉はまるで氷の棘とげのようで、玲の心はそれに突つき刺さされ凍こごえてしまいそうだ。


　広げられた脚の間に、逞たくましい腰が割り込んできた。押さえられた腿ももの裏側と内側を、洗うと称しようして撫で回されて、話を聞いてと訴うつたえる声が切れ切れになる。際きわどいところをぬるぬると行き来する指に、はしたなく脚の間を晒した姿で玲はびくびくと背を反らした。


「…ぁっ、やだ、や…っ、待って……っ、話、を……」


「待たない。おまえも、そろそろ待てないはずだ」


　ラルフは小刻みに震え始めた玲の脚を肩かたに載のせ、白い泡に隠かくされた乳ち首くびがどこにあるのか探し当てようとするかのように、指先でその周りを円を描えがくようになぞり始めた。


「この辺りも触らせたんだろう」


「…な、ぁっ……、そんな、こ…と……っ」


　特に弱い乳首には触れず、その周囲だけをぬるぬると撫でられて、玲は無意味に首を振る。


「あ、あっ…、ラ、ルフ……っ」


「答えろ。この身体からだのどこを、どんなふうに触られた──？」


　そんなことは、とても口にできない。玲がまた首を振ると、それを否定と取ったのか、噓をつくなとラルフが低く恫どう喝かつした。


「おまえはシャツを開かれていた。この胸を見て、ここに目を留めない男はいない。小さいが赤くてよく目立つし、いやらしく尖とがっているからな。……見たら、摘つまんでやりたくなる」


「や、あぁ……っ」


「ほら、泡の上からでもよくわかる」


　白い泡の下に、真っ赤に色づいた乳首が透けて見えていた。酷い言葉で嬲られて、触れられてもいないのに、それはつんと尖って存在を主張している。摘んでやりたくなると言ったのに、ラルフは触れようともせずその周囲をじわじわと撫でるばかりだ。身体は言葉通りにされたくて、切なく疼うずき始めているのに。


「や、ラルフ……っ」


「なんだ、まだ何もしていないのに、もう我が慢まんできないのか？」


　いつの間にかラルフの膝に乗せられた腰がもの欲しげに悶もだえ始めていた。それを指し摘てきされて恥ずかしいのに、どうしても止められない。身体の奥にじっとりと溜たまり始めた熱に内側から急せかされて、どう我慢しても腰が淫みだらに揺れてしまう。


　ゆっくり昂らされた性器も先せん端たんに雫しずくを結び始め、触れて欲しいと震えていた。それなのにラルフの指は両の胸の周囲を、少しずつ内側へと狭せばめながら撫でているだけなのだ。


「あ、やぁ…っ」


「触って欲しいか」


　震えながら小さく頷うなずくと、また同じことを問い質ただされた。


「ここを触らせたな？」


「あぁっ……！」


　ぷくりと膨ふくらんだ乳首の先端を、一いつ瞬しゆんだけラルフの指の腹が掠かすめた。求めていた刺激をふいに与あたえられ、弾はじけた切なさが身体を貫き、腰を灼やく。


　どうなんだ、と重ねて問われ、玲はがくがく頷いた。すると、念入りに洗い上げようとでもいうのか、焦じらされて尖りきった乳首を今度は容よう赦しやなく捏こね回された。


「あ、あんっ……ひ、ぁっ……」


　敏感なそこを滑った指に摘まれ、擦こすられ、押し潰つぶされる。誤解されて嬲られて、とても辛いのは本当なのに、身体は快楽を余すところなく拾い上げ、神経を熱く狂くるわせていた。


「ここもだろう？」


「やぁ…んっ」


　胸への刺激でとろとろと先走りを溢あふれさせた昂りも、指先でなぞられる。背筋の痺れるような快楽に玲は高く鳴きながら、触られたことを正直に認めた。するとそこも泡だらけの手に包まれて、ぬるぬると淫らに洗われる。


「あ、あぁ…っ、ラル、フ……っ」


　待ち望んでいた刺激に、陸に揚あげられた魚のように身体がびくびくと跳はねた。左の乳首を摘まれて、その先端を指の腹で擦られながら、同時に性器も嬲られて、たまらない快感に追い詰つめられていく。


「あの男にも、そんな顔を見せたのか」


「…っな、こ、と……ぁっ、して、な……っ…」


「あのビデオで、この顔を撮さつ影えいさせたんだろう。本命が相手なら、そういうことも許すのか」


　違ちがうと幾いくら否定しても、ラルフはまるで信じてくれない。それはそうだろう、ラルフにとって今の玲は、本命以外の男に抱だかれて感じてよがる最低な男なのだから。


　──違うのに……。


　こんなに感じてしまうのは、相手がラルフだからだ。ニックに触れられたときは嫌けん悪おと恐きよう怖ふしか感じなかった。けれど玲には、それを証明する手立てがない。


「いや…ぁっ……」


　堪こらえきれずに零れた涙なみだも、快感ゆえだと誤解されているのだろう。けれど、そう思われても仕方がない反応を身体がしてしまっている。


　心はこんなに冷えているのに、ラルフの手によって身体の熱は耐たえ難がたいほどに上げられていた。彼の膝の上で腰こしを揺らして、脚の間をボディソープの泡あわと零した蜜みつとでぐちゃぐちゃに濡らし、胸をいじられて喘あえいでいる。


　こんな姿では何を言っても無む駄だだ。けれど、心が苦しくてたまらない。


「や、だ…っ、違う……っ、ほんと、に…ち、が……っ」


　熱を上げ、快楽に溺おぼれる身体をどうにもできないまま、玲はほろほろと涙を零こぼした。


　自分のことなど好きになってくれなくていい。遊びで抱いても構わない。裏切り者だと罵ののしられるのにも耐えられる。


　けれど、こんな馬ば鹿かげた誤解をされて、軽けい蔑べつされるなんて嫌いやだ。


「ラルフ、ラル…っ、聞…て、っ……頼たの…っから……っ」


　だが、ラルフは玲の訴えに耳を貸そうとしなかった。玲の胸から手を離はなし、後ろへ指を差し入れてくる。


　あ、と短く声を上げ、玲は身を強こわ張ばらせた。びくん、と大きく跳ねた身体の奥へと、滑ぬめった指がずるずると入り込んでくる。


「あ、あっ、……っ」


「……ここは、まだだったようだな」


　まだ硬かたい、とラルフは言ったが、毎晩のようにラルフの熱を受け入れていたそこは、玲の気持ちに反して従順に指を飲み込んでいく。躾しつけられた身体はそうされるのを待ち構えていたように柔やわらかく指を締しめつけて、もっと奥へと卑猥な動きで誘さそい込んでしまう。


　ラルフはそこを解ほぐすつもりはないようだった。ただ身体の内側からも刺し激げきを与えて、玲を追い詰め、崩くずして辱はずかしめる、それだけが目的であるかのように弱い部分を集中的に責めてくる。


「ひ、ぁっ…、ぁんっ」


「あの男にも、指くらいは入れさせたのか？」


　ラルフの指がそこを出入りするたびに、ぐちゅぐちゅといやらしい音がした。それはボディソープのせいなのに、自分の身体の淫らさを証明する音のような気がして、何とか耳を塞ふさごうと縛いましめられた両手を闇やみ雲くもに捻ひねったがどうしても自由を取り戻もどせない。


　身体の中と外から感じるところを刺激され、玲は苦しく胸を喘がせた。両手を拘こう束そくされたまま、狭せまい場所で冷たい指に嬲なぶられて、ろくに身動きもできずに強きよう烈れつな快楽に蝕むしばまれていく。


　指だけで狂わされて追い上げられるなんて、嫌だ。霞かすむ頭でそう思うのに、ラルフは濡ぬれた服を脱ぬぐ気配もない。身体を繫つなぐ気が彼にはないのだ。


「…っ、や、やだ、ラルフ……っ、指じゃ…、やぁ……っ」


　くそ、とラルフは不似合いな言葉を呻うめくように吐はき出した。続いた声音には憎にくしみと、抑おさえ切れない切なさが鬩せめぎあっていたが、玲にはもうわからない。


「あんな男に、どうして、おまえは……っ」


「…っく…ぅんっ……、おねが……っ、も、ラル、フ…っ……」


　泣いて訴うつたえても、玲の真意は欠片かけらもラルフに伝わらなかった。玲が欲しいのはラルフだけなのに、ただ快楽を求めているのだと誤解されて、いっそうの激しさで性器や後こう孔こうをラルフの指に蹂じゆう躙りんされる。


「あ、あっ、だ…め……っ、で、ちゃ……ぅっ」


　追い上げられる浮ふ遊ゆう感かんに、目の前の身体にしがみつきたくてたまらない。けれどそれは許されず、縋すがれるものもないままに玲は爪つめを手のひらに食い込ませた。


「あ、やだ、ラルフ、ラル…っ、あ、ぁんっ、やぁっ……！」


　絶望的な快楽が腰から背筋を貫つらぬいて、身体中に染しみ渡わたる。熱のないラルフの指をきゅうっと締め付けながら、玲は断続的に熱を吐き出した。


　服も脱がずにその様を見届けたラルフは、それ以上を求めずに身体を離した。手首の縛めを解放し、玲の身体に温かいシャワーを浴びせると、振ふり向きもせずにバスルームを出て行く。


　ドアが閉まってしばらくしてから、玲は掠れ切った声で呟つぶやいた。


「……キスも、してくれなかった」


　髪かみにも唇くちびるにも、いつも必ずする耳の下にも、どこにもラルフはキスをくれなかった。


　身体を繫ぐこともなくバスタブの中で玩具おもちやにされて、こうして置き去りにされたことが、ラルフの玲に対する気持ちを雄ゆう弁べんに物語っている。


　──もう、いらないってことか……。


　脱だつ力りよくした身体からだに湯がかかり、泡を洗い流してゆく。排はい水すい口こうへと吸い込まれていく泡の流れが、ただの湯の流れになっても、玲はバスタブに座り込んだままぼんやりとそれを眺ながめていた。
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「──ええ。……はい、大だい丈じよう夫ぶです。何も心配は……ええ、すべて予定通りに」


　それじゃ、と通話を切った後、玲はしばらく手の中の携けい帯たい電でん話わを見下ろしていた。


「……どこが大丈夫なんだよ」


　もう溜ため息をつく気にもならない。電話の相手は、叔お父じで『ワールド・エンターテイメント』日本版の編集長の橘だった。取材の様子見を兼かねて、シュヴァリエ特集の第一弾だんの掲けい載さいされた雑誌が無事来週店頭に並ぶと連れん絡らくを入れてきたのだ。


　──来週か。早いな。


　色々あって、気付けば二月も一週間が過ぎていた。アカデミー賞のノミネーションはとっくに発表されたはずだが、それをチェックする余よ裕ゆうもなかった。


　──こんなんじゃライター失格だ。


　しっかりしろと頭では思うのに心は砂のように乾かわき、胸は穴が空いたかのように空くう虚きよで、そんな自分をどう繫ぎ止めればいいのかわからないまま玲はぼんやりと周囲の喧けん騒そうを見回した。


　今日のロケは、屋や敷しきの正門から次の門まで一マイル続く並木道で行われる。ちなみに屋敷までは、次の門を潜くぐって森の中をやはり一マイル程横切り、更さらに門を潜って渓けい流りゆうに架かかった橋を渡らなければ辿たどり着けない。下手へたをすれば庭で遭そう難なんする恐おそれがあるというのだから、まったく呆あきれるほどの広さだ。


　二十一世紀に入った今でも、この別べつ邸ていの正門脇わきには門番一家が住んでおり、そのレンガ造りの家と重じゆう厚こうな門とが十九世紀の香かおり漂ただよう佇たたずまいを見せていた。最初の撮影はこの門と家とを背景に行われるらしく、シュヴァリエとアーティ、カメラマンは車の中で打ち合わせ中だ。


「俺、何やってんだろ」


　寒空の下、撮影準備にスタッフ達がてきぱきと動いている。その真しん剣けんな表情や笑え顔がおを見ていると自己嫌けん悪おが募つのった。


　玲も普ふ段だんは彼らのように、やり甲が斐いを感じながら仕事をしていた。けれど、この仕事を受けてからはどうだろう？　私情を挟はさまないとあれほど心に刻んだのに、その甲か斐いもなく、自分の気持ちに振り回されてばかりだ。


　仕事は必死に取り組んでいるし、どこからも文句が出ていないとはいえ、シュヴァリエについて書くときに自分の視点がいかにぶれるか、玲が一番よくわかっている。記事にするのはラルフではなくシュヴァリエなのだと何度も自分に言い聞かせないと、原げん稿こうに取り掛かかることも難しいという有様だ。特にこの数日の気持ちの揺ゆれは、かつてないほどの酷ひどさで、思い返すだけで自分自身に腹が立つほどだった。


　情けない、と足元の地面を蹴けりつける。と、そのとき急に金切り声が聞こえてきた。


「何だって!?　あんた警官のくせに住民の危機を見過ごすつもりかい！」


　驚おどろいて玲がそちらを見やると、閉まった門の向こうとこちらで、老婦人と初老の門番の男性が揉もめていた。


「──だから俺は警官じゃなくて、あんたの昔むかし馴な染じみで門番のキップだよ。それも忘れちまったのかい？　この先は公こう爵しやく様のお屋敷なんだ、警察は町の方だよ」


「噓うそをお言い！　あたしがどうなろうと知ったこっちゃないと思っているんだね？　黄色い悪あく魔まにこんな怪け我がをさせられたっていうのに、この人でなし！　あの悪魔を捕つかまえなかったら、公爵夫人に言いつけますからね。あたしは公爵夫人の傍そば近くにお仕つかえしているんだから」


　黄色い悪魔？　と玲は首を捻った。門の向こう側にいる、頰ほおに擦すり傷きずをつけた老婦人の言うことはどうも現実離ばなれしているようだ。


　門番が沈ちん痛つうな面おも持もちで頭かぶりを振り、重く溜め息を吐き出した。


「わかった、わかったよアガサ。あんたは確かに公爵夫人付きのメイドだった。だが、それはもう二十年も前のことなんだ。それにもう一度言うが、この先は公爵様のお屋敷で、あんたの目指す警察は町の中だ。……ああ、そんなこともわからなくなっちまったのかい」


　アガサと呼ばれた老婦人はどうやら記き憶おくや認にん知ち機能に障害が出ているようだ。ほどなく老婦人の身内らしい女性が現れ、手を引いて彼女を連れていくのを、「入れてやれなくてごめんよ」と門番が見送っている。その寂さびしげな背中から、玲はそっと目を逸そらした。


「……辛つらいことはあるよな。どんな仕事でも」


　無意味に握にぎり締めていた携帯電話をポケットに落とし込み、いつの間にか腰こしの後ろに回っていた鞄かばんを玲は手前に引き寄せた。鞄は本格的にジッパーが壊こわれ、口が一いつ杯ぱいに開いたまま閉じなくなってしまった。これまでは斜ななめ掛けにした鞄が前へ動こうと後ろへ回ろうと気にしなかった玲だが、落とし物をしないように今はできるだけ手前に来るように気をつけていた。


　──ラルフのことを忘れられなくても、その気持ちに鍵かぎくらいは掛けなくちゃな。


　せめて仕事の間だけは。そう胸中に呟いて、鞄の中から銀の鍵を手に取った。


　この六年間、どうしても手放せず手首につけていたその鍵は、玲とラルフが図書室で見つけた金細工の鍵の複製だ。オリジナルの鍵は今も学校の中にあるのだろう。自分達の前にも、こっそりあの部屋を隠かくれ家がにしていた生徒達がいたに違ちがいなく、そしてこの先も誰かが自分達のようにあの鍵を見つけ、あの扉とびらを開くだろう。そう思い、玲とラルフは卒業するときにあの鍵を元の場所に置いてきたのだ。


　ただ、あの部屋には大切な思い出が詰つまっていて、潔いさぎよくすべてを置いてくることはできなかった。だから鍵の複製品を二つ作って、玲とラルフがそれぞれ一つずつ持っていることにした。


　──この仕事が終わったら、ラルフとの関係は終わるんだ。今度こそきちんと扉を閉めて鍵を掛けなきゃ。思い出も、ラルフへの気持ちも。


　ぎゅっと鍵を握り締しめたとき、カメラマンが撮さつ影えい開始の号令をかけた。玲とは目も合わせずに脇を素す通どおりしていったラルフが指定の位置に立ち、撮影が始まる。


　ラルフを激げき怒どさせたあの日から五日が過ぎ、その間、玲は徹てつ底てい的に彼に無視されていた。


「取材が終わるまで、あと八日か」


　それが長いのか短いのか、もう玲にはわからない。ただはっきりしているのは、ラルフの傍にいられるのは二月十五日までだということと、撮影が予定通りに九日で終しゆう了りようすれば、アーティや撮影スタッフ達は皆みなパリへ戻もどってしまうということだ。


　問題は、その後の六日間だ。


　その間に玲は、あからさまにこちらを避さけているラルフのオフを完全取材しなければならない。そんなことが、果たして今の自分にできるだろうか……？


「何、どうしたんだよアキ？　思い詰めた顔しちゃって」


　隣となりにやってきたアーティが軽く身を屈かがめ、トン、と肩かたをぶつけてきた。普段なら同じように肩をぶつけ返すのだけれど、そんな気になれず、玲はラルフを見つめたまま小さく首を振った。


「別に」


「あれ、反応鈍にぶいじゃん。このところアキ、元気ないよな」


「そんなことない。それより撮影は順調なのか？　予定通り、九日にはアップしそう？」


「するだろうね。午前中のアップ予定が、雨で撮影中止になった分、午後にずれ込むのは必至だけど」


「終わったらアーティもパリへ戻るんだ？」


「戻るよ。向こうで仕事があるからね」


「そっか……」


　アーティが帰ってしまうなら、残りの六日間が針の筵むしろになるのは確実だ。


「なぁ、シュヴァリエのオフの密着取材、俺一人で本当にいいのか？」


　急速に不安が込み上げて、玲は知らず引き止めるような台詞せりふを口にしていた。


「ん？　なんで？」


「だって……。放っておくと俺、何書くかわかんないぞ。イメージを壊すようなことや、書いちゃまずいこと書くかも。それでもいいのか？」


「それを防ぐために俺が原稿チェックするんでしょーが。それに玲なら問題ないだろ。書いていいか悪いかの判断については、うちの社の人間より信しん頼らいできるし」


「でも……」


「はい、ごねない。いい加減、おまえもラルフと仲直りしろよ」


　う、と呻うめいて玲は口を噤つぐんだ。どうやら玲の抱かかえている不安など、アーティにはお見通しのようだ。


「周りのためにもそうしてくれ。ちょっと拗こじれすぎだから、おまえらは」


　玲は何も返せず、うなだれた。玲とラルフの不協和音は、事情を知らないスタッフ達にも腫はれ物扱あつかいされるほどで、周囲に迷めい惑わくをかけていることを申し訳なく思ってはいるのだ。


「あいつには無視されて、ニック・メドウズは雲くも隠がくれ。これじゃ気を落ち着ける暇ひまがないのもわかるけどさ。半分は自じ業ごう自得だろ？」


　玲は黙だまって目を伏ふせる。ニックとの一件についてはアーティに詳くわしい説明を求められ、事の経けい緯いを話しているので何を言われても返す言葉がなかった。実際、あの後すぐにＳＰに預けたニックが逃にげ出したこと以外は玲の不注意が招いた事態だ。


「馬ば鹿かだな、アキ。パパラッチの言いなりになるなんて」


　どうしようもない馬鹿だ、と宥なだめるように優やさしく言われて、玲の中で張り詰めていたものがほんの少し緩ゆるんだ。


「けど、あのときはそうしないとラルフが……」


「そんなに守りたい？」


　当然だ。玲は躊ちゆう躇ちよなく頷うなずく。


「俺にはそうやって言えるのに、なんでラルフには言えないんだろうな？」


「……」


　困って玲は押し黙った。今いま更さら何をどう説明すればいいのかわからないし、そもそもラルフは玲の話を聞いてはくれないだろう。それに一つ弁解したら、ぼろぼろと噓が剝はがれ落ちて、六年前の別れた夏まで遡さかのぼってしまう。それでは駄だ目めなのだ。


「意地を張るなよ。今回の仕事は、あいつのために受けたんだろう？　最初は嫌いやだ無理だってごねたけど、結局アキは逃げなかった。仕事先は『ワールド・エンターテイメント』だけじゃないし、本当に嫌なら断る事もできたはずなのにな？」


「それはっ、……だって、今の編集長には凄すごくお世話になってるんだ。それに『ワールド・エンターテイメント』は、俺がフリーライターになるきっかけを作ってくれた雑誌だし」


　だから断る訳にはいかなかったんだと告げた言葉は、決して噓ではないけれど、真実のすべてでもない。アーティも、それを見み透とおしているのだろう。


「アキの頑がん固こ者。そういうところも俺は好きだけど、自分が辛くなるだけだぞ。素す直なおになれよ、今でもあいつが好きなんだろう？」


　困り顔に切なさが滲にじみ、すっと玲は睫まつ毛げを伏せた。


　──好きだ。別れてからもずっと好きだった。忘れたことなんか一日だってない。


　けれど、それを言ってどうなるだろう──？


　答えない玲に、アーティが続ける。


「おまえがニック・メドウズに呼び出されて姿を消したとき、あいつ大おお騒さわぎして大変だったんだぜ？　最初は姿が見えないって捜さがし始めて、電話を受けた後でどこかへ行ったらしいってメイドに聞かされて機き嫌げんを損そこねて。そういえば電話の相手が妙みようだった、なんて不ふ審しんそうにメイドが零こぼした日には、目の色変えて問い質ただして」


「……そんなの噓うそだ」


「本当です。おまえね、そんな噓言って俺に何の得があるんだよ？」


　ニック・メドウズがシュヴァリエ狙ねらいのパパラッチであると同時に玲狙いでもあると言ったら、ラルフの顔色が瞬しゆん時じに変わったと苦く笑しよう混じりに教えられ、玲は耳を塞ふさぎたくなった。


　そんなことを聞かせないで欲しかった。聞けば、せっかく封ふうじかけていた気持ちに鍵を掛かけられなくなってしまう。今も胸に燻くすぶり続けているこの思いを、再び燃え上がらせる訳にはいかないのだ。


　──あぁでも、それならニックとのことを誤解されて、むしろ良かったのかも。


　どこか投げやりに玲は思った。その方がすっぱりと、修復の余地なく別れられるだろう。少なくともラルフの方はと胸中に付け足して、玲は手の中の鍵を更さらに強く握り締めた。


「なぁアキ、あんな誤解されたままでいいのか？」


　それでいいと思い込もうとしているのだから、邪じや魔まをしないで欲しかった。そんなことを言われると、せっかく宥めた感情が刺し激げきされてまた胸が苦しくなってくる。


「おまえ昔から話し好きだったよな。おまえの記事は全部チェックしてるけど、インタビューなんか本当に上手うまいと思うよ。なのに、なんであいつには何も言えないの？」


　──それは、俺がラルフのことを好きだから。


　これも言えず、心の中で答える。


　玲は本来、話をするのも聞くのも好きだ。楽しいことやわくわくするようなことなら、いくらだって話せるし、いつまででも聞いていられる。だから今の仕事は天職だと思っている。


　父の会社が倒とう産さんして、急いで日本に帰国した後、仕事を見つけるまでの間にどうか働かせて欲しいと叔お父じの橘に頼たのみ込み、玲は『ワールド・エンターテイメント』の編集部にバイトとして雇やとってもらった。英語とフランス語の能力を買われて記事の翻ほん訳やく、外国人へのインタビューの通訳など、色んな仕事をさせてもらった。それがライターになるきっかけになったのだが、何より人が好きな性分と話し上手で聞き上手なことが仕事をする上での玲の強みとなった。


　けれどラルフが相手だと、その強みが霞かすみのように消えてしまう。いつも一番大事なときに、上手くものが言えなくなる。心が竦すくみ、胸の中で強こわ張ばった気持ちが喉のどを塞いでいる間に、伝えたい言葉がどんどん逃げていってしまう。そして何をどう言えばいいのかわからなくなって、おろおろしているうちに誤解されてしまうのだ。


「ニックとのことは、もういいんだ。そのことに触ふれて、これ以上嫌きらわれるのは、……怖こわい」


　そうなることを想像するだけで今も言葉が出てこなくなる。苦しくなって地面に目を落とすと、アーティの手があやすようにぽんぽんと頭を叩たたいてきた。


「不器用だな、アキは。だから放っておけないんだけどね。昔も今も」


「不器用じゃない。俺は器用な日本人だぞ。アーティなんか幾いくら教えても折り紙で鶴つるが折れなかった癖くせに」


「じゃ、鶴も折れる器用なアキは、そんなに好きなのになんでラルフと別れたの？」


　いきなり核かく心しんを衝つかれ、玲は頰ほおを強張らせた。


「……ラルフから聞いてないのか？」


「聞いてないよ、なーんにも。あいつが突とつ然ぜん振ふられたってことは、見ればわかったけどね。で、今のこの状じよう況きよう見てると、俺にはどうしてもおまえが誰かに何か言われて無理やり別れさせられたか、おまえが馬鹿正直に身を引いたか、そのどちらかだとしか思えないんだけど、実際はどうなんだよ？」


「……」


　質問の形を取ってはいるが、聡さとい親友は確信しているようだった。答えない玲に軽く息をつき、質問の角度を変えてくる。


「わかった。じゃ、例えばな？　仮に第三者の横よこ槍やりが入っておまえ達が別れる羽目になったとする。けどさ、それはそろそろ時効なんじゃないか？　あいつ、モデルやってることで一部の顰ひん蹙しゆくを買ってるようだけど、口うるさい一族も上手く纏まとめ上げて今は申し分のない当主になった。十三世デュランディ公こう爵しやくとしても社交界で上手く立ち回ってるし、誰にも文句を言わせないだけの力を身につけたはずだ」


「……そうなんだ」


　玲は曖あい昧まいに頷くに留とどめた。


　あの執しつ事じとの約束に時効はないだろう。たとえあっても、ラルフを裏切った経緯を明かす気など玲にはなかった。一族の総意だと執事に別れを促うながされたことを言えば、ラルフと一族との関係を崩くずしてしまう可能性がある。玲のことなど今はどうでもいいだろうけれど、当主であるラルフの知らないところで一族が勝手な決断を下したと知れば、ラルフもいい気はしないだろう。それに昔はラルフと一族の間には、深い溝みぞがあったのだ。それを埋うめることに成功し、今は上手くいっているのなら、わざわざ罅ひびを入れることはない。


　ラルフは今、立派に当主として家を継つぎ、社交界でも上手くやっている。それなら六年前の玲の願いは叶かなえられたということだ。


　──だったら尚なお更さら、話す必要なんかない。


　別れたことが正解だったと、現状が証明しているのだから。


　それに、おそらくラルフは来週までの間──撮さつ影えいが終しゆう了りようしてから玲の取材が終わるまでの間に、どこかの令れい嬢じようと婚こん約やくするか、それを前提とした付き合いを始めるのだ。


　──そんな相手に、六年も前の話を聞かせたって仕方がない。そんなの無意味だ。


　それこそ時効だと玲は俯うつむきかけたが、その顎あごをひょいとアーティに掬すくわれた。


「でもな、アキ。ラルフはずっと寂さびしそうだったよ」


「え──？」


　──寂しそう、だった……？


　思わぬ台詞せりふに目を瞠みはる。アーティは一つ頷くと、視線を巡めぐらせてラルフの方を見やった。


「今でこそ落ち着いているように見えるけど、おまえと別れてから、あいつ滅め茶ちや苦く茶ちや荒あれたんだ。一時はやけになって色々無茶なことをして、一族や社交界から白眼視されていた」


　不道徳なパーティ、派手なギャンブル、夜よ毎ごと相手の変わる戯たわむれの恋こい。そんなものにラルフは長いこと頭まで浸つかっていた。


「遊び相手には必ず栗くり色いろの髪かみ、薄うすい茶色の瞳ひとみの人間を選んで、溺おぼれるように夜を過ごす。そして翌朝になると『おまえじゃない』と言って相手を突つき放すんだ。その後の落ち込みようは正直、見てられなかったよ」


　噓、と玲は呟つぶやいたが、それは声にならなかった。


　栗色の髪。薄い茶色の瞳。ありふれているけれど、それは玲の持つ色だ。


「俺はね、昔からラルフのことは気に入らなかった。だってそうだろ、アキは俺の一番の親友だったし、おまえは本気にしてくれなかったけど、これでも真面まじ目めに好きだったんだ。それを、あいつに搔かっ攫さらわれてさ。しかもラルフの奴やつ、わざと俺の目の前でアキの頰を撫なでるわ、人が日本のバレンタインデーに倣ならってアキに贈おくったチョコレートを手ずから食べさせるわ、もうほんと色々見せ付けてくれたし？　実は卒業するまであいつにはずっとむかついていたんだ。けど、あの頃ころのラルフは、そんなこと言ってられないくらい酷ひどい状態だった」


「酷い状態、って……」


「あのお堅かたい真面目な優等生が、こうも崩れるのかと心底驚おどろいたよ。急に横からアキを奪うばわれた俺の気持ちがわかったか、なんて溜りゆう飲いんを下げる気にもならなかったね。大学時代も成績は優ゆう秀しゆうだったけど、人間的には壊こわれてたな。実際、手がつけられなかった」


　そんな、と呟いた声が震ふるえ、掠かすれる。


「そんなの聞いてない、アーティ、今までそんなこと一言も言わなかったじゃないか！」


「言える訳ないだろ」


　アーティが肩かたを竦める。


「軽々しく口にできる状態じゃなかったし、言えば、振ふったおまえは責められるような気になるだろうし。おまえにも色々考えがあって別れたんだろうなと、あの頃は俺も思っていたし」


　ラルフと別れてからしばらくの間、玲はアーティとも連れん絡らくを取ろうとしなかった。友達付き合いが復活したのは仕事が波に乗ってからだ。


　再び連絡を取り合うようになると、関心がない振りをしながら玲がラルフの様子を酷く気にしていることに、アーティは気付いた。それが気に掛かかり、ラルフの状態と併あわせて考え、嫌いになって二人が別れたのだとはどうしても思えなくなったのだという。


「これは何か訳ありだなと思ってさ。結局それで放り出せなくなって、時間と自分を持て余していたラルフをパリへ引っ張っていった訳だけど」


　そのときラルフが『イリオン』のデザイナーに気に入られ、アーティは半ば冗じよう談だんでイメージモデルの話を持ちかけた。すると何を思ってか、ラルフはその話をあっさりと受け、仕事をするうちに自じ堕だ落らくな生活をやめて自己管理をするようになり、現在に至るということだった。


「そんな、俺、そんなこと何も知らなかった……」


　立て続けにシャッター音が響ひびいた。呆ぼう然ぜんと開いた玲の瞳に、毅き然ぜんとカメラを見み据すえたラルフの姿が映る。


　──俺はそんなにラルフを傷つけたのか？


　バスルームで見た、苦しいほどの怒いかりを映したラルフの瞳。痛々しいほど荒すさんだ笑えみ。それらが胸に迫せまってくる。


　別れるときにラルフに酷いことを言ったという自覚はあった。傷つけただろうと思いもした。けれど玲は、ラルフがどれだけ深く、どんなふうに傷ついたのか、具体的に想像したことはなかった。


　納なつ得とくして、心を決めてから別れを突きつけた自分でさえ、とても苦しい思いを抱かかえてこの六年間を過ごしてきた。それならば、何の心構えもなく突とつ然ぜん裏切られたラルフの痛みはいったいどれほどのものだっただろう？　とても推おし量れるものではない。


　──そんな、俺、そんなつもりじゃ……。


　傷つけたかった訳じゃない。それに、自分のせいでそれほどラルフが傷つくなんて玲は思いもしなかった。


　アーティの言うようなラルフの崩れた姿など、今の彼からは想像もつかない。けれどそれは真実なのだ。玲を怯おびえさせた冷れい徹てつな眼まな差ざしや、抜ぬき身の刃やいばを思わせる佇たたずまい、氷のような無表情──それらはラルフが荒あれた時期に自然と身につけたものなのだろう。


　どんなに手て酷ひどく裏切られても、もう二度と傷つかないように──。


「アキがいなくなってから、あいつはずっと寂しそうだった」


　先の言葉をアーティが繰くり返した。その言葉は、封ふうじかけていた玲のラルフへの気持ちをそっと揺ゆさぶり、優やさしく表に引き出そうとする。それに玲は戸と惑まどい、首を振って抗あらがった。


「けどアーティ、今はもうラルフは俺のことなんか……」


「今でもアキを必要としてるように俺には見えるけど？」


　そうだろうか？　玲はラルフを見つめたまま、不安げに眉まゆを曇くもらせる。


「おまえ、前に言ったよな。昔は鞘さやに入っていたが、今のあいつはまるで抜き身の剣けんだって。つまりそれは、おまえがラルフの鞘だったってことじゃないのか？」


「え……？」


　自分が、ラルフの鞘──？


　アーティを振り仰あおぎ、知らず玲は瞠どう目もくする。


「とにかくさ、過去の決着や今後のことは、アキだけじゃなくあいつの問題でもあるんだ。二人の問題は二人で話し合って結論を出すのが常識だろ。逃にげないで、ちゃんと話し合えよ」


　このままじゃずるいだろ、とアーティが優しく窘たしなめてくる。


「六年前のことは置いておくとしてもだ。今回おまえはラルフにあんな誤解をさせたまま逃げるのか？　それはアキも辛つらいだろうけど、少なくとも事情をわかってる分、無理にでも自分を納得させられる。でも、ラルフは何もわからないままだ。誤解したまま真相を知らされず、またおまえを失って苦しむことになる。それは不公平じゃないか？」


「それは……」


　そうかもしれない。いや、その通りだ。ラルフにとって玲が必要でも不要でも、現在のことも過去のことも、彼の気持ちを無視して玲一人で片付けていい問題ではなかった。


　それに六年前のことはともかく、ニックとの一件についてはラルフの誤解を正したい。


「……話してみようか、な。ニックとのことだけでも」


　おずおずとそう口にすると、アーティが一つ頷うなずいてから悪戯いたずらっ子のような笑みを浮うかべた。


「ま、上手うまくいかなかったら、そのときは迷わず俺の胸に飛び込んでおいで」


　避ひ難なん場所があると思えば気が楽だろと、芝しば居いがかった仕草でアーティが両手を広げてみせる。玲は「ばーか」とその手を無視し、自分の肩をアーティのそれにこつん、とぶつけた。





　　　　＊





　──困ったな。どうしよう……。


　撮さつ影えいの最終日。


　午前中の撮影が終わり、昼の休きゆう憩けいを挟はさんで午後の撮影に突とつ入にゆうしても、玲はラルフに徹てつ底てい的に避さけられ続け、一言も言葉を交かわせずにいた。


　──ちゃんと話をしたいのに。


　銀の鍵かぎを握にぎり締しめ、玲は逸はやる気持ちを懸けん命めいに宥なだめる。


　せっかく声を掛ける勇気を振り絞しぼってもタイミングを外され続け、ラルフの周囲をうろうろしているうちに、とうとう最終日の午後になってしまった。


　日の暮れ始めた冬空の下、聳そびえ立つ屋や敷しきを背景に撮影は着々と進んでいる。


　アーティは今日は屋敷に泊とまり、明朝パリへ戻もどる予定だ。その前に話を済ませたい玲としては、今夜ラルフを捕つかまえるしかない。


　──撮影が終わった直後からが勝負だ。


　じりじりとした焦しよう燥そうに胸を焼かれながら撮影風景を見守っていると、背後から硬こう質しつな声に呼びかけられた。執しつ事じのジェームズだ。


「ミヅキ様。少しお時間をいただけますか？」


　彼は六年前と少しも変わらず、ぴしりと背筋を伸のばし、それでいて癖くせのある曲がり方をした老木を思わせる風ふ情ぜいを漂ただよわせていた。


「俺に何か？」


「お仕事の邪じや魔まを致いたしまして、申し訳ございません。少々お話が」


　言葉や物もの腰ごしは丁てい寧ねいだが、語気に有う無むを言わせぬ重みがある。玲は鍵を鞄かばんの中にそっと仕し舞まい、ジェームズに促うながされるまま、シンと胸が冷えるような香かおりのするバラの温室へ足を踏ふみ入れた。


　温室内にはモザイクタイルの敷しかれた円形の空間があり、ガーデン用のテーブルセットが置かれている。その椅い子すを勧すすめられたが断り、玲はジェームズと向かい合った。


「どういったお話でしょうか」


　水を向けると、彼は使用人らしからぬ威い厳げんを湛たたえた目で玲を射た。それはまるで厳格な教師が出来の悪い生徒を見るような目つきだ。六年前、玲にラルフとの別れを迫ったときと同じ眼差しだった。


「お願いがございます。モデルなどお辞やめになるよう、ミヅキ様からデュランディ卿きように話していただけないでしょうか」


「……え？」


「デュランディ卿は、私どもがいくら申し上げても耳を貸してはくださらない。ですが、あのような仕事は、十三世デュランディ公こう爵しやくたるお方に相応ふさわしいものではありません」


　社交界でもラルフがモデルをしていることに眉を顰ひそめている者がいると、玲もアーティから聞いていた。けれどそれは一部であって、すべてではないはずだ。


「お断りします」


　玲は落ち着いた態度で拒きよ否ひした。


「貴方あなたの目には、モデルという職業は単なる見世物のように映るのかもしれません。ですが人に夢を与あたえる仕事だし、その分大変な努力や厳しい自己管理が必要な面もあります。才能や資質も重要で、誰にでもできる仕事じゃない」


「ですが、見世物には変わりありません」


「それでもラルフが選んだ仕事です。それを否定するようなこと、俺には言えません。言える立場でもないし」


　玲は静かな強さを瞳ひとみに湛え、ジェームズの視線を跳はね返した。


　──嫌きらわれていても、俺はラルフが好きなんだ。


　その気持ちと彼を守りたいという思いは、昔から少しも変わらない。けれど、精神面は六年前のままではないつもりだ。あの頃ころは別れることがラルフを守ることに繫つながると心から信じていたけれど、決してそうはならなかったことを玲はもう知っている。ジェームズに言こと葉ば巧たくみに操あやつられ、それしかないと思い込んでしまったが、よく考えれば選せん択たく肢しは他ほかにもあったのかもしれない。自分の身勝手な行動がどれほどラルフを傷つけたのかをアーティに教えられた今、十八歳の頃のようにジェームズの言葉に一方的に流される気はなかった。


「俺は六年前のように、ラルフの意志や感情を無視して自分勝手な結論を押し付ける気はありません。彼が望むことは何でもさせてあげたいし、そのための助力は惜おしまない。ラルフがモデルを続けたいなら、そのために俺にできることがあれば何でもします」


　ジェームズの顔色が変わった。


「──あなたなどいなければよかったのだ」


　ぐっと引き結ばれていたジェームズの口が、おもむろに開いた。そこから漏もれ出た声は、まるでドライアイスのように冷たく、硬かたく、乾かわききっている。


「あなたと出会ってから、あの方は変わっておしまいになった。お父上や母君、一族の方々のおっしゃることをよく聞く真面まじ目めで大人しい方だったのに、自分勝手におなりになった」


　ラルフは、ただ父親から家と爵しやく位いを受け継ついだだけの公爵ではない。その言動によって注目を集めて、もしも出生の秘密が表おもて沙ざ汰たになれば家名が地に落ちるだけでは済まず、王室に多大な迷めい惑わくをかけることになる。そうなればアッシュフォード家の当主に代々受け継がれてきた爵位は剝はく奪だつされるかもしれない。


「あの方は自重すべきなのです。それをわかっておいでのはずが、ミヅキ様、あなたと出会ってからというもの、デュランディ卿はその重大な事実を顧かえりみなくなってしまわれた」


　あなたのせいだと言わんばかりに、ジェームズが鋭するどく玲を睨にらむ。


　だが、玲とて黙だまって言われっぱなしになる気はなかった。ジェームズのラルフに対する言いようには、六年前からずっと引っかかりを感じていたのだ。


「なぜラルフだけが、そんなに抑よく圧あつされなければならないんですか」


　昔から納なつ得とくがいかなかった。パブリック・スクールで出会ったとき、ラルフは笑い方も遊び方もわからないと、それこそどんな表情も選べずに淡たん々たんと玲に告げたのだ。あの頃の彼は、どれほど強固に家や王室に心を縛しばられていたことだろう。


「ラルフの出生の秘密が明るみに出るのを防ぎたい気持ちはわかります。ですが、ラルフがそんなふうに生まれついたのは、ラルフのせいじゃない」


　罪があるとしたら、それはラルフの両親のものだ。ラルフには何の落ち度もない。


「それなのになぜ、彼だけに我が慢まんを強しいるんですか？　ラルフ一人に全ての罪を押し付けて平へい穏おんを保とうとするなんて、そんなのラルフが可哀かわい相そうだ……！」


　込み上げてくる深い憤いきどおりが、抑おさえきれずに溢あふれ出る。しかしジェームズは、そんな玲の思いなど歯し牙がにも掛かけなかった。


「確かにデュランディ卿にはお気の毒なことです。しかし、そのようにお生まれになったのですから仕方がございません」


　当主である以上、家のことを第一に考えるのは当然で、英国貴族ならば王室を敬い守るために働くことも息をするように当然のことなのだと、彼は眉まゆ一つ動かさずに主張した。それが正しいあり方なのだと信じて疑わないジェームズの様子に、玲はぞっとした。彼の中ではラルフ個人より、家や王室のほうがずっと大切なのだ。


　そんな考え方もあるのだろう。ジェームズ個人がどんなものの考え方をし、どんな常識を持っていようとそれを否定する気は玲にはない。けれど、ラルフが関かかわるなら話は別だ。


　──ラルフは子供の頃からずっと、こんな人達に囲まれて育ったんだ。


　どんなに苦しかったことだろう。想像するだけで玲はたまらない気持ちになる。そして、あんな形でラルフを傷つけた自分の馬ば鹿かさ加減に腹が立って仕方がなかった。


「家や王室が大切なのはわかります。でも、なぜラルフ個人の気持ちを同じくらい大事にしてはいけないんですか。当主だ、公爵だと義務と責任を押し付けて、ラルフに我慢を強いるばかりで、貴方は昔から彼の気持ちをちっとも大事にしてくれない。どうしてなんですか!?」


「いいえ、大切に思っております。だからこそ、こうして頭を下げているのです」


　ジェームズは腰こしを折り、本当に玲に頭を下げた。


「以前、私どもの頼たのみを聞き入れてデュランディ卿と別れてくださったように、モデルなどお辞めになるようにと説得していただきたい」


「お断りします！　俺にはそんなことできませ──」


「おい、そんな大声出したら外に聞こえるぞ！」


　玲とジェームズのやりとりに、慌あわてた声が割り入った。


「あ、アーティ!?」


「撮さつ影えいが終わったのに姿が見えないと思ったら、こんなところで何してんのアキは」


　どうやらアーティは玲を捜さがしに来たらしい。


　玲とジェームズは我に返って口を噤つぐんだ。しかし遅おそかった。押し問答が続くにつれて興奮し、知らず声が高くなったせいで話を聞かれてしまったことは疑いようがない。誰にかといえば、駆かけ込んできたアーティにではなく、その後ろから歩みを進めてくるラルフに、だ。


　ラルフと目が合い、玲はごくりと喉のどを鳴らした。


「どういうことだ……？　今の話は──」


　本当なのか、と戸と惑まどうラルフの目がアーティ、ジェームズへと流れ、再び玲の上で止まる。それを真正面から受け止めた玲は、縫ぬいとめられたように動けなくなった。


　──どうしよう、どう誤ご魔ま化かせばいい？


　結ばれた視線が解けない。耳元で心臓の音がガンガンうるさく鳴り響ひびく。


　信じられないというようにこちらを凝ぎよう視ししたまま、ラルフが一歩踏ふみ出してくる。その分近づいた距きよ離りに怯おびえ、玲も一歩後退する。


　それがまずかった。


　玲のその反応が、ラルフに確信を抱だかせてしまったのだ。


　──駄だ目めだ、ばれた……！


　ラルフの双そう眸ぼうから迷いが消えて、確固たる意志が表れる。その変化を目まの当たりにした玲は、弾はじかれたように身を翻ひるがえし温室を飛び出そうと床を蹴けった。しかし、


「逃にげるな！」


　命じるように叫さけんだラルフが力強く一歩を踏み込んだかと思うと、あっという間に距離を詰つめてきて、その腕うでに玲は捕とらわれた。


「は、放せ……！」


　ラルフの腕から逃のがれようと玲は闇やみ雲くもに暴れた。だが、背後から強ごう引いんに抱き竦すくめてくる腕は離はなれるどころか逆に力を増すばかりだ。


「放せよ、ラルフ！　今のは違ちがう、違うから、だから……っ」


「何が違う!?　今の話は──」


「嫌いやだ、言うな！……あッ？」


　玲は無理やり身を捩よじり、ラルフの身体からだを突つき放そうとした。だが無理な姿勢で両りよう腕うでに力を込めた途と端たん、足元のタイルに躓つまずいてバランスを崩くずした。


　傾かしいだ上体と腰をラルフに抱き支えられ、遠心力のかかった斜ななめ掛けの鞄かばんが大きく右に振ふられる。


　ダブルジップは壊こわれていて、鞄の口は開いたままだ。パスポートや手帳、筆記用具などが勢いよくばら撒まかれ、一いつ緒しよに落ちた銀の鍵かぎがキン、と音を立てて床ゆかを跳はねる。


　あっ、と悲鳴のような声を上げ、玲は鍵を摑つかもうと反射的に手を伸のばした。それを見み咎とがめたラルフの顔色が変わる。


「これは──」


「見るな！」


　動くのは、捕らわれていた玲よりも捕らえていたラルフのほうが速かった。玲の手が届く寸前に鍵はラルフに奪うばわれて、揺ゆれる銀ぎん鎖さがあと一歩足りずに指先を掠かすめて遠ざかる。


　──もう駄目だ……！


　見られた。気付かれた。全部、知られた。もう、言い逃れはできない──。


　鍵をじっと見つめているラルフに身体中が震ふるえ、玲は青ざめた瞼まぶたを閉とざした。


　二重に騙だまされていたとラルフは怒おこるだろうか。二人の思い出が詰まった秘密の部屋の合あい鍵かぎを未いまだに持っていたことを知って、未練がましいと哂わらうだろうか。いや、嫌けん悪おに顔を歪ゆがめるかもしれない。


　瞼の裏に、ラルフが叩たたき割った姿見が浮うかんだ。


　この六年間で積み上げてきたものが、これからあんなふうに崩れ落ちる。今は、破片が崩れる直前に生まれた一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくのときなのだろう。この後に起きる崩ほう壊かいの恐おそろしさに、玲はどう対処すればいいのかわからず震えることしかできずにいる。


　立ち尽つくしていたラルフが動き、黒い革かわ靴ぐつが一歩こちらに近づいた。玲は反射的に目を開き、びくりと身を竦める。この足音は崩壊の始まりを告げる音だ。──しかし、


「すみませーん！　プレスとシュヴァリエにお客さんでーす！」


　張り詰めた静寂が崩れ落ちようとした瞬しゆん間かん、撮影スタッフの妙みようにのんびりと間延びした声が開け放たれたドアの向こうから温室の中に届いてきた。


「すべて指示通りにして、庭のコテージにご案内しておきました。じゃ、俺達はこれで撤てつ収しゆうしますんで、後宜よろしくお願いしまーす！」


　お疲つかれ様でしたー！　と挨あい拶さつを残してスタッフの声が消える。その場ば違ちがいに長閑のどかな響きは玲の恐れていた崩壊を寸前で受け止め、押し戻もどしてしまったようだ。


「アーティ」


「ああ、多分ね」


　虚きよを衝つかれて呆ぼう然ぜんとなった玲と同じように、ラルフとアーティも毒気を抜ぬかれたような顔をした。しかし彼らは素す早ばやく気を引き締しめて目を見み交かわし、眼まな差ざしで頷うなずき合っている。そしてラルフは険しい顔つきで肩かた越ごしに執しつ事じを振り返った。


「聞いての通り、来客だ。とりあえず仕事をしろ、ジェームズ。おまえの大事なアッシュフォード家のためにな。今の話は後で詳くわしく聞かせてもらう」


　そう言い置き、ラルフは玲の腕を摑んだままアーティを促うながして踵きびすを返した。自然、引き摺ずられる形になった玲は、戸惑いと不安に苛さいなまれながら恐る恐る問いかける。


「なんで、俺まで……？」


「目を離した隙すきに逃げ出しかねないからな。おまえは一緒に来るんだ。……もしかしたら嫌な思いをさせるかもしれないが」


　ちらりと見下ろされただけで条件反射で身が竦んだが、腕を摑む手を振り払はらう気力は既すでになく、玲はラルフに手を引かれるまま温室からコテージへと移動した。











「先日はどうも、公こう爵しやく閣下」


　庭に建つコテージの居間に入ると、不ふ遜そんな声が飛んできた。声の主は長なが椅い子すに座り、脇わきに松まつ葉ば杖づえを立てかけている。


「ニック!?」


　スタッフの言っていた客というのはニック・メドウズのことだった。身体のあちこちに包帯を巻いた彼の姿に、玲は驚おどろいて目を見開く。そんな玲をニックは憎にく々にくしげに一いち瞥べつしたが、すぐに正面に腰こしを下ろしたラルフに向けてニヤリと口の端はしを引き上げた。


「何の用だ？」


「お蔭かげさまで、ご覧の通りの状態なんでね。まずは医い療りよう費と慰い謝しや料りようの請せい求きゆうをしに伺うかがったんですよ。それから取引でもしようかと、ね」


　大げさな包帯は、ホテルでラルフにあっという間に沈しずめられたときに負った怪け我がのせいだと言いたいらしい。厚こう顔がん無む恥ちにも程ほどがあると、玲はカッとなって口を開いた。


「そんな、おまえに慰謝料を請求する権利なんて──」


「しー、静かにアキ。とりあえず彼の話を聞こう」


「でも、アーティ……っ」


「いいから」


　気色ばんだ玲は、けれどアーティに肩かたを抱くようにして宥められた。ラルフにも黙だまっていろと言わんばかりの目を向けられて、仕方なく手近な椅い子すに腰を下ろす。


　ラルフがニックに向き直った。


「怪我をさせた覚えはないが？」


「へぇ、あれほど人を痛めつけておいてよく平然とおっしゃるものだ。いや、なかったことにしたい気持ちはわかりますよ？　公爵閣下が暴力事件なんか起こしちゃまずいですからね」


　慇いん懃ぎん無礼にニックは言い、それに、とえげつない笑えみを浮かべた。


「シュヴァリエの正体がデュランティ公爵ラルフ・アッシュフォードだってことが世間に知られたら、困らないまでも外聞が悪い。英国の誇ほこり高き公爵閣下が、一流とはいえフランスの、たかが一ブランドのイメージモデルなんかやってるんじゃね。閣下の立場なら、ブランドのスポンサーになるか買収するくらいじゃなきゃ、格好がつかないんじゃないかな」


　見世物になってる場合じゃないでしょ、と嘲ちよう弄ろうするニックに胸をむかつかせながら、玲はラルフの様子を窺うかがった。幸いラルフは冷めた目でニックを眺ながめるばかりで、挑ちよう発はつに乗る気はないようだ。


「それで？　何が言いたいんだ」


「さすが公爵閣下、冷静沈ちん着ちやく。それとも貴族の体面には興味ナシってとこですかね？　けど、これを言ったらどうかな」


　ぎらりと光ったニックの目に、玲の背筋を悪お寒かんが走った。


　まさか、と強きよう烈れつな危機感に胸の鼓こ動どうが速くなる。しかし、こうした脅おどしには慣れているのか、動どう揺ようする玲を余所よそにラルフとアーティは落ち着いた様子でニックを見み据すえている。


　ニックはふいに声を低め、恐れていたことを口にした。


「王室とアッシュフォード家は昔から縁えんが深いことは有名ですが、意外な事実を摑んだんですよ。いや、重大な秘密というべきかな？──前デュランディ公爵と元王女殿でん下かの不ふ倫りん関係について、なんてスキャンダラスな話題なら、そのご子息であられる公爵閣下も食いついてくれると思うんですがね」


「──ッ」


　びく、と意図せず肩が竦すくんだ。一人動揺を露あらわにした玲をニックは勝ち誇ったように見やり、またすぐラルフに目を戻す。


「いや、こんなことは勿もち論ろん、軽々しく人には話しません。黙っていますよ？　ただし、それなりのご相談の上で、ですがね」


　はっきりとは言わないが、口止め料を請求しているのは明らかだ。


　──駄だ目めだ、ラルフ。ニックは……！


　馬ば鹿か正直に言い値の口止め料を支し払はらっても、ニックは口を噤つぐんだりしない。同じネタで短期間に何度か強請ゆすり、そのネタの鮮せん度どが落ちる直前に方々に高く売り捌さばくのが彼のやり口だ。


　玲はそれをラルフに伝えようと口を開きかけたが、チラと向けられたアイスブルーの瞳ひとみに制される。そして玲が躊ちゆう躇ちよした隙にラルフがおもむろに口を開いた。


「それは面おも白しろい話だな。どうやって調べた？」


「あんた素す顔がおを晒さらしてるからな。正体は簡単に摑めた」


　本題に入るなり、ニックは尊大な態度になった。口の端に煙草たばこを挟はさんで火をつけると、嫌いや味み極きわまりない言こと葉ば遣づかいを粗そ野やな普ふ段だんの口調に戻してニヤリと歪ゆがんだ笑みを見せる。


「シュヴァリエを追ってここまで来てみたら、この屋や敷しきで働いてたっていうばあさんを見つけてね。確か公爵夫人に仕つかえていたって言ってたなぁ。そのばあさんが勝手に話してくれたのさ、あんたが元王女の隠かくし子だって」


「なるほど。アガサが自宅で暴漢に襲おそわれ怪我をしたと聞いたが、おまえの仕し業わざだな。あれを脅して聞き出したのか」


「脅しちゃいねぇよ、人聞きの悪い。ま、ちょっとくらいは怖こわがらせたかもしんねぇけど？」


　嘯うそぶいて、ニックが煙けむりを吐はき出す。


「アガサって……」


　玲は数日前に正門の前で門番と押し問答をしていた老婦人のことを思い出した。


　──あの人、確かアガサって呼ばれてた。じゃ、あの人が言ってた黄色い悪あく魔まってニックのことだったのか!?


　では、ところどころに見えた擦すり傷きずもニックの仕業なのだろうか。もしも年老いた女性に暴力を振ふるってラルフの秘密を無理やり聞き出したとしたら、それは許し難がたいことだ。


　だが、あの老婦人を知っているらしいラルフは反応らしい反応を示さず、ニックに話の続きを促している。


「なるほど。それで？」


「それでって何だよ。とぼけてんのか？　このネタと釣つり合いの取れる金額について相談しましょうって話だろ」


「意味がよくわからないが」


「あんまふざけんなよ、公爵サマ？　何だったら、そこのライターをネタにして売ってもいいんだぜ？」


　いきなり話の矛ほこ先さきを向けられて、玲はぴくりと肩を揺ゆらした。見れば、ニックは意味有りげに唇くちびるの端はしを吊つり上げている。


「この前じっくり見せてもらったけど、随ずい分ぶん執しゆう着ちやくされてるよなぁ、アキラ？」


「なっ……！」


　カッと恥ち辱じよくに頰ほおを熱くして、玲はニックを睨にらみつけた。


「ニック、おまえ……ッ」


「実際いいネタ提供してくれたよ、感謝するぜアキラ。お相手は『イリオン』の御おん曹ぞう司しだか公爵閣下だか知らねぇが、二人の弱みとしておまえの存在は確実に売れる」


　一いつ旦たんそこで言葉を切って、ニックはラルフとアーティを見比べた。


「あんたらには業界での競合先やらライバルやら掃はいて捨てるほどいるはずだ。仕事は綺き麗れい事だけじゃやっていけないからな。妬ねたみや恨うらみも買われ放題だろ？」


　ならこっちも客は選より取り見取りだとニックは笑みを深くして、煙草をテーブルで揉もみ消した。


「それは脅しか？」


「さぁね。で、ネタ一つにつき幾いくら出す？　俺が勝手に現金化した場合、このくらいの値段にはなるぜ」


　ポケットから取り出した電でん卓たくに数字を打ち込み、くるりと回して提示してくる。


「ただし黙ってるってことになると、一人につきこの三倍は貰もらわないと割りにあわねぇな」


「なるほど。強請り──恐きよう喝かつ、か」


「単なる取引だ。ああ、医療費と慰謝料も忘れられちゃ困るぜ」


「今度は詐さ欺ぎか。パパラッチというより犯罪者だな。で、合計金額はどのくらいになるんだ？」


　ラルフ、と鋭するどく名を呼んで玲は彼を止めようとした。が、なぜだかその寸前に自分の方がアーティに止められ、口を塞ふさがれてしまう。


　どうして、と非難の目をアーティに向けたが、彼はこちらを見ていなかった。自分の頭上を通過するアーティの視線を追いかけると、ラルフと玲の目がかち合う。


「文句以外で、奴やつに何か言うことはあるか？」


「え？」


　唐とう突とつなラルフの問いかけはあまりにも脈みやく絡らくのないもので、意味を摑つかみ損そこねた玲は思わず小首を傾かしげた。


「何かって、何が？」


　ラルフは戸と惑まどう玲を数秒見つめ、ややして「わかった」と顎あごを引いた。そしてニックの提示した金額へ目を走らせると、アーティへと短く頷うなずいてみせる。


「具体的な数字も出たことだし、そろそろいいぞ、アーティ」


「だから、そう気安く指示するなっつーの。俺はおまえの使用人じゃないって何回言ったらわかるんだよ」


　ぶつぶつ文句を言いながら、アーティが携けい帯たい電でん話わを取り出した。いったい何をするつもりなのかと予期せぬ流れにうろたえた玲は、急にニックが立ち上がって身構えたのにはっとした。松まつ葉ば杖づえや包帯が必要だとは思えない、実に俊しゆん敏びんな動きだ。


「どこへ掛かけた？　言っておくが、警察には連れん絡らくしないほうがいいぜ。そんなことをしたら、明日には王室と公こう爵しやく家のスキャンダルで大変な騒さわぎになる」


「いや、ならない」


　警けい戒かい心も露なニックに、落ち着き払はらってラルフは告げた。


「アガサは確かに二十年ほど前まで、公爵夫人付きのメイドだった。昔はしっかりしていて頭も良かったらしいが、数年前から記き憶おくが曖あい昧まいになり、今では日常的に意識が混乱している。認にん知ち機能に障害をきたしている彼女の証言に信しん憑ぴよう性せいはないな。王室がらみの壮そう大だいなスキャンダルとやらは、残念ながらおまえと彼女の妄もう想そうだと判断せざるを得ない」


「何だと──!?」


　残念だったなとラルフが冷れい笑しようを浮うかべたとき、居間へ五人もの警官がなだれ込んできた。


　啞あ然ぜんとし、しかしすぐさま我に返って逃にげ出そうとしたニックだが、五人に取り囲まれては逃げ場がない。しばらく暴れて抵てい抗こうしたものの、ほどなく取り押さえられた。


「くそ、なんでだよ!?　俺が何したっていうんだ！」


「アガサ・ハワードへの傷害容疑だ。それにデュランディ公爵閣下への恐喝と詐欺の現行犯」


「他ほかにも色々やってるようじゃないか。随ずい分ぶんと被ひ害がい届が出ているぞ。──では、閣下」


「ああ。頼たのむ」


　ラルフが頷くと、あっという間にニックは連行されていった。そのあまりの手て際ぎわのよさに、玲は理解が追いつかない状態だ。


「なんで警察が……」


「当然の処置だ。何の手も打たずにあんな男を放っておくはずがないだろう」


　ラルフがそう言って肩かたを竦める。その後を引き取り、アーティが補足説明をしてくれた。


「アキがニック・メドウズに絡からまれていることは知ってたし、あいつとの間にラルフも含ふくめてトラブルがあったばかりだろう？」


　やられっぱなしで引き下がる手合いではない、おそらく間を置かずに連絡を入れてくるだろうと、例のホテルでの顚てん末まつを聞いた時点でアーティは判断を下していたのだという。


「強請ゆすりたかりの手口もアキから聞いて知っていたから、どうせなら現行犯で逮たい捕ほしてもらおうと思ってさ。あらかじめ準備してたんだ」


　ニックから連絡があったら丁てい重ちように受けること、訪問してきたら会うので通すこと、通したら即そく警察に通報することなど、撮さつ影えいスタッフや門番、屋敷の使用人に細かく指示していたという。執しつ事じのジェームズは駆かけつけた警官たちをコテージに案内し、廊ろう下かで待機させていた。


　一方ラルフはニックの経歴を調べ上げ、彼のネットワークを潰つぶしにかかった。そしてアガサに対する傷害を始め犯罪の証しよう拠こをかき集めると、他の被ひ害がい者しやや警察との間で根回しをし、いつでも逮捕できるように準備を整えていたという。


「じゃ、何も知らなかったのは俺だけ？」


　そのあまりの用よう意い周しゆう到とうさに驚おどろきながら、玲は胃の辺りが焦こげ付くような気分になった。除け者にされたことは悔くやしいが、それはこの際どうでもいい。そんなことより、ラルフを守ると自分に誓ちかっておきながら実際は何の役にも立たず、守られ、助けられてばかりいる自分が腹立たしくて、情けなかった。


「本当はおまえに教えるつもりはなかった」


　ラルフが静かに告げてきた。


「俺は、あの男がおまえの本命だと思っていたからな。警察に引き渡わたすところなど、おまえに見せるつもりはなかった」


　え……、と玲は目を瞬またたく。


　──それじゃ、さっきのは……。


　警官が居間に踏ふみ込む合図を出すようアーティに指示する直前に、何か言うことはないかと尋たずねられた意味がわかった。あれは、これからニックを連行させることになるが、もしこの男が好きならば、その前に何か話しておくことはあるかという確かく認にんと気き遣づかいだったのだ。


　──どうしておまえはそうやって……っ。


　嫌きらいなら嫌いで徹てつ底ていしてくれればいいのに、なぜ不意打ちでこんな優やさしさを見せるのか。


　忘れようと思うほどに愛いとしさは募つのり、苦しさに逃のがれようとすればこうして繫つなぎ止められる。


　こんな理り不ふ尽じんなことはない。


　玲はラルフから顔を背そむけ、密ひそかに唇を嚙かみ締しめた。
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「──……何も知らなかったのは俺だけか」


　腹の底から搾しぼり出すような声で、ラルフがそう口にした。それは先程玲が呟つぶやいたのと同じ台詞せりふだったが、込められている感情の質はまるで違ちがう。


　ニックを警察に引き渡して屋や敷しきに戻もどると、すぐにラルフは玲とジェームズを書しよ斎さいに呼び出し温室でのやり取りを問い質ただした。そこにはアーティも同席している。


　玲はまるで貝になったかのように口を閉とざしたままだったが、ジェームズは観念したようで、淡たん々たんとすべての事情を打ち明けた。モデルの仕事のことだけでなく、ラルフと別れて欲しいと半ば命ずるように玲に頼んだ六年前のことも。


「おかしいとは思っていたんだ。関かかわりなどないはずなのに、おまえ達の間には妙みような緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていたからな」


　神経がぴりぴりするほど互たがいに意識していながら、近づくどころか目も合わせない。ジェームズは口こそ開かないものの咎とがめ立てるような目で玲を見、玲はそれに気付かぬ振ふりをしてやり過ごしながら、明らかにジェームズとの接せつ触しよくを避さけていた。


「やっぱりね。そういう裏事情でもなきゃ、あんな急には別れないよな」


「知っていたのか、アーティ」


　語気も鋭く尋ねるラルフに、窓辺の椅い子すに腰こし掛かけたアーティがのんびりと応じた。


「いーや？　そんなところじゃないかと思ってただけ。直接アキに訊きいてみたけど、あの通りの頑がん固こ者だから突つついても口を割らないし」


　壁かべ際ぎわに身を寄せ、玲はじっと床ゆかを見つめていた。まるで他人事のようにジェームズが語った六年前の顚末も、ラルフとアーティのやりとりも、薄うすい膜まくを通して聞こえてくるように感じた。


　何もかもが明らかになり、背負った重荷から解放されたのだから、安あん堵どの息をついてもいいはずだった。それなのに、言い知れぬ不安と恐おそれが今も玲を押し包んでいる。


　人の言いなりになって、あんな酷ひどい言葉を叩たたきつけて傍そばを離はなれた自分のことをラルフはどう思っているだろう？　玲には推おし量る術もないが、快く思われていないことだけは確かだ。


　──もう嫌われてるんだから、どう思われたっていいじゃないか。


　何を今いま更さら怯おびえることがあるのかと、そう考えることで玲は折れそうになる心を支えようとした。けれど、これ以上軽けい蔑べつされたら今度こそ耐たえられないだろうことも、どうしようもない本音なのだ。


　厳しい眼まな差ざしが玲とジェームズの間を行き来し、玲を刺さし貫つらぬいて止まる。


「なぜ黙だまっていた？」


「……っ」


　きゅっと唇くちびるを結んだまま、玲は身を竦すくませた。その怯おびえたような反応が気に入らなかったのだろう、ラルフの眉み間けんに刻まれた皺しわがぐっと深くなった。


「なぜそんな理不尽なことを受け入れた挙げ句、俺に黙っていたんだ。六年も」


「……ごめん」


　いつまでも子供のようにだんまりを決め込んでいる訳にもいかず、玲は小声で謝ったが、それはラルフの眼差しを緩ゆるめるどころか却かえってきつくしただけだった。


「俺は理由を訊いているんだ。謝って欲しい訳じゃない」


「でも、ごめ──」


「謝るな！」


　落らく雷らいのごとき一いつ喝かつが轟とどろいた。びくっとしてそちらを見ると、椅子に腰掛けていたはずのラルフが立ち上がっている。


「なぜおまえが謝る!?　そもそもその謝罪は何に対してのものなんだ、謝れば済むとでも思っているのか？　そんな訳がない、俺とおまえの六年はそんな一言で済ませられるような──」


「あーもう、はいはい、ちょっと待て」


「黙れ！　邪じや魔まをする気か、アーティ!?」


　普ふ段だんが冷静沈ちん着ちやくな分、激したラルフは相当の迫はく力りよくだ。ホテルでビデオや鏡を壊こわしたあの激情を目まの当たりにしたとき、玲は身動きもできなかった。だが、そんなラルフに睨にらまれてもアーティはどこ吹ふく風だ。苦く笑しようを浮かべ、ひょいと肩を竦めてみせる。


「邪魔されたくなきゃ落ち着けよ。そんな大声で怒ど鳴なりつけられたら、アキだって何も言えなくなるだろ？　黙ってた理由なんか訊くまでもないし」


「訊くまでもない……？」


　どういうことだと訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せたラルフに、「それを俺に言わせる気？」とアーティが呆あきれ顔で腰を上げた。壁際に立ち尽つくす玲の隣となりまで来ると、ぽんぽんと頭を叩いてくる。


「アーティ？」


「そろそろおまえも素す直なおになれよ。もう全部そこの執事に暴ばく露ろされちゃったんだから、今いま更さら隠かくすことは何もないだろ。まぁ、今までずっと秘密にしていたことを急に明かされた訳だから、動どう揺ようする気持ちもわかるけどさ」


「おい、アーティ」


「はいはい、触さわるなって言うんだろ？　でもアキと俺は現在進行形で親友なんだよ。恋こい人びととして返り咲ざけるかどうか未定の男に、とやかく言われる筋合いはないね」


　アーティが、彼にしては珍めずらしく挑ちよう発はつ的な物言いで応じる。それにラルフがすっと目を細めるのを見て、玲は慌あわててアーティの腕うでを引いた。


「アーティ、そんな言い方は……っ」


「俺はアキの味方だって言っただろ？　こんな他愛ない絡から繰くりに六年も気付かずにおまえを放っておいただけでも許し難がたいところなんだ。その上、腹いせに怒鳴ったりするようじゃね」


　どうしようもないな、とアーティがいつになく鋭するどい目をしてラルフを睨み付けた。空色の瞳ひとみと氷色の瞳が真っ向からぶつかり合い、どうすることもできずに玲はおろおろと二人を見比べる。だが、それは程ほどなくラルフがふっと過か剰じような緊張感を散らしたことで終息した。


「──ジェームズ」


　唐とう突とつなラルフの呼びかけに、はい、と執しつ事じは落ち着き払はらって応じた。


「この件に関する処分は明日伝える。下がれ」


　いつもと変わらぬ調子でジェームズは静かに頭を下げた。彼はきっと玲とラルフの関係も、ラルフがモデルをしていることも納なつ得とくしてはいないだろう。しかし主の命令に従って、黙って退室していった。


　ラルフが机を回り込んでゆっくりと歩み寄ってくる。


「使用人に勝手を許したのは俺の力不足だった。それは認めよう。真実を見み抜ぬけず簡単に策に嵌はまった不明も認める。俺にも反省する点が多々あることはわかっているが、今はとにかく真実が知りたい。そのためにも二人で話し合うことが必要だ」


　ラルフの言葉と眼差しは、暗にアーティにも退室を促うながしていた。玲は不安げにアーティを見上げる。二人きりにされるのは怖こわいのだ。


「恋れん愛あいは共同責任だ。付き合うにしろ別れるにしろ、どちらにもそれなりの事情がある。それはわかってるよな？」


　アーティが真面まじ目めな調子で言うのに、ラルフは僅わずかに顎あごを引いた。


「わかってるさ。一方的に責めるような真似まねはしない」


「泣かすなよ？　いきなり襲おそうのもなしだぞ」


　再び頷うなずいたラルフに、アーティも頷き返す。自分の頭上で二人の男が納得したのを察した玲は、我知らず縋すがるような目をアーティに向けていた。


「話し合うつもりだったんだろ、アキ？　覚かく悟ご決めろよ」


「……うん」


　頷いたものの、もともと玲には六年前まで遡さかのぼるような深い話をする気はなかった。しかし、こうなったらアーティの言うように覚悟を決めるしかないのだろう。


「色々フォローしてくれてありがとう、アーティ。裏切り者なんて言ってごめんな？」


「いいって。俺はね、纏まとまりそうで纏まらないカップルを見てるとくっつけたくなる性分なの。けど、その後のことは知らないからな」


　それじゃ、と肩かたの辺りでひらひらと手を振り、アーティも書斎を出て行った。


　これで二人きりだ。そう思うと緊きん張ちようして、近づいてくるラルフに玲は身を強こわ張ばらせた。


「……っ」


　カタカタと風に窓が鳴る。思わず後あと退ずさりをしそうになった玲の右みぎ腕うでを、ラルフがそっと摑つかんできた。


「逃にげるな。酷いことはしない、何も。──話をしたいだけだ。今度こそ、本当に」


　低く響ひびくラルフの声が書斎の静せい寂じやくを際きわ立だたせ、二人きりだということを嫌いやというほど玲に意識させる。腕を摑むラルフの手に緩く力が込められて、ぴく、と薬指の先が跳はねた、そのとき。


「──玲」


「えっ……？」


　大きく睫まつ毛げを震ふるわせて、玲は思わず目を瞠みはった。


　──今、俺のこと玲って……？


　名前を呼ばれた。それだけのことだ。だが、それだけで身体からだの強張りが解けていく。


「名前……ラルフ今、俺の名前、呼んだ？」


「ああ、呼んだ。呼んだが」


　それがどうした、と言いたいのだろう。ラルフの双そう眸ぼうが困こん惑わくを映して揺ゆれている。何でもないと答えながら、玲はどうしようもなく心が震えるのを感じていた。


　──初めて、なんだ。再会してから初めて、名前、呼んでくれた……。


　話をするときも抱だかれるときも、ラルフは頑かたくなに玲の名を呼ぼうとしなかった。おい、とかおまえ、とか呼ばれるたびに、ラルフにとって自分など、もう親しく名を呼ぶ価値もないのだと思い知らされるかのようで、本当はずっと寂さびしかった。


　それを、こんなときに不意打ちで呼ぶなんて卑ひ怯きようだ。心の鍵かぎがそれだけで壊れそうになる。ラルフへの思いを封ふうじている重いドアを、彼に向かってほんの少しでも開く訳にはいかないのだ。このドアは一度開いたら、もう閉じることはできないのだから。


「一つずつ確かく認にんしたい。いいか？」


「……うん」


　平常心を保たなければと軽く息を吸い、玲は小さく頷いた。


「六年前の別れの言葉は口実で、俺とのことは遊びではなかった。そうだな？」


「遊びなら、六年も引き摺ずったりしないよ」


「なら、なぜ俺に何の相談もなく別れを決めてしまったんだ」


「それは、俺がいるとラルフと公こう爵しやく家の将来を潰つぶすことになると思って……」


　上流階級のルールなど当時の玲は知らなかったし、今もそんなことはわからない。ただ、英国はかつて同性愛を法律で禁じていた国だ。そうした考え方が根強く残っているのだとしたら、自分の存在はラルフにとってマイナスにしかならない。


　それにジェームズに指し摘てきされた家いえ柄がらの差も、身を引く要因の一つだった。ラルフがデュランディ公爵という高貴な存在であるのに対し、当時の玲は一実業家の息むす子こに過ぎなかった。『イリオン』ほどの知名度や歴史があればともかく、玲の実家は、祖父が一代で事業を打ち立てたいわゆる成金だったし、父が事業に失敗して社が倒とう産さんしてからは成金ですらなくなった。


「恋人どころか、友達としても釣つり合わないって、思ったんだ」


「何だ、それは。そんなことで──」


「大事なことだろ!?　上流階級では、世界の違ちがう人間と親しくすると付き合いから外される、そうしたらラルフの将来や公爵家のビジネスにも影えい響きようが出るって聞いた。それにデュランディ公爵に男の恋人がいるって世間に知られたらマスコミが騒さわぐかもしれない、そうしたら──」


「俺の出生の秘密まで掘ほり起こされると思った。そういうことか？」


　玲は小さく頷いて、そのまま目を足元に落とした。


「……俺のため、だったのか」


　胸の底から吐はき出したような深い、深い溜ため息をラルフがつくのを、玲はうなだれたまま聞いた。それきりラルフが黙だまったので、不安になり、口の中でまた「ごめん」と呟つぶやく。するとラルフは小さく息をつき、再び口を開いた。


「それなら、……ニック・メドウズに押し倒たおされても抵てい抗こうしなかったのは、なぜだ」


　あのときは、と玲はともすれば掠かすれそうになる声を振ふり絞しぼる。


「あのときニックはラルフの出生の秘密に辿たどり着きかけていたんだ。ラルフのお父さんが不ふ倫りんをしていたところまで……。でも、そのネタを仲間に売れば相手が誰か、調べ上げるのに一週間もかからないって言われて」


「脅おどされたのか」


「……」


　事情を話しながら、あまりの自分の情けなさに玲はつい押し黙る。


「脅されたんだな？」


　答えたくなかったが、渋しぶ々しぶ玲は頷いた。これまで黙っていたことで多くの思い違いが生まれたことを思い出したからだ。


「取引だったんだ。俺がニックの言うことを聞く代わりに、ニックにはラルフのことから手を引いてもらうはずだった」


「おまえは、どうして……ッ」


　ラルフの拳こぶしが肩の上を掠め、ダンッ、と壁かべに叩たたきつけられた。


「どうしてそんな話を真に受けたんだ！　あの手合いがそんな約束を守る訳がないだろう!?」


「俺だってわかってるよ、そんなこと！　でも、少しでも先に引き延ばせたらって思ったんだ。時間を稼かせいで、その間に何とかできたらって……っ」


　激しかけた感情に、玲は肩で息をつく。


「ニックはシュヴァリエ狙ねらいのパパラッチだったから、ラルフに黙っていたのは悪かったと思う。けど、ラルフは撮さつ影えい中だったし余計な心配かけたくなかったんだ。ラルフのことを騙だまそうとか、そんなふうに思ってたんじゃない、俺はただ、……守りたかった。それだけなんだ」


　語ご尾びが尻しりすぼみに掠れていく。本当のことを洗いざらい打ち明けたけれど、信じてもらえるとは思えなかった。玲はこれまでラルフに対し、あまりにも噓うそをつきすぎていたから。


　しかし意外にもラルフは玲の言葉をそのまま受け入れてくれたようで、もう何度目になるのかわからない溜め息をつくと、苦々しく呟いた。


「何がそれだけ、だ。それで俺に手て酷ひどく扱あつかわれていたんじゃ、どうしようもないだろう」


「でも、俺はラルフが大事だから」


　考える前に身体が動いてしまうのだから仕方がない。


「俺より自分のことを大事にしてくれ。そうでなければこっちの神経が持たない。……ああ、これはおまえを好きに扱った俺に言えた台詞せりふじゃないな」


　ラルフは俯うつむくと片手で額を覆おおった。大きな手と頰ほおにかかった黒くろ髪かみの向こうでラルフがどんな顔をしているのか、玲には窺うかがえないけれど、少なくとも自分の話を信じてもらえたことだけは伝わってくる。


「ラルフこそ……なんでモデルになったんだよ？　ジェームズさんがあんなに反対してるってことは、一族の人達にも随ずい分ぶん色々言われたんじゃないのか……？」


　それにラルフはマスコミ嫌ぎらいで、玲のことも恨うらんでいたはずだ。


「どうして長期の取材なんか受ける気になったんだ？　アーティが指名したんだから、俺が来るってわかってたはずなのに」


　しばしの沈ちん黙もくの後、ラルフが顔を上げてこれまでのことを語り始めた。


「モデルを始めたのは本当に成り行きだ。あえて理由を挙げるなら、玲を失って何もかもがどうでもよくなっていたことと、何かと行動を制限してくる一族や王室への反発が原因だったのかもしれない」


　けれどモデルとしてカメラと向き合ううちに、不思議と自分自身と向き合うようになったのだという。所有する事業の経営はトップの挿すげ替かえがいくらでもきくが、他ほかの誰も自分に成り代わることのできないこの仕事を次し第だいに気に入り始めたのだ。


「表情を作るとき、カメラマンが言うんだ。大切な人を見つめるような目で、守るべきもののために戦う決意で──そんなふうに色んな指示を出してくる。そうすると必ず玲の顔が浮うかぶんだ。振り払はらっても振り払っても、気付けば玲のことばかり考えている」


　それが苦しくて、最初のうちは苛いら立だった。けれど玲との思い出が蘇よみがえるにつれて、こうと決めたら迷わない一いち途ずさや、誰かのために行動するときの意志の強さ、いっそ自じ虐ぎやく的なまでの優やさしさを思い出した。そして、あの別れの言葉にふと違い和わ感かんを抱いたのだという。


「違和感って……おまえのイメージが綺き麗れい過ぎるだけなんじゃないのか？　俺は、そんなふうに言われるような人間じゃない」


「いや。少なくともおまえは遊びで人と付き合うような人間じゃなかった。ましてや俺とは三年だ。その間におまえが他の男に気を取られたことは一度もなかった」


「なんでそんなことわかるんだよ？　もしかしたら、ちょっとくらいは余所よそ見みしたかもしれないのに」


　あまりにも自信満々に言い切られ、反射的に言い返す。すると、


「おまえは俺のことしか見ていなかった。これだけは断言できる。俺はその三年間、玲のことしか見ていなかったんだからな」


　余所見をされればすぐわかる、と当たり前のように言われ、玲は赤面しながらもくすぐったいような気分になった。ラルフの言うように余所見をしたことは一いつ瞬しゆんたりともなかったから、そんな自分の気持ちをラルフが信じていてくれたことは単純に嬉うれしかった。


「それに一番親しいアーティに告白されたときも断っただろう？　あれは本気にしていなかったせいもあったのだろうが」


「だっていつも冗じよう談だんみたいに言われていたんだ。お菓か子しをやるから付き合おうとか、テストの点数が良かったからキスしてくれとか。そんなふうに言われたら本気だなんて思えないよ」


　実は今でも信じられない。アーティは楽しければ何でもありな男なので、本気と冗談の境界がわかりづらいのだ。


「だが、あれでアーティも真しん剣けんだった」


　玲はアーティとの距きよ離りが近すぎて、却かえってわからなかったのだろう。アーティの小さな変化は周囲の人間の方が気付きやすかったのかもしれない。それはともかく、ラルフとの関係が本当に遊びだったなら、玲は隠かくれてアーティと遊ぶこともできたはずだった。アーティの気持ちを本気だと受け止めていなかったとすれば尚なお更さら気軽に遊べたはずだ。けれど玲はそんな素そ振ぶりは微み塵じんも見せなかった。


「卒業した直後に別べつ邸ていに招いた時点では、玲の気持ちは変わっていなかったはずだ。だが所用で半日出かけ、帰ってきたら妙みように塞ふさぎ込んでいた」


　ラルフの瞳ひとみがふと翳かげり、玲の腕うでを摑つかむ指にぐっと力がこもった。


　それはきっとジェームズにラルフと別れてくれと言われた後のことだろう。そういえばあの日から、ラルフは何かと玲を気き遣づかい、外に連れ出そうとしてくれた。けれど玲はジェームズの言葉に心をがんじがらめにされていて、ラルフの話をろくに聞いていなかったように思う。


　そしてラルフはといえば、その数日後に突とつ然ぜん別れを切り出され、ショックでその辺りのことを失念してしまったのだ。そして随分後になって、当時のことを思い返すたびに不ふ審しんな点が多いことに気がついたのだという。


「もしかしたらあの別れは、玲の意思ではなかったのかもしれない。そう思ったが、六年だ。今いま更さらおまえを追いかけて問い詰つめるのは、さすがに無作法だろう。それに六年は、人の気持ちが変わるには十分な長さだ」


　だからもう六年前のことは蒸むし返さずに忘れようと、一度は心を決めたのだという。だが玲への思いや、別れの真相を知りたいと思う気持ちを打ち消すことはできなかった。止めようと思うのに、玲がどんなふうに生きているのか手を尽つくして調べ上げ、ライターをしていると知ってからは、玲の記事が載のっていればどんな雑誌でも買ったという。


　──そういえば、俺の記事はどれを見ても取材対象に入れ込んでいるって、嫌いや味みを言われたことがあったっけ。


　湖での撮影のときだ。あのときはよく考えもせず反射的に言い返してしまったけれど、あんな台詞が出てくるということは、彼は本当に玲の書いた記事を読んでくれていたのだ。


「去年の夏に書いた女優の記事を憶おぼえているか？」


「あ、うん。未み婚こんの母のやつ？」


　ニックに付きまとわれるきっかけになった記事のことだ。頷うなずくと、ラルフがどこか面おも白しろくなさそうに顔を背そむけ、ぼそりと言った。


「……嫉しつ妬とした」


「えっ？」


　思わぬ台詞に玲は瞬まばたきを繰くり返す。今のは聞き間ま違ちがいだろうか？


「え、あ、その……ラルフ？」


　急に何を言い出したのかと脈みやく絡らくのなさに戸と惑まどっていると、ラルフは一度、目を閉じて息をつき、何かを振ふり切った様子で玲を見た。


「あの記事──あれは、彼女を守ろうと思って書いたんだろう？　それが記事から伝わってきて、……嫉妬した。どうしようもなく嫉妬したんだ。玲にあんなふうに思われていたのは、学生時代は俺だけだったのに、と──そう思ったら、もう駄だ目めだった。玲をこの手に取り戻もどしたくて、どうしようもなくなったんだ」


　どうやら先ほどラルフが振り切ったのは羞しゆう恥ち心しんだったようだ。てらいもなく言い切られ、熱く見つめられて玲は目め眩まいがしそうになる。


「そんな思いが限界に達した頃ころ、アーティから取材を受けてみないかと勧すすめられたんだ」


　アーティはそのときラルフに、玲がメインで仕事をしている『ワールド・エンターテイメント』から取材の申し込みがきていると、わざわざ話したのだという。


　当時、玲に会いたいと願うラルフの気持ちは膨ふくれ上がる一方で、取材を受けるなら相手は玲以外には考えられなかった。だが、会えば二度と手放せなくなる。それがわかっていたラルフは随ずい分ぶん悩なやみ、迷ったのだが、アーティが強ごう引いんに話を進めようとしてきたので頷く代わりに玲を指名したのだという。


「それじゃ、アーティが無理やり俺を指名したんじゃなかったのか？」


「それはどうだろうな。あいつはあいつで、最初から玲を指名するつもりだったようだ。ただ、奴やつがそう言う前に、取材は玲でなければ受けないと俺が言っただけのことだ。俺が口を出しても出さなくても、結果は同じだっただろう」


　二人の意見が一いつ致ちして、玲の元に強制的なオファーがきたという訳だ。


「だが、今思えばあのタイミングは偶ぐう然ぜんというには不自然だ。……謀はかられたな」


　少し悔くやしそうにしながら、ラルフは続ける。


「おまえに会ったら、とにかく話をするつもりだった。訊ききたいことや言いたいことを、窒ちつ息そくするかと思うほど溜ため込んでいたから」


　けれどあの夜、『イリオン』の応接室で玲の顔を一目見たら、言葉はすべて消し飛んだ。玲がいる──そう認にん識しきした途と端たん、もう二度と傷つかないよう凍こおらせたはずの胸に一気に熱が蘇った。強きよう烈れつな引力に吸い寄せられて目が離はなせなくなり、衝しよう動どうのままに駆かけ寄って抱だき締しめてしまいそうになるのを堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいだった──そう言われ、玲は目を丸くする。


　あのとき玲はラルフの眼まな差ざしが強すぎて、睨にらまれているとばかり思っていたのだ。


「俺は普ふ段だん、感情があまり動かない分、動いたときは極きよく端たんだ。それは玲も知っているだろう？」


　勿もち論ろんだ。今まさにラルフは自分自身でそれを証明しているし、激情に駆られたホテルでの一件も記き憶おくに新しい。


「いきなり現れた俺に玲は驚おどろいていた。だから、それ以上怖こわがらせないように、ゆっくり近づいて話しかけようとしたんだ」


　しかし、名を呼ぼうとしたラルフの声は冷たい言葉に遮さえぎられた。再会した玲は別人のように冷ややかな顔をし、ビジネスライクな挨あい拶さつをすることでラルフのことを拒きよ絶ぜつしたのだ。まるで本当にラルフとのことは遊びだったのだといわんばかりに、終わったこととまで言って。


「ごめん、あのときは俺も驚いて──。ラルフには憎にくまれてると思ってたし、不用意に近づいたらいけない、距離を取らなきゃって焦あせってたんだ。でも、それでまた俺はラルフを傷つけていたんだな」


　守りたいと言いながら、やることなすことラルフを傷つけてばかりだったのだ。罪悪感と情けなさに玲は居たたまれなくなる。


「ごめん。いつも俺が一番酷ひどいことをして。傷つけてばかりでごめん、ラルフ」


「傷つけたのは俺も同じだ。目を離したらいつまた逃にげられるかと思うと落ち着かなくて、ＳＰにおまえを見張らせたり、勘かん違ちがいをして酷い言葉を浴びせたり──無理やり抱いたりもした。バスルームでは、おまえの話を聞こうともせずに一方的なことをしたし……」


　済まなかったと、ラルフが壁かべについていた手で玲の頰ほおを撫なでてくる。玲が小さく首を振ると、ラルフの手のひらに自分から頰を摺すり寄せるような仕草になってしまい、恥はずかしさに慌あわてて距離を取った。それを逃げたと取ったのか、ラルフが痛みを堪えるように目を細める。


「俺は玲をどうしても取り戻したかった。身体からだだけでも先に堕おとして、それから心を手に入れ直せばいいと思うくらいに焦っていた。形なり振ふり構ってはいられなかったんだ、おまえは本命がいるような態度を取ったから」


　本命？　と玲は聞き咎とがめた。前にもラルフはそんなことを言っていたが、玲にはどうもその辺りがよくわからない。


　玲の本命はラルフだ。これは間違えようがなかった。その気持ちを悟さとられまいと必死になる余り、他ほかに好きな人がいる振りをすることなど思い付きもしなかった。それなのに玲はニックとのことを誤解されてしまい、死ぬほど辛つらい思いをしたのだ。


「他に本命がいるなんて、そんなふうに誤解されるようなこと、俺は絶対にしてないぞ」


「した。打ち上げの後、シャンティの屋や敷しきで本気の相手はいるのかと尋たずねたら、いないと言いながら左手で首筋を擦さすっていた。あれは噓うそをつくときの玲の癖くせだ」


　思わぬ指し摘てきに玲は目を見開いた。


「え？　俺、そんな癖あった？」


「あった。昔からだ」


　断言し、再会してからの玲の噓をラルフが数え上げていく。


「再会した夜、俺との事を終わったことだと言ったとき。湖の畔ほとりで俺のことを好きだと言った後に慌ててそれを否定したとき。演奏会の後、ニック・メドウズに絡からまれたことを誤ご魔ま化かしたときもそうだった」


「う、そ……まさか、そんな……」


　そんな癖が自分にあったなんて、しかもそれをラルフだけが知っていたなんて。


　──じゃ、俺のついた噓は全部ばれてたってこと？


　すべて見み透すかされているのも知らないで、必死で言い繕つくろっていたなんて、それでは自分が馬ば鹿かみたいだ。


「そ、それなら六年前に遊びだったって言ったときも、噓だってわかったはずだ！」


　あまりの恥ずかしさに声を荒あららげる玲に対し、ラルフは冷静に否定した。


「いや。あのときは無理だった」


「なんでだよ？」


「忘れたか？　失うのが怖くて、俺は玲の両手を力任せに摑つかんでいたんだ」


　その言葉に、玲はふと今摑まれている右みぎ肘ひじの辺りを見下ろした。そういう理由があったから、ラルフは今、玲の右みぎ腕うでだけを捕つかまえているのだ。


「だが六年も経たてば人は変わる。おまえの癖が変わっていないと思い込めるほど、俺もおめでたくはない。だから、その癖を見てもおまえの気持ちに確信が持てなかった。あの男──ニック・メドウズと一いつ緒しよにいるおまえを見たら尚なお更さらだ」


　ベッドに折り重なる二人を見たとき、一いち縷るの望みが潰ついえたと思った。抵てい抗こうもせず、されるがままになっていた玲が許せなかった。自分のものではないのに裏切られたような気になって、玲が懸けん命めいに何か伝えようとするのにも耳を貸さず、縛しばり付けて強引にその身を嬲なぶった。だが、あのときラルフは怒いかりに任せて細い身体をいたぶりながら、違ちがうと繰り返す玲の言葉を信じたいとも思っていたのだ。けれど期待して裏切られるのはもう嫌いやで、ラルフは最後まで玲の言葉を聞こうとはしなかった。


「あのとき、もういいと思った。今度こそ思い切るつもりだったんだ。だが今日、あの温室での話を聞いて、そのすぐ後にこれを見て──性しよう懲こりもなく、期待した」


　そう言ってラルフが取り出したのは、玲が温室で落とした鍵かぎだった。


「ずっと持っていたんだな、これを」


「……」


　玲は困ったようにラルフの手のひらに載のせられている鍵を見つめる。


「チェーンが付いている。この長さなら、……ここにつけていたのか？」


　肘ひじを摑んでいた手がするりと滑すべって、玲の手首をそっと撫でた。その優やさしい感かん触しよくに逆らえず、玲はこくりと頷うなずく。


「……最初は、戒いましめのつもりだったんだ。もう二度とラルフには会わないって、会っちゃいけないって。でも、段々お守りっていうか、支えみたいになってきて、いつの間にか……ラルフの代わりに、なっていて」


　手放すことができなかった。震ふるえる声での告白に、手首を撫でていたラルフの指が玲の指に絡んでくる。


「期待してもいいのか？」


「期待……？」


「今でも俺のことを思ってくれていると、期待してもいいのかと訊いているんだ」


「それは──、けど、ラルフは婚こん約やくするんだろ……？」


「婚約？」


　予期せぬことを耳にしたとでもいうように、ラルフは不思議そうな顔をした。


「だって、恋こい人びとか婚約者はいないのかって訊いたとき、二月半ばには、って……」


　さらりと言うはずだったのに、声が傷ついた響ひびきを帯びてしまう。玲は逃げ出したくなって繫つながれた手を引こうとしたが、ラルフの指に阻はばまれ、しかも俯うつむいていた顔を覗のぞき込まれた。


「あれはお前のことを言ったんだ」


　間近に迫せまった青い瞳ひとみを見つめながら、玲は瞬まばたきをする。


「俺……？」


「取材が終わるのが二月十五日だろう？　それまでに玲を取り戻もどすつもりだったから、そう言ったんだ。わからなかったか？」


「そんなの、わかる訳ないだろ!?　ていうか、普ふ通つうにわかりづらい！」


「今わかったんだからいいだろう。で、どうなんだ？」


「ど、どうって言われても……」


　玲は戸と惑まどい、言葉を濁にごした。ラルフのことを好きなのは確かだ。だが、好きなだけでは続かないこともわかっている。


　──好きだけど、一緒にはいられないって言わなきゃいけないのか……？


　そんなことを二度も口にするなんて玲には無理だ。もう二度と自分の言葉でラルフを傷つけたくはなかった。──だが、それならどうすればいいのだろう？


　答えが見つからず途と方ほうに暮れた玲の胸中を読んだのか、ラルフが強い目で玲の瞳を捕とらえた。


「俺は玲が好きだ。玲も俺を好きだと言うなら、もう二度と放さない」


「でも、俺は男で庶しよ民みんで、おまえは貴族で……」


「立場など、どうでもいい。というより、そんなものはどうとでもする。俺はおまえの気持ちを訊きいているんだ」


　でも、と逡しゆん巡じゆんする玲の肩かたをラルフが両手で摑んできた。


「俺はおまえがいい。玲しか、いらない」


「でも、駄だ目めだラルフ。それだけじゃ俺たちはうまくいかない」


　いつか必ずラルフには、玲が邪じや魔まになる日がくる。ラルフが十三世デュランディ公こう爵しやくである以上、結けつ婚こんや跡あと継つぎの問題は避さけて通れないのだ。愛人になって、ラルフを誰かと共有するなど玲には耐たえられないし、重荷になるのはもっと嫌だ。そんなことになるのなら、早いうちに別れたほうがいいに決まっている。


　だが、ラルフはそれを頑がんとして聞き入れなかった。


「嫌だ。この六年でよくわかった、俺は玲でなければ駄目なんだ」


「ラルフ、もうそれ以上は……」


「駄目だ、玲。聞いてくれ」


　聞きたくないと首を振ふって拒こばんだのに、ラルフが両手で頰を押さえ、無理やり目を合わせてくる。彼らしくもない、必死な表情を浮うかべて。


「俺もどうしてかはわからない、だから言葉では上手く説明できない。だが、俺にはおまえなんだ──玲だと言うんだ、俺の身体からだと、心が」


　他の誰でもない、玲でなければ駄目なのだと繰くり返すラルフに、玲は息が止まりそうになる。


「で、でも、ラルフ……」


「約束しただろう？」


　緩ゆるく首を振る玲に、なおもラルフは言葉を重ねる。


「俺に教えるのは笑うことや怒ることだけじゃない、おまえは全部といったはずだ。喜びも悲しみも、恋も嫉しつ妬とも、安らぎも憎にくしみも俺はおまえに教えられた。だが、まだ全部じゃない」


　青く高温に燃え上がる双そう眸ぼうにひたと見つめられ、玲は身動きができなくなる。


「俺はまだ永遠を誓ちかい合う幸福を知らない。共に生きていくために戦う強さも一人では得られない。おまえを求める胸の渇かわきは、おまえでなければ癒いやせない──だから」


　だからどうか、とラルフは祈いのるように言葉を紡つむいだ。


「どうか、傍そばにいてくれ。俺に、おまえを愛させてくれ」


「……っ」


　胸を裂さくような告白に、玲の視界が急速にぼやけた。答えを待つ青い瞳に言い訳や怯おびえを打うち砕くだかれて、身も心も抵抗を忘れた。


　残ったのは、恋心という理性や意思ではどうにもならない嵐あらしのような気持ちだけだ。それが玲のすべてを攫さらってゆく。


「俺も……」


　震える唇くちびるが、躊躇ためらいながらゆっくりと動き出す。


　この仕事を受けるとき、『ワールド・エンターテイメント』への恩返しだと玲は自分に言い聞かせた。ライターとしてのチャンスでもあったし、ハイエナのようなパパラッチからラルフのことを守りたいと思ったのも本当だ。


　だが本当に玲を突つき動かしたものは、その中のどれでもなかった。


　──ラルフに、会いたかった。


　恨うらまれていても、憎まれていてもいい。一目会いたかった。


　ただ、それだけだったのだ。


「俺も、ラルフじゃなきゃ……駄目なんだ」


　顔は涙なみだに汚よごれ、唇は戦慄わななき、みっともない泣き顔を晒さらしていることだろう。だが、そんなことを気にして口を閉とざす訳にはいかなかった。今自分の気持ちを伝えなければ、玲は一生後こう悔かいする。ラルフがいないと駄目になるのは、玲の方なのだから。


「ずっと会いたかった。傍にいたかった。本当はずっと、ずっと好きだったんだ……っ」


　心の奥の鍵が壊こわれ、封ふうじられた思いが扉とびらを内側から押し開いて溢あふれ出していく。それは血流に乗って身体中に満ち、それでも足りずに涙となってほろほろと零こぼれ、頰ほおを包むラルフの指を温かく濡ぬらしていった。


「玲、玲、本当に……本当、なのか……？」


　信じられないという顔をして見下ろしてくるラルフへと、玲はしゃくりあげながら言葉を継ついだ。


「本当に好きだ、今も昔も、ラルフだけが大好きなんだ。それなのに俺、酷ひどいこと言ってごめん……っ、ラルフの気持ち、無視してごめん。けど、けど守りたかったんだ、俺、ラルフの未来を潰つぶしたくなくて……っ」


　まだ未熟な心と身体を重ね、もう大人だと思い込んでいたあの頃ころ。玲は世の中のことを何も知らない子供だった。ラルフを愛いとしく思う気持ちは本物だったけれど、彼を大切に思うあまり、何より大事なラルフの気持ちを置き去りにした。そして、ラルフと共に生きるために戦うという選せん択たく肢しがあることも、ラルフが既すでにそれを選び取っていたことにも気付けなかったのだ。


　だが、今は違ちがう。今ならわかる。


「好きなんだ、ラルフ。もう二度とラルフに噓うそついたりしない、二人の問題を一人で片付けるなんて勝手なことも絶対しない、だから……だから、俺のこと許してくれるなら、ラルフの傍にいさせて」


「玲……！」


　力強い腕うでに攫われ、きつく抱だき締しめられる。玲はその広い背中に両手を回し、愛しさを込めて抱き返した。


　六年間、伝えたくても伝えられずに抱かかえ込んできた本当の気持ち。それを今ようやくラルフに差し出すことを許されて、玲は涙に濡れた頰を彼の胸に押し付ける。


　抱き締め合って頰を寄せ合い、深い口づけを繰り返す。そして、それがふと離はなれた瞬しゆん間かん、


「好きだ」


　見つめ合って告げた言葉が意図せず重なり合ったとき、ラルフの氷の無表情が嬉うれしそうな笑え顔がおに溶とけ出して、キスの雨となって玲の上に降り注いだ。





　　　　＊





　……ジェルを纏まとった長い指に身体の内側を撫なでられる。


「…っ、ぁっ……」


　ラルフの膝ひざの上に向かい合わせに座らされた玲は、ラルフの首に両手を回してぎゅっと目を閉じ、後こう孔こうを出入りする指の感かん触しよくに耐えていた。


　思いが通じ合った後、二人はキスを繰り返しながらもつれ合うようにしてラルフの寝しん室しつへ移動した。ベッドへ横たえられたときにはどちらも身体を熱くしていたが、これまで身勝手に玲を抱いてきたことを心底悔くいているらしくラルフは急いで玲を奪うばおうとはしなかった。


　ベッドサイドのランプを灯ともして玲の表情を窺うかがいながらそっと始められた愛あい撫ぶは、昂たかぶった身体には優やさしすぎて、むしろ玲には辛つらかった。もっと強ごう引いんにしてもいいと言ったのに、ラルフは慎しん重ちように玲の身体の熱を上げ、蕩とろけるように自然に開かせようとしていた。


　焦じれて乱れる自分の恥はずかしさに玲が泣きそうになっても、ラルフは可愛かわいいと目を細めるばかりだ。玲が真実自分のものになったことを確かめるように、ラルフは細い身体に余すところなく視線を這はわせ、指で触ふれ、キスをしてきた。全身に施ほどこされる遅ち々ちとした愛撫は甘いけれど、それ以上に切なく玲の身を焦こがし、耐え難がたい羞しゆう恥ちは煽あおられる熱に焼き尽つくされて儚はかなく消える。


　その頃になって玲は身体を抱き起こされて、ラルフの膝に乗せられた。そして今、身体を繫つなぐための準備を施されているのだが──。


「や、嫌いや、だっ……」


　弱いところを強めに押されて、玲が泣き出しそうな声を上げるとラルフはすかさず指を止め、わざとなのか深刻そうに尋たずねてきた。


「嫌？」


「や、違……っ」


「やっぱり嫌なのか？　俺に抱かれるのは」


　違う、と玲はふるふると首を振った。中ちゆう途と半はん端ぱに挿さし入れられた指が物足りなくて、もっと奥へ誘さそい込もうと後孔が淫みだらに収縮する。


「ごめ……嫌じゃ、ない…っ……違う、から……っ」


「本当に？」


　疑り深く確かく認にんされて、揺ゆれそうになる腰こしを抑おさえながら玲は必死に頷うなずく。


　ラルフはさっきからずっとこの調子だった。正直、からかわれているとしか思えないのだが、嫌じゃないと答えるたびにラルフは安心したり嬉しそうな顔をする。おそらく半分は遊びなのだろうけれど、半分は本気で玲の気持ちを確認しているのだろう。そうせずにはいられないラルフの思いもわかるので、意地悪く尋ねられる度に玲は律りち儀ぎに嫌じゃない、好きだと繰り返した。


「好き、だから……っ、…ラルフ、が…好、きっ……」


「本当に？　玲は、本当に俺のものか……？」


「…ぁっ、も、…んと、に……俺、は……ラルフの……っから……」


　我が慢まんしきれず腰が揺れ、はっとして玲はまた堪こらえる。その辛さに涙目になって玲はラルフを睨にらみつけた。


「さっきから、そ、言ってるのに……っ、…んで、こんな意地、悪……ばっか……」


「意地悪？　してないぞ、そんなこと。優しく、してる」


　だからそれが意地悪なのだと言おうとしたのに、急に中を搔かき回され、同時に胸を唇に挟はさまれて玲の言葉は熱い吐と息いきに変わってしまった。


「…っ、ぁんっ……ぁっ……」


「本当に弱いな。……胸も、中も」


「変、なこと、言う…な……っ」


「変じゃない。本当のことを言っただけだ」


　途と切ぎれ途切れに抗こう議ぎする玲に、自分の正しさを証明しようとでもいうのか、ラルフが唇と指を巧たくみに使って玲の身体からだを追い詰つめてくる。身体の中と胸へ与あたえられる甘くて切ない感覚に、玲は高い声を放っていっぱいに背をしならせた。


「あっ、ぅっ、あぁんっ……」


「本当だっただろう？　やっぱり弱い」


　でも、こんなに感じてしまうのは自分のせいじゃないと、熱に煽られた頭で玲は思う。


　玲の身体をこんなふうにしたのは間ま違ちがいなくラルフだ。付き合っていた頃には抱かれる快楽と幸福感を玲の心身に刻みつけ、再会後のシャンティでは玲の身体を淫らな熱で炙あぶり、爛ただれるような官能を強引に引きずり出した。それ以来ラルフはおよそ二週間かけて、六年間、誰にも触れさせずにいた身体を徹てつ底てい的な快楽漬づけにして躾しつけたのだ。その挙あげ句、この数日間放り出していたのだから、玲の身体が少しの刺し激げきにも過か剰じよう反応してしまうのは仕方がない。


「や、もう、ラルフ……っ」


「愛してる、玲……まだ、もう少し」


「あ、あんっ　や、あぁ……っ」


　まだ溶け切っていないと呟つぶやいたラルフの唇くちびるに、尖とがりきった乳ち首くびを挟まれ、舌先で先せん端たんをくすぐられる。そんなことをされたら腰が揺れ、ぐちゅぐちゅと音をたてて搔き回されている中がラルフの指を喰くいしめるように締まってしまう。


「…ぁっ、んんっ、や…ぁっ……」


「ほら、こんなに狭せまい」


「ばっ、ちが……っ、今の、はっ…」


　胸への愛撫に感じて腰が痺しびれ、そこが収しゆう斂れんしただけだ。だがラルフは意地悪く丁てい寧ねいに、時間をかけてそこを解ほぐしていく。もう玲の昂りは涙なみだのように雫しずくを零こぼしているのに。


「も、い…っ、……いいってば……っ」


「まだ、指が二本しか入らない」


「や……っ、しつこ、いっ……」


「大事に抱きたいだけだ。傷つけたくない」


　噓つき、と玲は詰なじろうとしたのに、ずるりと三本目の指を呑のまされて、声も息も止まってしまった。


「…っ、ふ、あぁっ……！」


　シャンティで抱かれてから二週間の間に、玲は後ろだけで達することのできる身体にされてしまった。そんな淫らな身体にとって、それは大きな衝しよう撃げきだ。ずくりと腰の奥に生まれた疼うずきが背筋を駆かけ上がり脳を灼やく。


「…あっ、ぁ……っ」


　その強きよう烈れつな刺激を胸を反らして玲は必死に耐たえたのに、ラルフが胸の頂を舌で押し潰つぶすようにした挙げ句、口に含ふくんで吸い上げてくるからたまらない。


「い、やぁっ……！」


　びくびくと身を震ふるわせて、ラルフの肩かたに縋すがりついた玲は少しだけ熱を放ってしまった。とくん、とはしたなく脚あしの間を濡ぬらしながら、けれど最後までは終われない。指では足りなくなった身体が意思を離れて動き出す。


「ラル……、ラルフ、も、欲し、いっ……」


「昔からそうだったが……玲は焦じらすと、大変なことになるな」


　何を言われているのか、玲にはもうわからない。くすぐるように囁ささやかれた後、耳の下を強く吸われ、更さらなる悩のう乱らんに襲おそわれた。


　ぐずぐずに蕩けた後孔に挿し込まれているラルフの指を性器に見立てて、腰が勝手にくねりだす。もう自分が何をしているのかもわからないまま、玲はラルフの髪かみに指を絡からめて身を灼く快楽に背を引き攣つらせた。


「ひ、んんっ……や、ぁっ……」


「こんな細い腰で……可愛いな、玲。いやらしくて、可愛い身体だ」


　今にも溶とけるかと思うほど熱くなった唇に、ラルフが口づけてくる。その刺激にじんと腰が甘く疼いて、玲はますます余よ裕ゆうをなくした。


「…ねが、い…っ、ラルフ、お願い、もう……」


「もう少し」


「も、い……もう、無理、だから……っ」


　中を擦こするように動く指や、胸を愛撫してくる唇に身体の震えが止まらない。身体中の神経が剝むき出しになったかのようで、空気の流れやラルフの吐息にすら感じて鳥とり肌はだが立つほどだ。


「お願い、お願いだからラルフ……」


　泣きそうになりながら必死にねだると、身体をシーツに倒たおされた。熱くなった肌にひんやりとしたシーツの感かん触しよくが心ここ地ち好よい。けれど、ほっとしたのは一いつ瞬しゆんだ。


　両の膝ひざ裏を掬すくい上げられ、開かれた脚の間に男の身体が入ってくる。火のように熱い手に腰を摑つかまれ、焦しよう点てんを失いかけた目で玲はラルフを探さがした。


「や、離はなれ、離れるの、やだ……っ」


「大だい丈じよう夫ぶだ、ここにいる。──二度と放したりしない」


　差し伸のべた手を摑まれて、シーツに押さえ付けられる。ラルフが覆おおい被かぶさってきたのを目でなく身体中で感じ、玲はぞくりと身を震わせた。


「…っ、欲、しぃ……っ」


「玲……」


「早く、きて……」


　何にも覆われていないラルフの熱の先端が、直接後こう孔こうに押し当てられた。それだけで背筋が震え、そこが淫みだらに口を開く。


「このまま、したい。……いいか？」


「うん……」


　玲が頷くのを確認すると、ラルフが腰を進めてきた。


「あ、ぅっ……あっ、ア、ぁんっ……！」


　喉のどから高い声をほとばしらせて、玲は目を見開いた。そんな玲を見下ろすラルフも、驚おどろきに目を眇すがめている。


「な、に？　なん、で……っ」


「ああ。……違ちがう、な」


　これまで何度となく身体を繫つないできたけれど、それは知らない刺激だった。ラルフはいつもセーフティセックスを心こころ掛がけていたから、互たがいの身体を直じかに繫ぐのは初めてだったのだ。


　薄うすい隔へだたりのない、直接擦こすれ合う刺激がリアルで、どうしようもなくいやらしい。それでいて本当に二人の身体が繫がったのだという実感に、六年の歳月が一気に埋うめられていくような気がして、奇き跡せきのようなその結びつきに涙が溢あふれそうになる。


「ラルフ、ラルフ……好き、だ…っ、好き……」


　奥までいっぱいに満たされて、深い安あん堵どとたまらない愉ゆ悦えつが同時に全身に満ちてゆく。


　もうこのまま離れたくない。ずっと一いつ緒しよにいたい。そんな思いを込めて見上げると、ラルフが強い目をして玲を見下ろしていた。


　ラルフ、と呼びかけると、彼はつと目を眇めた。目元を彩いろどる苦しげな表情に男らしい色気を感じて、玲はまたぞくりとする。


「玲……俺、の……」


「ラル、フ……？」


「やっと、取り戻もどした……俺の、玲」


　万感の思いを込めて呼ばれた名前が、身体中に甘く響ひびいた。呼ばれるごとにラルフの気持ちが染しみ渡わたってくるようで、もう涙を堪こらえることなどできそうにない。


　──どうしよう、こんな……。


　眦まなじりに溜たまっていた涙が大おお粒つぶの雫となって、ぼろぼろとこめかみを流れ落ちる。


「…ど、しよ……ラルフ、俺、こんな、こんなに、好きになって……」


　どうして六年も離れていられたのだろう？　どうやって生きてこられたのだろうか。わからなかった。ラルフのいない人生なんて、玲にはもう考えられない。


「泣くな。この先はずっと一緒だ」


「ずっと……？」


「嫌いやか？　嫌でも、手放す気はないが」


「俺だって、嫌でも、離れてなんか……っ」


　離れてなんかやらない、そう言おうとした唇は、もう待てなくなったラルフに強ごう引いんに塞ふさがれてしまった。


「ん…、ふ…っ、んぅ…っ」


　キスをしながら身体からだを揺ゆさぶられると、快感を逃にがす場所がどこにもなくて玲は苦しくなるけれど、その甘かん美びな苦しみから逃のがれたいとは少しも思わなかった。それどころかもっとラルフに拘こう束そくされ、縛しばられたくてたまらない。


　もう、どこにも行かなくていいのだと、ラルフによって刻みつけられたならどんなに幸せなことだろう。


　与あたえられる快楽に素す直なおに乱れ、深い官能に溺おぼれ、もっとラルフと溶け合いたいと願うままに玲の身体は蕩とろけていく。


「あ、あっ、やだ、まだ……っ」


　まだ終わりたくない。溶け合ったままでいたいのに、ラルフが一気に追い上げてくる。


「いや、ラルフ……！」


「好きだ、玲……愛してる……」


「そ、な……あ、ぁっ、あぁ……っ！」


　弱いところを抉えぐり、信じられないほど深いところまでラルフに拓ひらかれる強烈な感覚に、玲は耐え切れずに背をしならせた。ラルフの腕うでに捕とらわれた腰こしをびくびくと震わせて熱を吐はき出す。それなのに、


「あ、や、待っ、……ぁ、あんっ」


　いっているのに、触ふれられなかったそこから必死に熱を吐き出しているのに、ラルフは動きを止めてくれない。頂点を極きわめて跳はねる腰をなおもきつく責め上げて、官能の波を更に送り込んでくる。そうして玲は終わらない絶頂感に泣きながら、より高いところへと押し上げられた。


「…ひぁっ、ぁんっ、やぁ……っ」


「く…っ」


　胸まで弄いじられて、ラルフに繫がれた腰が捩よじれた。そのせいで中が擦れ、息も絶え絶えになりながら玲はとろとろと長く蜜みつを吐き出すことになる。それがようやく終わるかというときに、震える身体の一番深いところでラルフの熱がびくりと跳ねて玲は目を見開いた。


「あっ……？」


　逞たくましい腰を脚の間に強く押し付けられて、身体の奥に何かを注ぎ込まれる感触に玲は身を強こわ張ばらせる。


「玲……っ」


「やっ、…な、に!?」


　何が起きたのかわからなくて、玲はとっさに逃れようと身を捩った。しかしラルフの腕にしっかりと抱だき竦すくめられていて、逃げるどころか身動きをすることもできない。そしてラルフの腕の中に閉じ込められたまま、玲は自分が何をされているのかを唐とう突とつに理解した。


「…あ、ぁんっ……だ、め……っ」


　どくん、と吐き出されたラルフの熱に、生まれて初めて身体の奥を濡ぬらされている。未知の感覚とその生々しさが怖こわいくらいに恥はずかしいのに、そうされることで自分が本当にラルフのものになったようにも思えて、馬ば鹿かみたいに胸が震ふるえる。身体の方も注がれる感触に感じてしまい、玲は両りよう膝ひざでラルフの身体をきつく挟はさみ込みながら、びくびくと背筋をしならせた。


「あ、あ…っ……そん、な……いっぱい……っ」


「駄だ目めだ、玲……もう、少し……」


「や、いやぁ……っ」


　抱き締しめられ、断続的に吐き出されるものを受け止める身体が、じんと甘い熱を孕はらむ。最後まで中に出され、こんなに身体も心も感じきるなんて自分はおかしいのではないかと本能的に恐きよう怖ふしたけれど、それも間近から見つめてくる青い瞳ひとみに一瞬で焼き尽つくされて消えた。


「…は……ぁ……」


「……知らなかった。玲は、ゴムがないほうがいいのか」


　変なことを言うなと口にしようとして、けれど玲は何も言えなかった。呼吸が整わないせいもあるが、それよりも知らなかった感覚に身体の震えが治まらなくて上手うまく言葉を紡つむげない。そんな玲の額にキスを落とし、身体の繫がりを解かないままラルフが耳みみ朶たぶを甘く嚙かんできた。


「あ……や……っ」


「中、凄すごい。きつく絡からみ付いてくるのに柔やわらかくて、熱くて……溶とかされそうだ」


　今までセーフティセックスを守ってきたけれど、それは勿もつ体たいなかったと笑い混じりにラルフが囁ささやいてくる。世界中の人々を熱ねつ狂きようさせるほど端たん整せいな顔をして何てことを言うのかと、玲は目元を赤く染めてラルフを睨にらんだ。


「ばか……っ、変なこと、言う…な……」


「中が弱いのは知っていたが……出されると、こんなに蕩けるんだな。身体も、表情も」


　人の言うことなどまったく聞かず、勝手なことを言いながら再びラルフが動き始めたので、玲は慌あわてて伸のし掛かかっている身体を押しのけようとした。


「や、ぁ…っ、もうやだ、も、終わり……っ」


「もう少し付き合ってくれてもいいだろう？　今の顔がまた見たい」


　可愛かわいかった、などと囁かれると、ただでさえぐったりしているのに恥ずかしさで気が遠くなる。本当にラルフは極きよく端たん過ぎると玲は困り果てたけれど、幸せそうに抱き締められてしまうと抵てい抗こうする気が失うせてしまう。


「もう一回。……いや、あと二回」


「そんな、無理……！」


　あと二回もしたら身体がもたない。それだけは阻そ止ししようと玲は必死にこれで終わりだと訴うつたえたけれど、六年も振ふり回された仕返しか、恋こい人びとは玲の言い分を聞き入れてはくれなかった。





　　　　＊





　三号連続でシュヴァリエの特集を組んだ『ワールド・エンターテイメント』によって彼の素す顔がおが公表され、世間はしばらく大おお騒さわぎをしていたけれど、それも六月に入る頃ころには収束の気配を見せ始めた。


　痒かゆいところにしっかりと手の届いた記事に世間は納なつ得とくし、各メディアも確かく認にん作業はしたものの、それ以上の突つっ込んだ取材──つまりラルフの出生についてまで調べようとはしなかった。人々は提供されたシュヴァリエの情報にひとまず満足したようだ。


　もっともラルフによれば、モデルを引き受けた時点で王室と繫つながる可能性のある記録などはすべて抹まつ消しようしていたので、パパラッチに追い回されても特に問題はなかったのだという。勿もち論ろん、秘密はいつどこから明るみに出るかわからないけれど、ここまで手を尽くした上で表おもて沙ざ汰たになるのなら、それは運命なのだろうと達観している様子だ。


「だったらそれを早く言えよ」


　そうぼやいたアーティに、玲も心の底から同意した。だが、秘密が漏もれる可能性は低いと最初からラルフが言っていたら、アーティはシュヴァリエの素す性じようを隠かくそうとは思わなかっただろう。そうしたらシュヴァリエがあれほどメディアに叩たたかれることもなく、玲に取材の強制依い頼らいが来ることもなかったはずだ。そうなっていたら玲とラルフが再会することもなかったのだろうから、世の中何が幸いするかわからない。


「結果的に丸く収まったんだから、よかったじゃないか」


　玲がそう言うと、アーティは仕方なさそうに肩かたを竦めた。


　謎なぞが謎ではなくなってもシュヴァリエの異名がそのままなら、ラルフの人気も相変わらずだ。日本版『ワールド・エンターテイメント』の売り上げは伸のび、玲の名は業界に知れ渡わたって、六年のブランクを経て玲とラルフの恋れん愛あいが復活した。


　いいこと尽ずくめで、玲は毎日が幸せだ。おまけに今は休きゆう暇か中である。二人のスケジュールを合わせて休みを取ったので、英国がもっとも美しく輝かがやく六月に、玲とラルフは三度湖水地方の別べつ邸ていを訪おとずれていたのだが。


「アーティ。なぜ今おまえがここにいる？」


　使用人を除けば二人きりのはずが、三人での休暇になってラルフは機き嫌げんを損そこねていた。


「いいじゃないか、ラルフ。俺達、アーティには物もの凄すごくお世話になったんだし」


「そうそう、随ずい分ぶんお世話させていただいたよ。あー睨まれたら喉のど渇かわいた、お茶お代わり」


　はい、と返事をして席を立ったのは勿論ラルフではない。芝しば生ふの緑や青い空、森や湖を渡って吹ふき抜ぬける風が心ここ地ち好よい庭でのティータイムには、相変わらず厳しい眼まな差ざしを隠しもしない執しつ事じのジェームズが付き添そっており、彼が紅茶の支し度たくをしているところへと玲は臆おくすることなく駆かけていった。


「なんであの執事がいるんだよ。処分は？」


「辞やめさせるつもりだったさ。だが、玲に止められた。あれを納得させられないようじゃ二人の未来は勝ち取れない、ってな」


「へぇ、言うようになったじゃん」


　ぼそぼそと声を低めたラルフとアーティの会話は玲の元まで届かなかったが、ラルフの口元に笑えみが浮うかぶのが見えたので、玲はほっとして執事を手伝い、紅茶の準備に取り掛かる。アーティのお代わりとお茶菓が子しを用意してガーデンテーブルに戻もどると、話題は移り、学生時代の頃のようにラルフとアーティがなにやら言い合いをしていた。


「どうしておまえはそうしつこいんだ、アーティ。いい加減諦あきらめたらどうなんだ」


「しつこさにかけては、おまえのほうがずっと上。俺はただ気が長いだけだよ」


「どう違ちがうんだ」


「何の話だ？」


　テーブルにティーカップやケーキのプレートを並べ、玲も会話に参加する。と、ラルフがすっと表情を消し、酷ひどくそっけない口調で言った。


「東京に『イリオン』の直営店を出すつもりらしい」


「え、そうなんだ。いつ頃ごろ？」


「まだ確定はしていないけど、再来年の秋のオープンを考えているんだ。それまでちょくちょく日本に行くことになるから、会う機会も増えると思うよ」


「そっか。楽しみだな」


　ラルフとの六年のブランクは、少なからずアーティとの関かかわりにも影かげを落としていたから、何の憂うれいもなくまた友達として気軽に会えるようになったことが玲は嬉うれしくてたまらない。告白の件も、アーティ自身が過去のことと見み做なしているようなので気にせずにいられるのも有り難がたかった。


　だが、ラルフはそうは思わないらしく、今も苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔をしている。


「俺は、纏まとまりそうで纏まらないカップルを見るとくっつけたくなると発言したのはおまえだと記き憶おくしているんだが、あれは噓うそか？」


「いや？　噓じゃないし、本当にそう思ってるよ。でもなんていうの？　無事にくっつくと今度は壊こわしたくなるんだよね。だから後のことは知らないって、ちゃんと言っておいただろ？」


「……どこまで性質たちが悪いんだ」


「おまえほどじゃないよ」


「……？」


　察しは悪い方ではないはずだが、『イリオン』の直営店とカップルの話がどう繫がるのか玲にはさっぱりわからなかった。だがラルフとアーティの、この仲が良いのか悪いのかわからない微び妙みような感じが懐なつかしく、それにこういうときの二人の話は大抵くだらないことなので、まぁいいかと玲はチョコレートを摘つまむ。と、それを隣となりから伸びてきた手に奪うばわれた。


「寄よ越こせ」


「え、ラルフ？」


　欲しいなら皿から取ればいいのにと思ったときには、オレンジマーマレードを載のせたそれが口の中に放り込まれていた。甘さと苦味、爽さわやかな酸味が入り混じり、口の中で豊かな広がりが生まれる。


「美味うまいか？」


「うん」


　多分、自分で食べるより、ずっと。そう思ったままに頷うなずくとラルフが優やさしく目元を緩ゆるめ、指の背で頰ほおを撫なでてくるから、玲の胸はチョコレートよりも甘いもので満たされた。苦い思いを沢たく山さんした分、その甘さはとても貴重で尊いものに思え、今度こそ大切にしなければと玲は思いを強くする。


　甘さと苦さの混ざり合う現在の幸せを、これからは二人で守っていくのだ。


「あのさ、君たち。いい加減にしてくれる？」


「おまえがな」


　呆あきれ顔のアーティにラルフがちらりと目をやって、また一枚チョコレートを手に取った。


　その手元に目を留めたアーティが、ついと嫌いやそうに眉まゆを顰ひそめて独りごちる。


「おまえらそれ、エンゲージ・リングの代わりとか言わないだろうな……？」


　玲の、噓のつけない左手首には銀の鍵かぎが揺ゆれている。


　そしてラルフの左手首でも、同じ鍵が陽光を受けて輝いていた。




英えい国こく貴き族ぞくのふしだらな命めい令れい





羽は鳥とり有ゆ紀き
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